
取扱説明書 保守・点検編 

三菱機械室レス・エレベーター 菱機械室レス・エレベーター 
乗用・住宅用・寝台用 用・住宅用・寝台用 

AXIEZ  （KE-*F） XIEZ  （KE-*F） 

AXIEZ smart-R  （KE-RFS） XIEZ smart-R （KE-RFS） 

■はじめに
本書は所有者等の方・運行管理者の方より、三菱機械室レス・エレベーター＜AXIEZ：アクシーズ＞

＜AXIEZ smart-R：アクシーズ スマートR＞の保守・点検（その他必要な整備または補修などを含

む。以下同じ）について、維持および運行の安全を確保するために、専門技術者の方へご指示いただき

たい事柄を記載した資料です。

本書に記載の諸作業の実施については、専門技術者（1-2用語の定義を参照）を対象としているの

で、必要な安全対策については実施されていることを前提としています。 

本書に加え、巻末に記載の参考文献の全てお読みいただき、その内容を包含し、かつ使用頻度、

利用状況、その他を考慮し、エレベーターを適切な状態に維持してください。

救出作業はあらかじめ十分に訓練し、迅速に対応できるようにしてください。 

● エレベーターを保守・点検する専門技術者の方に、必ず本書を熟読いただき、十分理解の上で作業を

実施するように依頼してください。

● 本書は必要なときに、すぐ読めるようにお手元に大切に保管ください。

● 本書はエレベーターの所有者等の方または運行管理者の方が変更になる場合は、確実に引き継ぎを

行なってください。また、専門技術者が変更になる場合には、所有者等の方または運行管理者の方

から新たな専門技術者に再度指示をしてください。

● エレベーターは電気・機械設備ですから、適切に保守しなければ、製品の性能が発揮できないこと

があります。製品を安全で、かつ適正な状態を保ち、故障が起きないようにするためには適正な保

守を継続することが重要です。

● 本書の内容について、ご不明な点、ご理解いただけない点がある場合は、本書最終項に記載の最寄

支社にお問い合わせください。

● 本書とは別に、取扱説明書（運行管理編）および告示283号改正に伴う追加情報がありますので、

必ずお読みください。

● 本書は基本仕様について説明しています。従い実際の製品では一部異なる場合がありますので、あ

らかじめご了承ください。

● 本書に掲載した内容は、予告なく変更することがあります。本書の使用前に最新版を当社ホームペ

ージで必ず確認してください。
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■22..  所所有有者者等等のの方方･･運運行行管管理理者者のの方方へへののおお願願いい 
 

所有者等の方・運行管理者の方より専門技術者の方へ以下の各項目について 

確実にお伝えください。 

 

◎ 本書を熟読の上、3 項以降 保守・点検の留意事項（5 頁～）に記載の作業を正しく実施してくだ

さい。 

◎ 法令で定められた定期検査については、下記に基づき実施してください。 

 平成 20 年国土交通省告示第 283 号（改正内容含む） 

 定期検査業務基準書（最新版を用いること） 

 日本工業規格 JIS A 4302「昇降機の検査標準」 

◎ エレベーターはその使用頻度､使用状況により部品の摩耗・劣化の状況が異なります｡専門技術者

に点検結果の報告を依頼してください。その上で、エレベーターが安全な状態で使用いただけるよ

うに、適切な保守について助言を得てください。 

◎ 交換部品はエレベーターの品質を保つため、当社純正品の使用を推奨します。また、安全性確保の

ため製品の改造は行わないでください。 

◎ 安全性確保のため、エレベーター配線の外観は、定期的（例えば毎月など）に特に亀裂・破損・劣

化・変形の有無を確認してください。発見した場合は速やかに交換してください。 

◎ 製品の仕様を変更するには､より詳細な製品知識が必要ですので、当社に相談してください。 

◎ エレベーター・エスカレーターに供給される電源は、定期的（例えば毎月など）に電圧変動-10%

～+5%・電圧不平衡率 5%以下・瞬時電圧低下 1ms 以下であることを確認してください。これら

の基準のうちひとつでも満足していないことが確認された場合は、予期せぬ故障や事故が発生す

る可能性がありますので、速やかに使用を停止し、供給電源の改善を申し入れてください。 

 

所有者等の方・運行管理者の方は以下の各項目についてご留意ください。 

  

◎ 本書は所有者等の方・運行管理者の方より、三菱機械室レス・エレベーター＜AXIEZ：アクシーズ＞

＜AXIEZ smart-R：アクシーズ スマート R＞の保守・点検（その他必要な整備または補修などを

含む。以下同じ）について、維持および運行の安全を確保するために、専門技術者の方へご指示い

ただきたい事柄を記載した資料です。 

◎ 依頼している専門技術者が変更になる場合は、保守履歴を求められる場合があるので、所有者等の

方または運行管理者が保守履歴を適切に保管し、必要なときに開示してください。 

◎ 当社は下記のような不適切な管理と使用に起因する故障または､事故については、責任を負いかね

ますので、あらかじめご承知置き願います。 

 本書の目的外使用、または本書の記載と異なる取扱いに起因するもの｡ 

 次ページの表記載の設置環境が守られないことに起因するもの。 

 保守・点検、修理の不良に起因するもの｡ 

 製品に対して、当社が提供または指示していない改造を施したことに起因するもの｡ 

※改造とはハードウェアの変更だけでなく、マイクロコンピューターのプログラム、データな

どの一部変更を含みます。また、保守用の装置、部品の接続も、改造に含みます。 

 当社が供給していない機器、または部品類を使用したことに起因するもの。 

 使用環境や使用頻度、かご内外の質量に応じた摩耗や寿命の短期化、損傷や経年による劣化。 

※このような摩耗や経年劣化による事故を防ぐためにも、12.交換部品を参照いただき、 

使用期間の目安をめどに交換部品の交換をしてください。 

 地震・雷・風水害などの天変地変、および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他

の事故、お客様の故意もしくは過失、誤用またはその他異常な条件下での使用に起因するもの。 

 エレベーターに搭載しているバッテリー・電池の劣化に起因するもの。 

 接続いただく電源品質が次の範囲を超過することに起因するもの（電圧変動-10%～+5%・電

圧不平衡率 5%以下・瞬時電圧低下 1ms 以下）。 
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■1..  安安全全ににおお使使いいいいたただだくくたためめにに  

  
11--１１  安安全全ににかかかかわわるる表表示示ににつついいてて  

本書では、誤った取り扱いをしたときに生じる危険や損害の程度を、次の表示で示しています。 

 
 
 

取り扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じるおそれが
ある内容を表します。 

 
 
 

取り扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を表します。 

 
 
 

取り扱いを誤ると、人が傷害１）を負うおそれや物的損害２）を負うおそれがあ
る内容を表します。 

注１)  傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、やけど、感電などをいいます。 

注２)  物的損害とは、建物や財産にかかわる拡大損害をいいます。 

 

必ずお守りいただく内容を、次の図記号で説明しています。 

 
 
 

指示に基づく行為の強制（必ず行う内容）を表します。 

 
 
 

「禁止事項」（禁止行為）を表します。 

 

11--22  用用語語のの定定義義    
この本書における用語の定義は次のとおりです。 

◎ 所有者等とは昇降機の所有者または管理者をいいます。 

◎ 運行管理者とは、直接、昇降機の運行業務を管理する者をいいます。 

◎ 専門技術者とは昇降機の保守・点検を専門に行う者をいいますが、本書では昇降機等検査員資格

を持ち、かつ昇降機の保守を専門に３年以上従事した者を想定しています。 

  
11--３３  諸諸注注意意  

◎ 本書に記載の安全に関する警告表示（危険，警告，注意）については、必ずお守りください。 

◎ 本書の記載内容にない操作および取扱いは行わないでください。人身事故、機器の故障の原因に

なる可能性があります。   

警警告告  

危危険険  

注注意意    

2
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◎ 当社は下記のような不適切な管理と使用に起因する故障または､事故については、責任を負いかね

ますので、あらかじめご承知置き願います。 

 本書の目的外使用、または本書の記載と異なる取扱いに起因するもの｡ 

 次ページの表記載の設置環境が守られないことに起因するもの。 

 保守・点検、修理の不良に起因するもの｡ 

 製品に対して、当社が提供または指示していない改造を施したことに起因するもの｡ 

※改造とはハードウェアの変更だけでなく、マイクロコンピューターのプログラム、データな

どの一部変更を含みます。また、保守用の装置、部品の接続も、改造に含みます。 

 当社が供給していない機器、または部品類を使用したことに起因するもの。 

 使用環境や使用頻度、かご内外の質量に応じた摩耗や寿命の短期化、損傷や経年による劣化。 

※このような摩耗や経年劣化による事故を防ぐためにも、12.交換部品を参照いただき、 

使用期間の目安をめどに交換部品の交換をしてください。 

 地震・雷・風水害などの天変地変、および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他

の事故、お客様の故意もしくは過失、誤用またはその他異常な条件下での使用に起因するもの。 

 エレベーターに搭載しているバッテリー・電池の劣化に起因するもの。 

 接続いただく電源品質が次の範囲を超過することに起因するもの（電圧変動-10%～+5%・電

圧不平衡率 5%以下・瞬時電圧低下 1ms 以下）。 
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■33.. 保保守守・・点点検検のの留留意意事事項項  
専門技術者の方へ保守・点検を依頼するに当たり、以下の事項を確実に守っていただくように要請し

てください。 

 

◎ 所有者等は設備の点検や非常時の救出などのために設けられた昇降路内に通じる扉（以下、昇降

路点検口）について次の事項を順守してください。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ララベベルルにに記記載載ししたた保保守守上上のの注注
意意事事項項をを逸逸脱脱ししてて保保守守・・点点検検ををししなないいででくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、所所有有者者等等はは、、使使用用可可能能なな昇昇降降
路路点点検検口口ままででのの建建物物内内経経路路にに障障害害物物をを置置かかなないいででくくだだささいい。。  

 
機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、所所有有者者等等はは、、使使用用可可能能なな昇昇降降
路路点点検検口口のの有有無無おおよよびび（（昇昇降降路路点点検検口口ががああるる場場合合ににはは））昇昇降降路路点点検検口口のの場場所所をを専専門門技技術術
者者へへ指指示示ししててくくだだささいい。。  

  

◎ 保守・点検作業に従事する者は、次の事項を遵守してください。 

保守・点検作業には乗場戸錠外し鍵を用いて乗場の戸を開ける作業も含みます。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、本本書書にに記記載載のの保保守守・・点点検検作作業業
はは専専門門技技術術者者以以外外のの者者はは従従事事ししなないいででくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、所所有有者者等等かからら
のの指指示示をを受受けけてて使使用用可可能能なな昇昇降降路路点点検検口口へへのの建建物物内内経経路路をを作作業業前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、使使用用可可能能なな昇昇
降降路路点点検検口口のの安安全全装装置置がが正正ししくく機機能能ししてていいるるここととをを作作業業前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。  

  

    

危危険険  

危危険険  
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エエレレベベーータターーのの設設置置環環境境 

エレベーターを安全にご利用いただくためには、下表の設置環境が必要条件となります。本条件を維持い

ただくために、ガラリ、換気扇、エアコンなどの適切な設置をしてください。さらに、これらの機器を適

正に運用し、設置環境が維持されるよう管理してください。 

また、エレベーター施工検討時に、設置場所の雰囲気についても確認いただいておりますが、隣接する建

物の影響などにより、下記条件を満たせない状況となってしまった場合は、個別の追加対策または部品の

交換頻度を上げる必要がありますので、直ちに使用を中止し、保守会社に連絡してください。 

  
表 エレベーターの環境条件  

分類 環境条件 

エレベーター 

の設置場所 

風雨 

屋内構造で外部から風雨が侵入しないこと。 

乗場の一部などが屋外に面して設置される場合は、 

乗場機器に雨水がかからず、乗場から雨水が昇降路に流入しない建物構造とする

こと。また、強風により円滑な戸開閉に障害のないこと。 

振動 昇降路のエレベーター構造物に振動がないこと。 

直射日光 
駆動装置、制御装置および乗場の機器に直射日光または、 

屋内ガラス越しの日光が当たらないこと。 

地上高さ 設置場所は標高１０００ｍ以下であること。 

エレベーター 

の設置環境 

雰囲気 

金属に損耗や腐食、電気接点の接触障害などを引き起こすような腐食性ガス

（硫化水素ガス、亜硫酸ガス、塩化水素ガス、塩素ガス、アンモニアガス）、

海岸地区における潮風またはちりやほこり（鉄粉、炭じん、化学工場における

粉じん）がないこと。爆発性のガス（メタン、石灰ガス、ブタン、ガソリン、

アセチレン、水素、エーテル）または粉じん（炭じん、穀粉）のないこと。 

電磁波 
エレベーターの電気信号に影響をおよぼす電磁波がないこと。 

電磁波の電界強度が１０Ｖ/ｍ以下の環境であること。 

昇降路の温度 昇降路の温度は、最低－５℃、最高４０℃の範囲内であること。 

昇降路の湿度 
昇降路内の相対湿度は、月平均９０％未満、日平均９５％を超えないこと。 

ただし、結露・氷結がないこと。 
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■33.. 保保守守・・点点検検のの留留意意事事項項  
専門技術者の方へ保守・点検を依頼するに当たり、以下の事項を確実に守っていただくように要請し

てください。 

 

◎ 所有者等は設備の点検や非常時の救出などのために設けられた昇降路内に通じる扉（以下、昇降

路点検口）について次の事項を順守してください。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ララベベルルにに記記載載ししたた保保守守上上のの注注
意意事事項項をを逸逸脱脱ししてて保保守守・・点点検検ををししなないいででくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、所所有有者者等等はは、、使使用用可可能能なな昇昇降降
路路点点検検口口ままででのの建建物物内内経経路路にに障障害害物物をを置置かかなないいででくくだだささいい。。  

 
機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、所所有有者者等等はは、、使使用用可可能能なな昇昇降降
路路点点検検口口のの有有無無おおよよびび（（昇昇降降路路点点検検口口ががああるる場場合合ににはは））昇昇降降路路点点検検口口のの場場所所をを専専門門技技術術
者者へへ指指示示ししててくくだだささいい。。  

  

◎ 保守・点検作業に従事する者は、次の事項を遵守してください。 

保守・点検作業には乗場戸錠外し鍵を用いて乗場の戸を開ける作業も含みます。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、本本書書にに記記載載のの保保守守・・点点検検作作業業
はは専専門門技技術術者者以以外外のの者者はは従従事事ししなないいででくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、所所有有者者等等かからら
のの指指示示をを受受けけてて使使用用可可能能なな昇昇降降路路点点検検口口へへのの建建物物内内経経路路をを作作業業前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。  

 機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、使使用用可可能能なな昇昇
降降路路点点検検口口のの安安全全装装置置がが正正ししくく機機能能ししてていいるるここととをを作作業業前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。  

  

    

危危険険  

危危険険  
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◎下記組立図は代表的事例を示しています。詳細は実物でご確認ください。また、仕様により固定式の

手すりの場合もあります。その場合は下記組立作業は不要で、手すりスイッチも設置されておりませ

ん。 

①かご上の保守作業用手すりは折り畳み式です。 ②手すりを組立前に、手すりスイッチの押さえ板

を取外す。（外さないと手すりを組立てることができま

せん。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手すり収納状態 スイッチ部 

  

③押え板を手すり組立時の仮取付位置に固定する。 ④手すりを組立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押え板取付部 手すり組立状態 

 

 

かご上での作業が完了したら必ず手すりを折りたたみ、手すりスイッチを復帰してください。 

手すりスイッチを復帰させないと平時の運転（以下、全自動運転）ができません。  

 

  

 

かご上で作業する時は、安全確保のため必ず手すりを組立てた状態で作業してください。 

手すりは、以下に示すとおり組立ててください。  

スイッチ部 押え板取付部 

押え板 ヒモ：端部が押え板仮取付位置に 

結び付けられています。 

※ヒモが切れたら必ず交換してください

押え板 

仮取付位置 
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◎ かご上搭乗や昇降路進入の際には次の事項を順守してください。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、転転倒倒ししなないいよよ
ううにに足足元元にに注注意意ししててくくだだささいい。。  

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご操操作作盤盤のの開開戸戸内内のの自自動動--
手手動動切切換換ススイイッッチチをを「「手手動動」」にに切切りり換換ええててくくだだささいい。。  

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上運運転転装装置置ののＲＲＵＵＮＮ--
SSTTOOPP ススイイッッチチをを「「SSTTOOPP」」側側にに切切りり換換ええててくくだだささいい。。  

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上運運転転装装置置ののＡＡＵＵＴＴＯＯ--
ＨＨＡＡＮＮＤＤススイイッッチチをを「「ＨＨＡＡＮＮＤＤ」」側側にに切切りり換換ええててくくだだささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、釣釣合合おおももりり側側緩緩衝衝器器ににババッッフファァーーキキャャッッププをを取取りり
付付けけててくくだだささいい。。  

転転落落ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上搭搭乗乗者者はは必必ずずかかごご上上のの保保守守作作業業用用手手すすりりをを組組立立てて
くくだだささいい。。組組みみ立立ててににつついいててはは、、次次頁頁をを参参照照くくだだささいい。。  

転転落落ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上搭搭乗乗やや昇昇降降路路進進入入おおよよびびピピッットト進進入入のの際際はは必必ずず転転
落落防防止止措措置置をを実実施施ししててくくだだささいい。。  

昇昇降降路路内内機機器器とと衝衝突突すするる危危険険ががああるるたためめ、、かかごご上上搭搭乗乗時時ににかかごごをを運運転転すするる場場合合はは、、手手すす
りりかからら身身をを乗乗りり出出ししたたりり、、手手すすりりにに寄寄りりかかかかららなないいででくくだだささいい。。  

 

 

 

  機機器器のの故故障障・・破破損損やや事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上照照明明をを点点灯灯すするるななどど、、安安全全
にに作作業業をを遂遂行行すするるののにに十十分分なな照照度度をを確確保保ししててくくだだささいい。。  

  
機機器器のの故故障障・・破破損損やや事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上搭搭乗乗ななどどのの際際、、配配線線をを破破損損
ししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。破破損損ししたた配配線線をを発発見見ししたた場場合合、、速速ややかかにに交交換換ししててくく
だだささいい。。  

 

 

  

危危険険  

注注意意  
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◎下記組立図は代表的事例を示しています。詳細は実物でご確認ください。また、仕様により固定式の

手すりの場合もあります。その場合は下記組立作業は不要で、手すりスイッチも設置されておりませ

ん。 

①かご上の保守作業用手すりは折り畳み式です。 ②手すりを組立前に、手すりスイッチの押さえ板

を取外す。（外さないと手すりを組立てることができま

せん。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手すり収納状態 スイッチ部 

  

③押え板を手すり組立時の仮取付位置に固定する。 ④手すりを組立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押え板取付部 手すり組立状態 

 

 

かご上での作業が完了したら必ず手すりを折りたたみ、手すりスイッチを復帰してください。 

手すりスイッチを復帰させないと平時の運転（以下、全自動運転）ができません。  

 

  

 

かご上で作業する時は、安全確保のため必ず手すりを組立てた状態で作業してください。 

手すりは、以下に示すとおり組立ててください。  

スイッチ部 押え板取付部 

押え板 ヒモ：端部が押え板仮取付位置に 

結び付けられています。 

※ヒモが切れたら必ず交換してください

押え板 

仮取付位置 
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◎設備の点検や非常時の救出などのために設けられた昇降路内に通じる扉（以下、昇降路点検口）を

開閉する際には、次の事項を順守してください。 

危危険険 

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、必必ずずエエレレベベーータターーをを休休止止ささせせててかからら昇昇降降路路点点検検口口

をを開開閉閉ししててくくだだささいい。。運運転転中中にに昇昇降降路路点点検検口口をを開開けけるるとと安安全全ススイイッッチチがが動動作作しし、、エエレレベベ

ーータターーがが急急停停止止ししまますす。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいるる状状態態でではは、、かかごご操操作作盤盤のの開開戸戸

内内ススイイッッチチのの「「自自動動--手手動動切切換換ススイイッッチチ」」をを「「自自動動」」側側にに切切りり換換ええなないいででくくだだささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご操操作作盤盤開開戸戸内内ススイイッッチチのの「「自自動動--手手動動切切換換ススイイ

ッッチチ」」をを「「手手動動」」側側かからら「「自自動動」」側側にに切切換換ええるる際際ににはは、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいなないいこことと、、ままたた

全全ててのの昇昇降降路路点点検検口口がが確確実実にに閉閉ままっってていいるる（（施施錠錠さされれてていいるる））ここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだ

ささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいるる状状態態でではは、、かかごご上上運運転転装装置置のの

AAUUTTOO--HHAANNDD ススイイッッチチをを「「AAUUTTOO」」側側にに切切りり換換ええなないいででくくだだささいい。。  

 

8 

 

◎かご上に作業者がいる状態では以下の事項を順守してください。 

 

 

  機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、全全自自動動運運転転ををししなないいででくくだだ
ささいい。。  

  機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、頂頂部部安安全全距距離離確確保保ススイイッッチチ
はは短短絡絡ししなないいででくくだだささいい。。  

  
機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者がが運運転転装装置置をを操操
作作ししてて点点検検運運転転すするる場場合合以以外外はは、、かかごご上上運運転転装装置置ののＲＲＵＵＮＮ--ＳＳＴＴＯＯＰＰススイイッッチチをを「「ＳＳ
ＴＴＯＯＰＰ」」側側にに切切りり換換ええててくくだだささいい。。  

 

◎ピットに入る際には次の事項を順守してください。 

 

 

  機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者はは、、転転倒倒ししなないい
よよううにに足足元元にに注注意意ししててくくだだささいい。。  

  重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、複複数数台台ののエエレレベベーータターーがが併併設設さされれてていいるる昇昇降降路路
ににおおいいててはは、、稼稼働働中中のの他他号号機機ののピピッットト内内にに立立ちち入入ららなないいででくくだだささいい。。  

  
機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご位位置置設設定定後後かかごご操操作作盤盤
のの開開戸戸内内ののＡＡＵＵＴＴＯＯ--ＨＨＡＡＮＮＤＤススイイッッチチをを「「ＨＨＡＡＮＮＤＤ」」側側にに切切りり換換ええててくくだだささいい。。  

  機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ピピッットトススイイッッチチででかかごごをを停停
止止ししててくくだだささいい。。ままたた、、必必要要にに応応じじてて主主電電源源もも遮遮断断ししててくくだだささいい。。  

 

◎ピットに作業者がいる状態では以下の事項を順守してください。 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、全全自自動動運運転転ををししなないいででくくだだ
ささいい。。  

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、底底部部安安全全距距離離確確保保ススイイッッチチ
をを短短絡絡ししなないいででくくだだささいい。。  

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、手手動動運運転転すするる場場合合以以外外はは、、
ピピッットトススイイッッチチででかかごごをを停停止止ししててくくだだささいい。。ままたた、、必必要要にに応応じじてて主主電電源源もも遮遮断断ししててくく
だだささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご側側緩緩衝衝器器ににババッッフファァーーキキャャッッププをを取取りり付付けけ
ててくくだだささいい。。  

  

危危険険  

危危険険  

危危険険  
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◎設備の点検や非常時の救出などのために設けられた昇降路内に通じる扉（以下、昇降路点検口）を

開閉する際には、次の事項を順守してください。 

危危険険 

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、必必ずずエエレレベベーータターーをを休休止止ささせせててかからら昇昇降降路路点点検検口口

をを開開閉閉ししててくくだだささいい。。運運転転中中にに昇昇降降路路点点検検口口をを開開けけるるとと安安全全ススイイッッチチがが動動作作しし、、エエレレベベ

ーータターーがが急急停停止止ししまますす。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいるる状状態態でではは、、かかごご操操作作盤盤のの開開戸戸

内内ススイイッッチチのの「「自自動動--手手動動切切換換ススイイッッチチ」」をを「「自自動動」」側側にに切切りり換換ええなないいででくくだだささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご操操作作盤盤開開戸戸内内ススイイッッチチのの「「自自動動--手手動動切切換換ススイイ

ッッチチ」」をを「「手手動動」」側側かからら「「自自動動」」側側にに切切換換ええるる際際ににはは、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいなないいこことと、、ままたた

全全ててのの昇昇降降路路点点検検口口がが確確実実にに閉閉ままっってていいるる（（施施錠錠さされれてていいるる））ここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだ

ささいい。。  

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、昇昇降降路路内内にに人人ががいいるる状状態態でではは、、かかごご上上運運転転装装置置のの

AAUUTTOO--HHAANNDD ススイイッッチチをを「「AAUUTTOO」」側側にに切切りり換換ええなないいででくくだだささいい。。  
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〈外形図〉 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ：三菱エレベーター専用キー Ｂ：バッファーキャップ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：ピット作業台（脚立型） Ｄ：隙間ゲージ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ：綱車溝摩耗確認治具 Ｆ：ポータブルブレーキ開放装置 （電気式） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ：扉固定装置 （中央引き用） Ｈ：扉固定装置 （２枚戸片引き用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ：救出用おもり Ｊ：非常通話用ヘッドセット 

バッファーキャップは、油入緩衝器の型名に合わせて、

上記のどちらかが付属されます。 

OR 

救出用おもり 取付具一式 

ロープ掴み 取付金 

ロープ組立 

又は 

インジケータ（ボ

タン）内のイヤホン

ジャックに挿入す

るとかご内と通話

することができま

す。 

使用後はバッテ

リー消耗防止のた

め取り外し、元に戻

してください。 
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■４４..  保保守守・・点点検検用用具具  
 

 

 

機機器器のの故故障障・・破破損損やや重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、専専門門技技術術者者以以外外のの者者はは本本書書にに
記記載載のの保保守守・・点点検検作作業業にに従従事事ししなないいででくくだだささいい。。  

 
 
 
 

保保守守･･点点検検すするるたためめのの専専用用用用具具はは常常時時使使用用ででききるるよようう適適切切にに保保管管ししててくくだだささいい。。  

保守・点検に使用する専用用具は以下のとおりです。緊急時の活用、保守時の作業者の安全のために 

定期的に機能点検を実施するようにおすすめします。 

対象者 用具名・用途 外形図 備考 

管理者 
三菱エレベーター専用キー 

かご操作盤の開戸を開ける時に使用します｡ 
Ａ  

専門 

技術者 

バッファーキャップ 

かご上､ピット作業時に安全のため緩衝器に取付けます｡ 
Ｂ  

 ピット作業台（脚立型） 

制御盤保守時に使用します。ピット深さに応じて設置されていま

す。 

Ｃ  

 隙間ゲージ 

ロープ外れ止め隙間などの確認に使用します。(2ｔ､3ｔの２種

類あり) 

Ｄ  

 綱車溝摩耗確認治具 

巻上機綱車溝の摩耗を確認するときに使用します｡ 
Ｅ  

 ポータブルブレーキ開放装置(電気式)  

巻上機ブレーキの開放に使用します｡ 
Ｆ  

 ブレーキ開放装置 （機械式） 

巻上機ブレーキの開放に使用します｡ 
－ 別売 

 扉固定装置(中央引き用、2 枚戸片引き用) 

閉じ込め救出する際､最下階乗場のドアを少し開いた状態で固定

するために使用します｡ 

Ｇ／Ｈ  

 救出用おもり 

閉じ込め救出する際､ブレーキを開放してもバランス状態で動か

ない時に使用します｡ 

Ｉ  

 非常通話用ヘッドセット 

最下階乗場のインジケータまたはボタンボックス内に収納して

おります。かご内との連絡をとる時に使用します｡ 

Ｊ  

 乗場戸錠外し鍵 

乗場ドアの施錠を乗場側から外す時に使用します。 

乗場の戸を開錠することは非常に危険を伴います。 

専門技術者以外の者が行わないでください。 

— 別売 

危危険険  
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〈外形図〉 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ：三菱エレベーター専用キー Ｂ：バッファーキャップ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：ピット作業台（脚立型） Ｄ：隙間ゲージ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ：綱車溝摩耗確認治具 Ｆ：ポータブルブレーキ開放装置 （電気式） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ：扉固定装置 （中央引き用） Ｈ：扉固定装置 （２枚戸片引き用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ：救出用おもり Ｊ：非常通話用ヘッドセット 

バッファーキャップは、油入緩衝器の型名に合わせて、

上記のどちらかが付属されます。 

OR 

救出用おもり 取付具一式 

ロープ掴み 取付金 

ロープ組立 

又は 

インジケータ（ボ

タン）内のイヤホン

ジャックに挿入す

るとかご内と通話

することができま

す。 

使用後はバッテ

リー消耗防止のた

め取り外し、元に戻

してください。 
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〈外形図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｋ：かご上運転装置 操作スイッチ部 Ｌ：かご上運転装置 ポータブルスイッチ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ：ピットスイッチ箱 Ｎ：運転阻止コネクタ 

 

POWER M ON-ＯＦＦスイッチ 

POWER ON-ＯＦＦスイッチ 

DOOR ON-ＯＦＦスイッチ 

AUTO-ＨＡＮＤスイッチ 

RUN-STOP スイッチ 

RUN スイッチ表示灯 

［１Ｄ－１Ｇ，１Ｄ/２Ｄ－２Ｇ（フロント）］ 

［１Ｄ/２Ｄ－２Ｇ（リア）］ 

リア側 POWER M ON-ＯＦＦスイッチ 

リア側 POWER ON-ＯＦＦスイッチ 

リア側 DOOR ON-ＯＦＦスイッチ 

ピットスイッチ

非常用電源スイッチ
（ELD1スイッチ）

主電源操作スイッチ
（MPスイッチ）

ピットスイッチインジケータ

ピット照明スイッチ

ピットスイッチ

非常用電源スイッチ
（ELD1スイッチ）

主電源操作スイッチ
（MPスイッチ）

ピットスイッチインジケータ

ピット照明スイッチ

UP ボタン

RUN-STOP スイッチ

DN ボタン
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■55..  保保守守･･点点検検にに使使用用すするる装装置置おおよよびびススイイッッチチ 

 

保守･点検に使用するスイッチ、その他装置類の機能は以下のとおりです。 

装置名・機能 外形 

かご上運転装置 操作スイッチ部（かご上に設置） 

かご上で点検するときなどに使用するスイッチです。 

『POWER M ON-ＯＦＦ』は停電時自動着床装置の機能を「入／切」するスイッチで

す。 

『POWER ON-ＯＦＦ』はドア運転制御用電源を「入／切」するスイッチです。 

『DOOR ON-ＯＦＦ』はドア電動開閉機能を「入／切」するスイッチです。 

  注意：二方向ドアは必ずフロント／リア 2 ケとも操作のこと 

『AUTO-ＨＡＮＤ』は「全自動／手動」運転を切り換えるスイッチです。 

『RUN-ＳＴＯＰ』はエレベーターの「運転／停止」を切り換えるスイッチです。 

注意：「(上に倒した場合)／(下に倒した場合)」を示します。 

『RUN スイッチ表示灯』は RUN-ＳＴＯＰスイッチを「ＳＴＯＰ」側に倒すことで消

灯し、元に戻すと点灯します。 

注意：RUN-ＳＴＯＰスイッチ操作に応じて、RUN スイッチ表示灯が点灯／消灯

することを確認してください。 

Ｋ 

かご上運転装置 ポータブルスイッチ部（かご上に設置） 

かご上で手動運転する場合に使用するスイッチです。操作スイッチ部のＡＵＴＯ-ＨＡ

ＮＤスイッチを「ＨＡＮＤ」側にし、操作スイッチ部、ポータブルスイッチ部のＲＵＮ

-ＳＴＯＰスイッチを「ＲＵＮ」側にし、ＵＰボタンを押すとかごは上昇し、ＤＮボタ

ンを押すとかごは下降します。 

Ｌ 

ピットスイッチ箱 （ピット入口部に設置） 

『主電源操作（MP）』は主電源を「入／切」するスイッチです。 

『非常用電源（ＥＬＤ１）』は非常用電源を「入／切」するスイッチです。 

注意：「(上に倒した場合)／(下に倒した場合)」を示します。 

『ピットスイッチ』は押し込むことでエレベーターを停止させるスイッチです。 

『ピットインジケータ』はピットスイッチを押し込むことで消灯し、元に戻すと点灯し

ます。 

 

Ｍ 

運転阻止コネクタ （最下階乗場のインジケータ または ボタンボックス内に設置） 

エレベーターの運転を阻止する時に取外すコネクタです。 

  

Ｎ 

 

  

 

事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、運運転転阻阻止止ココネネククタタのの挿挿抜抜操操作作はは、、エエレレベベーータターーをを停停止止ささせせ

ててかからら行行っっててくくだだささいい。。  

警警告告  
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〈外形図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｋ：かご上運転装置 操作スイッチ部 Ｌ：かご上運転装置 ポータブルスイッチ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ：ピットスイッチ箱 Ｎ：運転阻止コネクタ 

 

POWER M ON-ＯＦＦスイッチ 

POWER ON-ＯＦＦスイッチ 

DOOR ON-ＯＦＦスイッチ 

AUTO-ＨＡＮＤスイッチ 

RUN-STOP スイッチ 

RUN スイッチ表示灯 

［１Ｄ－１Ｇ，１Ｄ/２Ｄ－２Ｇ（フロント）］ 

［１Ｄ/２Ｄ－２Ｇ（リア）］ 

リア側 POWER M ON-ＯＦＦスイッチ 

リア側 POWER ON-ＯＦＦスイッチ 

リア側 DOOR ON-ＯＦＦスイッチ 

ピットスイッチ

非常用電源スイッチ
（ELD1スイッチ）

主電源操作スイッチ
（MPスイッチ）

ピットスイッチインジケータ

ピット照明スイッチ

ピットスイッチ

非常用電源スイッチ
（ELD1スイッチ）

主電源操作スイッチ
（MPスイッチ）

ピットスイッチインジケータ

ピット照明スイッチ

UP ボタン

RUN-STOP スイッチ

DN ボタン
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６６--２２  ピピッットトタタララッッププ 

 

保守・点検時にピットに入る場合は、以下の要領でピットタラップを使用してください。 

１．トーガードに取付けられたチェーンで、ピットに格納されたタラップを引き上げて、 

直立させてください。 

２．関節固定用ボルトで関節が曲がらないよう関節をしっかりと固定してください。 

３．タラップ上端に取付けられた敷居への固定用具を外してください。 

４．タラップが倒れないよう、３で外した固定金具で敷居に固定してください。 

●ピットに入った後は、ピットタラップを収納し乗場ドアを閉めるなど、第三者がピットへ転落し

ないように侵入防止措置を講じてください。 

●ピット壁に足場台が固定されている場合、ピットタラップは設置されていません。 

 ピット足場台を使用してピット内に出入りしてください。 

 

ピット足場台 

乗場敷居 

乗場敷居 

正面（ピットから乗場を見た場合） 側面 

側面 

上から見た場合 

乗場敷居 

最下階乗場敷居下の 

トーガード 

ピットタラップ 

乗場敷居 

ピット壁 

正面（ピットから乗場を見た場合） 側面 
収納時 
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■66..  保保守守･･点点検検用用具具おおよよびび装装置置のの使使いい方方 

保守・点検用具および装置などで、特に説明を要するものについて本章で紹介しています。 

６６－－１１  運運転転阻阻止止ココネネククタタ  

閉じ込め救出時など、エレベーターの運転を阻止する場合には、以下の要領で運転阻止コネクタを使用

してください。 

 

防滴キャップ収納状態【原状】は左図のとおりです。 

 

① 最下階乗場のインジケータまたは押ボタンフェースプレート

を外し、内部から「DM」と表示されたコネクタを引き出し、外

してください。 

 

②その場を離れる場合は、運転阻止コネクタを取り付けて防滴キャッ

プへ収納し、必ず原状復帰の上、、乗場ボタン（乗場インジケータ）の

フェースプレートを閉めて、元の状態に戻してください。 

収納時は原状の確認・防滴キャップの上下方向の確認・配線噛み込

みが無いことの確認を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 感感電電のの発発生生やや制制御御部部品品がが短短絡絡すするる可可能能性性ががあありりまますすののでで、、使使用用後後ああるるいいははそそのの場場をを離離れれるる場場合合はは、、

必必ずずココネネククタタ類類をを防防滴滴キキャャッッププにに収収納納しし原原状状復復帰帰ししててくくだだささいい。。  

 事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、運運転転阻阻止止ココネネククタタのの挿挿抜抜操操作作はは、、エエレレベベーータターーをを停停止止ささせせててかからら

行行っっててくくだだささいい。。  

 

作業終了後は必ず運転阻止コネクタを取付けて、乗場ボタンフェースプレートを閉めて元の状

態に戻してください。 

 

複数台併設で、乗場インジケータまたは乗場ボタンが共通の場合、運転阻止コネクタは２つ（左

右号機ひとつずつ）付いています。号機を確認してから取り外してください。 

警警告告  

防滴キャップ 

収納時下側 

収納時上側 

DM コネクタ 

最下階乗場ボタン 

（インジケータ）の例 

ボタン（インジケータ）のフェ

ースプレートおよび内部の例 
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６６--２２  ピピッットトタタララッッププ 

 

保守・点検時にピットに入る場合は、以下の要領でピットタラップを使用してください。 

１．トーガードに取付けられたチェーンで、ピットに格納されたタラップを引き上げて、 

直立させてください。 

２．関節固定用ボルトで関節が曲がらないよう関節をしっかりと固定してください。 

３．タラップ上端に取付けられた敷居への固定用具を外してください。 

４．タラップが倒れないよう、３で外した固定金具で敷居に固定してください。 

●ピットに入った後は、ピットタラップを収納し乗場ドアを閉めるなど、第三者がピットへ転落し

ないように侵入防止措置を講じてください。 

●ピット壁に足場台が固定されている場合、ピットタラップは設置されていません。 

 ピット足場台を使用してピット内に出入りしてください。 

 

ピット足場台 

乗場敷居 

乗場敷居 

正面（ピットから乗場を見た場合） 側面 

側面 

上から見た場合 

乗場敷居 

最下階乗場敷居下の 

トーガード 

ピットタラップ 

乗場敷居 

ピット壁 

正面（ピットから乗場を見た場合） 側面 
収納時 
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バネ緩衝器の場合においては以下の手順の通り取付ください。 

 

〈バネ緩衝器の場合〉 

１．バッファーキャップの両側のボルトを緩めバ

ネ緩衝器上部に被せてください｡ 

２．バネ緩衝器型名を名板で確認して対応した型

名のボルトを締めてください｡ 

３．バッファーキャップを矢印方向に回しバネに

固定してください｡    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６--４４  ピピッットト作作業業台台  
 

制御盤や巻上機の保守・点検を行う時の作業台として下表のとおり 

ピット作業台を装備しています。 

表．作業台の適用 

ピット深さ 適用される作業台の種類 参照箇所 

1.4ｍ以下 脚立形作業台 6-4-1 

1.4m 

～1.9５ｍ以下 

脚立形作業台と壁取付形作業台の併用。 

壁取付形作業台への昇降時は脚立形作業台を使用してください。 

6-4-2 

1.95ｍ超 壁取付形作業台 

壁取付形作業台への昇降時はピットタラップを使用してください。 

（ピットタラップは着脱式で、壁取付形作業台にも取付可能です。） 

6-4-2 

6-4-3 

バッファーキャップ 

バッファーキャップ装着時 
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６６--３３  ババッッフファァーーキキャャッッププ  
 
 

かご上作業、ピット内作業時には 以下の要領でバッファーキャップを使用してください。 

油入緩衝器は下記の２種類あります。実際に適用されている緩衝器の応じて取り付けてください。 

 

危危険険 

ピピッットト内内でで作作業業すするる場場合合はは、、かかごご側側緩緩衝衝器器ににババッッフファァーーキキャャッッププをを装装着着しし、、かかごご上上でで作作業業

すするる場場合合はは釣釣合合おおももりり側側緩緩衝衝器器ににババッッフファァーーキキャャッッププをを装装着着ししててくくだだささいい。。  

 

作業終了時はエレベーター機器と接触しないようにピット内に寝かせて保管してください。（か

ご、釣合おもり側共用で 1 個ピット保管）  

 

 

〈OBA－○○形，OBE－○○形油入緩衝器の場合〉 

１．防塵カバーをプランジャーキャップ下部まで

下げてください。（防塵カバー付の場合） 

２．バッファーキャップの一方のボルト・ナットを

外し緩衝器側面からバッファーキャップを差

し込み､固定された他方のボルトが緩衝器のプ

ランジャーキャップに当るまで差し込んでく

ださい。 

３．バッファーキャップの外れ止めとして取外し

たボルトをボルト穴に差し込んで固定してく

ださい。 

 

〈OBC○○M 形油入緩衝器の場合〉 

１．緩衝器の防塵カバーをバッファーキャップの

締込ボルトで挟まないように下部まで下げて

ください。 

２．バッファーキャップの締込ボルト・止めナット

を緩め、緩衝器上部にバッファーキャップを乗

せます。鉛直方向に固定された２本の固定ボル

トに緩衝器頭部を押し付けるように締込ボル

トを締め込んでください。 

３．バッファーキャップと緩衝器との間にガタが

なく鉛直方向に抜けないことを確認後、締込ボ

ルトが緩まないように止めナットで固定して

ください。 

 

バッファーキャップ装着時 

バッファーキャップ 

ボルト ボルト 

ナット 

緩衝器 防塵カバー 

プランジャーキャップ 

バッファーキャップ装着時 

締込ボルト 

止めナット 

固定ボルト 

防塵カバー 

バッファーキャップ 

バッファーキャップ 

緩衝器 
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バネ緩衝器の場合においては以下の手順の通り取付ください。 

 

〈バネ緩衝器の場合〉 

１．バッファーキャップの両側のボルトを緩めバ

ネ緩衝器上部に被せてください｡ 

２．バネ緩衝器型名を名板で確認して対応した型

名のボルトを締めてください｡ 

３．バッファーキャップを矢印方向に回しバネに

固定してください｡    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６--４４  ピピッットト作作業業台台  
 

制御盤や巻上機の保守・点検を行う時の作業台として下表のとおり 

ピット作業台を装備しています。 

表．作業台の適用 

ピット深さ 適用される作業台の種類 参照箇所 

1.4ｍ以下 脚立形作業台 6-4-1 

1.4m 

～1.9５ｍ以下 

脚立形作業台と壁取付形作業台の併用。 

壁取付形作業台への昇降時は脚立形作業台を使用してください。 

6-4-2 

1.95ｍ超 壁取付形作業台 

壁取付形作業台への昇降時はピットタラップを使用してください。 

（ピットタラップは着脱式で、壁取付形作業台にも取付可能です。） 

6-4-2 

6-4-3 

バッファーキャップ 

バッファーキャップ装着時 
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壁へ直接取付け 

嵩上げ台に取付け 

ピット壁 

取付用ボルト 

折りたたんだ状態の 

壁取付形作業台 

壁取付形作業台を壁に取付けた状態 

（横から見た場合） 

壁取付形作業台を広げた状態 

（横から見た場合） 

制御盤 

制御盤 

制御盤 

ピット壁 ピット壁 

嵩上げ台 

（取外） 
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66--44--11  脚脚立立形形作作業業台台  
  

以下の要領で組み立て、脚立形作業台を利用ください。 

① 作業台の脚が上になるように裏返してピット面に置いてください。 

② 脚のストッパを外し、ストッパが効くまで開いてください。 

③ 作業台を制御盤または巻上機の手前に置き、がたつきがある場合は脚の先端の伸縮調整部で調

整し、がたつきをなくしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

66--44--22  壁壁取取付付形形作作業業台台  
  

以下の要領で組み立て、壁取付形作業台を利用ください。 

① 制御盤側には、制御盤下部のピット壁に、壁取付形作業台の取付用ボルトがあるので、そのボ

ルトを使用します。また、巻上機側は作業台取付用金具を巻上機の下部に取付けてから、その

金具上にある作業台取付用ボルトを使用します。 

② 作業台取付け用ボルトに、折りたたまれた作業台のだるま穴を掛け、作業台取付用ボルトにあ

るナットで確実に締めて固定してください。 

③ 開き止めストッパを外しながら作業台が水平になるまで開いてください。 

④ 筋かいの関節部分が完全に延びラッチが効いていることを確認し、さらに筋かいの曲がり止め

ストッパを掛けてください。 

⑤ パイプ手すりを作業台に取付けてください。 

注意 

 昇降路が広い場合は、壁取付形作業台を直接ピット壁に取付けると、作業場所と制御盤との間隔が

狭くなり作業性が悪いことから、制御盤の下に壁取付形作業台用の嵩上げ台が取付けてあります。

嵩上げ台上の作業台取付用ボルトに壁取付形作業台を取付けてください。 

 昇降路がさらに広い場合は、追加の嵩上げ台を取付けてから壁取付形作業台を取付けてください。 

 制御盤と巻上機が隣接している場合は、制御盤下部のピット壁に壁取付形作業台を取付けて、制御

盤と巻上機両方の保守・点検を行ってください。（作業台取付用金具は装備されていません。） 

 

  

折りたたんだ状態（上から見た場合） 

折りたたんだ状態（横から見た場合） 組み立てた状態（横から見た場合） 
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壁へ直接取付け 

嵩上げ台に取付け 

ピット壁 

取付用ボルト 

折りたたんだ状態の 

壁取付形作業台 

壁取付形作業台を壁に取付けた状態 

（横から見た場合） 

壁取付形作業台を広げた状態 

（横から見た場合） 

制御盤 

制御盤 

制御盤 

ピット壁 ピット壁 

嵩上げ台 

（取外） 
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66--44--33  ピピッットトタタララッッププのの壁壁取取付付形形作作業業台台昇昇降降時時のの使使用用方方法法  
  

以下の要領で、ピットタラップを壁取付け作業台への昇降に利用してください。 

① タラップのチェーンをトーガード側ジョイント部で外してください。 

② 乗場敷居にタラップを固定する固定金具を外してください。 

③ タラップ下端の外れ止め金具を外してください。 

④ タラップ本体を外してください。 

⑤ 壁取付け作業台下にあるタラップ固定台にタラップを取付け、固定台の外れ止め金具を取付け

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピット壁
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巻上機側：作業台取付用金具を巻上機の下部に取付けた状態 

（正面から見た場合） 
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66--44--33  ピピッットトタタララッッププのの壁壁取取付付形形作作業業台台昇昇降降時時のの使使用用方方法法  
  

以下の要領で、ピットタラップを壁取付け作業台への昇降に利用してください。 

① タラップのチェーンをトーガード側ジョイント部で外してください。 

② 乗場敷居にタラップを固定する固定金具を外してください。 

③ タラップ下端の外れ止め金具を外してください。 

④ タラップ本体を外してください。 

⑤ 壁取付け作業台下にあるタラップ固定台にタラップを取付け、固定台の外れ止め金具を取付け

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピット壁
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・グループ制御盤内 

名称 主な機能 

HST1/2/3/4 マルチカーの乗場制御電源をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCR 共通信号電源(DC48V)を ON／ＯＦＦする遮断器 

GCP 共通ＣＰＵ電源をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCB GP1 カード電源(DC5V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCW 監視盤ランプ電源(DC48V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GPL 共通電源(AC100V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

・エレセーブ盤内 
名称 主な機能 

SPW エレセーブ制御電源を ON／ＯＦＦする遮断器 

BCB エレセーブバッテリーをＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

 

 開放スイッチの作動および取付け状態に変化や異常がないこと。 

        制御盤、グループ制御盤、エレセーブ盤、回生コンバーター盤には、キ

ャビネットを開放するとかごの起動を停止させる開放スイッチが設置

されています、作業終了後確実にキャビネットを閉めてください。 
 

  ◎ 建屋電気室のエレベーター動力電源、エレベーター照明電源の遮断器の

設置場所、遮断器名称の確認を事前に確認ください。 

 

 電源遮断時の注意点 

   作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されていることを 

    必ず確認してください｡ 
 

  ◎ マルチカーなどで不用意に電源を遮断すると､共通電源が遮断され､関 

    係する全エレベーターサービスが不能になります｡ 
 

  ◎ 電源を遮断してもバッテリー電源から供給される場合があります｡エレ

ベーターの起動電源を遮断するには､ピットスイッチ箱で 

｢ELD1｣→｢MP｣の順序で操作ください｡ 

    （投入は｢MP｣→｢ELD1｣順序で操作） 
 

    点検時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に 

復帰してください。 

77--11--33  

  ピピッットトススイイッッチチ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

・ピットスイッチ箱 

名称 主な機能 

MP 主電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ（最下階乗場からＯＦＦ） 

ELD1 非常用電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ（最下階乗場からＯＦＦ） 

ピットスイッチ 押し込むことでエレベーターを停止させるスイッチです。 

ピットインジケータ ピットスイッチを押し込むことで消灯し、元に戻すと点灯します。ピ

ットスイッチの操作に応じて、ピットインジケータが点灯／消灯する

ことを確認してください。 
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■77..  保保守守･･点点検検事事項項  
本章は昇降機の正常な運行を維持するための基本的な事項を記載しています。 

下記の内容を参考に保守・点検を行い、エレベーターを常に適切な状態に維持してください。 

点検項目は 1 年未満を目安に専門技術者の点検を必要とする弊社製品の安全上の機能確認項目を 

主体に記載しています。（点検インターバルはエレベーターの使用状況、使用期間、起動頻度を考慮し

て適宜見直してください） 

77--11  ピピッットト廻廻りり  

77--11--11    

環環境境状状態態  

清掃状態、温度、湿度、その他ピット内（昇降路全体）環境の異常がないなど、

エレベーターの機能上支障のないこと。結露・氷結がないこと。 

ピット床面に亀裂や損傷、漏水などの異常がないこと。 

エレベーターに係る設備以外のもの（法令で認められたものを除く）が設置され

ていないこと。 

77--11--22    

制制御御盤盤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主開閉器などの制御機器の作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

端子の緩みおよび電源遮断器（サーキットプロテクター）の異常がないこと。 

制御盤内のラベルの内容に従って、次表の左欄に掲げる回路について、絶縁抵抗

を測定し、その値が同表中欄に掲げる使用電圧に応じ、それぞれ同表右欄に掲げ

る数値以上であること。 

 

 

 

 

 

 
備考１ 絶縁抵抗は、各電源遮断器を“切り”の状態において測定すること。 

備考２ 半導体、電解コンデンサなどの電子機器を含む回路については、適切な絶縁抵抗計を用

いて測定すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回   路 使 用 電 圧 絶縁抵抗 

電動機主回

路 

300V 以下のもの 0.2 MΩ以上 

300V を超えるもの 0.4 MΩ以上 

制御回路 150V 以下のもの 0.1 MΩ以上 

信号回路 150V を超え 300V

以下のもの 
0.2 MΩ以上 

照明回路 

主な電源遮断器（サーキットプロテクター）の名称と機能 
・制御盤内 

名称 主な機能 

MCB 制御盤動力電源をＯＮ／OFF する遮断器 

ELD 非常電源用バッテリーをＯＮ／OFF する遮断器 

ACB マルチカー共通電源をＯＮ／OFF する遮断器 

SCB/SSM 照明電源をＯＮ／OFF する遮断器  （SSM はエレセーブ付） 

PSR 
ポータブルブレーキ開放装置使用時の電気ブレーキ 

開放電源を ON／OFF する遮断器 

CST ドア駆動電源をＯＮ／OFF する遮断器 

HST 乗場制御電源をＯＮ／OFF する遮断器 

CR1 制御信号電源(DC48V)をＯＮ／OFF する遮断器 

CR2 制御信号電源(DC24V)をＯＮ／OFF する遮断器 

BP 非常灯､インターホン電源をＯＮ／OFF する遮断器 

GBP 共通 Back UP 電源をＯＮ／OFF する遮断器（マルチカー） 

CLD ドア・バッテリー電源をＯＮ／OFF する遮断器 

LIGHT かご照明電源をＯＮ／OFF する遮断器 

PL 
制御盤コンセント、ピット照明などの AC100 V 電源を 

ＯＮ／OFF する遮断器 

CP 制御信号電源(AC200V)をＯＮ／OFF する遮断器 

SCH 
制御信号電源(AC200V)をＯＮ／OFF する遮断器 

（エレセーブ付の場合） 

COOL エレベーター専用エアコン電源をＯＮ／OFF（エアコン付の場合） 

CCP 制御信号電源(AC200V)をＯＮ／OFF する遮断器（コンバータ付） 

CAS かごオプション電源(AC100V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

HAS 乗場オプション電源(AC100V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

LIH かご内コンセント電源(AC100V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 
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・グループ制御盤内 

名称 主な機能 

HST1/2/3/4 マルチカーの乗場制御電源をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCR 共通信号電源(DC48V)を ON／ＯＦＦする遮断器 

GCP 共通ＣＰＵ電源をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCB GP1 カード電源(DC5V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GCW 監視盤ランプ電源(DC48V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

GPL 共通電源(AC100V)をＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

・エレセーブ盤内 
名称 主な機能 

SPW エレセーブ制御電源を ON／ＯＦＦする遮断器 

BCB エレセーブバッテリーをＯＮ／ＯＦＦする遮断器 

 

 開放スイッチの作動および取付け状態に変化や異常がないこと。 

        制御盤、グループ制御盤、エレセーブ盤、回生コンバーター盤には、キ

ャビネットを開放するとかごの起動を停止させる開放スイッチが設置

されています、作業終了後確実にキャビネットを閉めてください。 
 

  ◎ 建屋電気室のエレベーター動力電源、エレベーター照明電源の遮断器の

設置場所、遮断器名称の確認を事前に確認ください。 

 

 電源遮断時の注意点 

   作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されていることを 

    必ず確認してください｡ 
 

  ◎ マルチカーなどで不用意に電源を遮断すると､共通電源が遮断され､関 

    係する全エレベーターサービスが不能になります｡ 
 

  ◎ 電源を遮断してもバッテリー電源から供給される場合があります｡エレ

ベーターの起動電源を遮断するには､ピットスイッチ箱で 

｢ELD1｣→｢MP｣の順序で操作ください｡ 

    （投入は｢MP｣→｢ELD1｣順序で操作） 
 

    点検時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に 

復帰してください。 

77--11--33  

  ピピッットトススイイッッチチ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

・ピットスイッチ箱 

名称 主な機能 

MP 主電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ（最下階乗場からＯＦＦ） 

ELD1 非常用電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ（最下階乗場からＯＦＦ） 

ピットスイッチ 押し込むことでエレベーターを停止させるスイッチです。 

ピットインジケータ ピットスイッチを押し込むことで消灯し、元に戻すと点灯します。ピ

ットスイッチの操作に応じて、ピットインジケータが点灯／消灯する

ことを確認してください。 
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 ロープとロープ外れ止め間の隙間およびロープ外れ止めの干渉などの異常がな

いことを確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考１ ロープとロープ外れ止めの隙間の確認には付属の隙間ゲージを使用 

すること。 

備考２ ロープとロープ外れ止めの隙間の確認には専用用具の隙間ゲージ 

(２ｔ､３ｔの２種類)を使用し、外れ止めの隙間が 2～3mm になっていること

を確認する。隙間が基準を外れていた場合は、2～3mm となるよう調整するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面ロープ外れ止め 

※備考１，２に従い隙間確認・

調整を行うこと 

主索（ロープ） 

綱車 

(綱車 
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77--11--44  

  巻巻上上機機((綱綱車車))  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 亀裂などの異常がないこと。 

 綱車のロープ溝の摩耗およびロープスリップなどの異常がないこと。 

  綱車摩耗確認には下記付属品の専用用具を使用し、溝の中で１本で

も許容範囲外であった場合は巻上機を交換してください。 

  

 

 

磨耗確認治具（Φ10 ロープ用） 

※Φ10 用の磨耗確認治具であることを確認して使用してください。 
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 ロープとロープ外れ止め間の隙間およびロープ外れ止めの干渉などの異常がな

いことを確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考１ ロープとロープ外れ止めの隙間の確認には付属の隙間ゲージを使用 

すること。 

備考２ ロープとロープ外れ止めの隙間の確認には専用用具の隙間ゲージ 

(２ｔ､３ｔの２種類)を使用し、外れ止めの隙間が 2～3mm になっていること

を確認する。隙間が基準を外れていた場合は、2～3mm となるよう調整するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面ロープ外れ止め 

※備考１，２に従い隙間確認・

調整を行うこと 

主索（ロープ） 

綱車 

(綱車 
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77--11--66  

  巻巻上上機機  （（ブブレレーーキキ））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トルク調整ボルト部のペイントマークのズレがないこと。（注意シールあり） 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

●昇降路上方からの油滴下により、主に下記の部分（斜線部）に油が付着していない
か確認すること。 

①ユニット枠・巻上機の外観斜線部に   ② ①にて油の付着が確認された場合、 

油の付着がないか確認すること。      ブレーキカバーを外して斜線部に油の 

                         付着がないか確認すること。 
                     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
③油の付着があった場合は入念に拭き取ること。ブレーキシューおよびドラムに油の 

付着がある場合は直ちに運転を中止してください。 
 
    確認項目以外の調整、分解はしないでください。（巻上機全般） 
 

ブレーキ部およびその周辺には、絶対に油や潤滑油などを塗布

しないでください。 
 
    異常を確認した場合は、直ちに運転を休止してください。 

コイル 

ライニング 

カバー 

ドラム 

ブレーキシュー 

（ライニング） 
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77--11--55  

  巻巻上上機機  

（（電電動動機機  軸軸受受・・  

ググリリーースス給給油油）） 

 回転時に電動機、軸受などの異常音および

異常振動などがないこと。 

 グリースの交換は 2 年毎に行うこと。 

指定量の 1/4 注入毎に、綱車を 180°回

転させること。 

PMF3P7S/6P5S・・・120g 

PMF011S    ・・・200g 

 

注意１：グリース注入は、プラグをグリースニ

ップルに交換の上実施すること。 

注意２：規定以外の箇所（例えば、上側および

下側沈み止めネジ）からは絶対に給油

しないこと。 

注意３：下側ドレーンチューブに油類の付着が

ある場合、ブレーキトルク低下の可能

性があるため、グリースの給油を行わ

ずすみやかに巻上機を交換すること。 

注意４：ドレーンチューブの変色などにより  

視認性が悪い場合は、新品のドレ 

ーンチューブに交換すること。 

77--11--66  

  巻巻上上機機  （（ブブレレーーキキ））  

 

 作動が良好であること。また、スリップなどの異常がないこと。 

 静止保持ブレーキトルク確認 

かご内に定格積載量の 125％負荷を載せた時にかごが移動 

（ブレーキがスリップ）しないこと。 

 

スリップするおそれがあるので、負荷を載せる作業は 

かごを最下階に停止させてから実施してください。 
 
 
 動的ブレーキトルク確認 

かご内に定格積載量の約 110%（秤装置が作動しない程度）の負荷を乗せて、定

格速度で走行中、かごを急停止させた場合に、かごが停止すること。 

備考 走行中の急停止の方法 

走行中に運転阻止コネクタを抜くことで確認することができます。 

 可動部分の作動状態に異常がないこと。 

 ライニング、コイル付近に異物、油類の付着などの異常がないこと。 

 下側のドレーンチューブに油類の付着がないことを確認すること。（詳細は(7-1-

5)参照） 

※下側ドレーンチューブに油類の付着がある場合、ブレーキトルクが低下する可

能性があり、巻上機を交換する必要があります。 

※上側のドレーンチューブのみに油類の付着がある場合は、ブレーキトルクが低

下する可能性はありませんが、次回より点検毎に下側ドレーンチューブへの油

類の付着がないことを確認ください。 

 

 

上側ドレーンチューブ 

プラグ 

（グリース注入口） 

上側沈み止めネジ 

下側沈み止めネジ 

下側ドレーンチューブ 
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77--11--66  

  巻巻上上機機  （（ブブレレーーキキ））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トルク調整ボルト部のペイントマークのズレがないこと。（注意シールあり） 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

●昇降路上方からの油滴下により、主に下記の部分（斜線部）に油が付着していない
か確認すること。 

①ユニット枠・巻上機の外観斜線部に   ② ①にて油の付着が確認された場合、 

油の付着がないか確認すること。      ブレーキカバーを外して斜線部に油の 

                         付着がないか確認すること。 
                     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
③油の付着があった場合は入念に拭き取ること。ブレーキシューおよびドラムに油の 

付着がある場合は直ちに運転を中止してください。 
 
    確認項目以外の調整、分解はしないでください。（巻上機全般） 
 

ブレーキ部およびその周辺には、絶対に油や潤滑油などを塗布

しないでください。 
 
    異常を確認した場合は、直ちに運転を休止してください。 

コイル 

ライニング 

カバー 

ドラム 

ブレーキシュー 

（ライニング） 
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77--11--88  

調調速速機機ロローーププ用用張張りり車車  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回転中に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 ロープ溝の摩耗などの異常がないこと。 

 取付腕は概ね水平であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

77--11--99    

底底部部安安全全距距離離確確保保  

ススイイッッチチ（（ＤＤＨＨＳＳ））  

 

 

 

 

 

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

備考１．ＤＨＳの動作点は最下階乗場床面とかご床の距離が下表のとお

り。 

 

 

 

 
 
 
注：動作位置は定格速度にかかわりなく本表のとおりです。 

スイッチの動作位置の公差は±15ｍｍ 

 

 

 

ピット深さ（mm） 動作位置（mm） 

1400 超 1250 

1050 以上～1400 以下 1400 

1050 未満 1700 

〈A、B 寸法〉                                

ピット深さ 1000mm 未満 
1000mm 以上 

1200mm 未満 
1200mm 以上 

A 寸法 
下記以外 420±20mm 620±20mm 730±20mm 

Ｐ形おもり後落ち － 430±20mm 530±20mm 

B 寸法 
下記以外 40mm 90mm 

Ｐ形おもり後落ち － 40mm 

  

〈D、E 寸法〉 

 D 寸法 E 寸法 

下記以外 470±10ｍｍ 40mm 

・R9 で二方向口 

・P 形おもり横落ち 

（但し、P11 トランク付除く） 

 

560±10ｍｍ 

 

30ｍｍ 

 

かご側張り車 釣合おもり側張り車 

（注 1）A、B 寸法は下表のとおりとすること。 

（注 2）C 寸法は 100mm 未満に保つこと。 

（注 1）D、E 寸法は下表のとおりとすること。

D寸法 

E寸法 

A寸法 

B寸法 

C寸法 
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77--11--77  

  緩緩衝衝器器  

（（ババッッフファァーー））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈OBA－○○形，OBE－○○形油入緩衝器の場合〉 
 
 取付け状態の変化や異常がないこと。 
 プランジャーが上端まで完全に復帰していること。 
 スプリングまたはプランジャーにさびの発生などの変化や異常がないこと。 
 油入式緩衝器の場合、油漏れなどの発生がなく、作動油の油量は下図の範囲内であ

ること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

冠水などの理由でシリンダー内部に水などが混入した場合は、緩衝器本

体を取り換えること。 
 

〈OBC○○形油入緩衝器の場合〉 
 
 取付け状態の変化や異常がないこと。 
 プランジャーが上端まで完全に復帰していること。 
 プランジャーにさびの発生などの変化や異常がないこと。 
 油漏れなどの発生がなく、作動油の油量は、油量上限プラグと油量下限プラグの範

囲内であること。 
 吸気バルブと油量上限プラグを緩め、三菱エレベーター油 No.37 を給油口から少

量（約 30ml）ずつ給油すること。油量上限プラグを再度締める場合はねじ部にシ
ールテープを巻き付けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

冠水などの理由でシリンダー内部に水などが混入した場合は、緩衝器本

体を取り換えること。 
 

 

吸気バルブ 

給油口 

プランジャー 

油量上限 

プラグ 

油量下限 

プラグ 

油量確認プラグ詳細 プランジャー上部 

オイルゲージ 

最高油面 

最低油面 

15mm 

最高油面 

最低油面 

10mm 
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77--11--88  

調調速速機機ロローーププ用用張張りり車車  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回転中に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 ロープ溝の摩耗などの異常がないこと。 

 取付腕は概ね水平であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

77--11--99    

底底部部安安全全距距離離確確保保  

ススイイッッチチ（（ＤＤＨＨＳＳ））  

 

 

 

 

 

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

備考１．ＤＨＳの動作点は最下階乗場床面とかご床の距離が下表のとお

り。 

 

 

 

 
 
 
注：動作位置は定格速度にかかわりなく本表のとおりです。 

スイッチの動作位置の公差は±15ｍｍ 

 

 

 

ピット深さ（mm） 動作位置（mm） 

1400 超 1250 

1050 以上～1400 以下 1400 

1050 未満 1700 

〈A、B 寸法〉                                

ピット深さ 1000mm 未満 
1000mm 以上 

1200mm 未満 
1200mm 以上 

A 寸法 
下記以外 420±20mm 620±20mm 730±20mm 

Ｐ形おもり後落ち － 430±20mm 530±20mm 

B 寸法 
下記以外 40mm 90mm 

Ｐ形おもり後落ち － 40mm 

  

〈D、E 寸法〉 

 D 寸法 E 寸法 

下記以外 470±10ｍｍ 40mm 

・R9 で二方向口 

・P 形おもり横落ち 

（但し、P11 トランク付除く） 

 

560±10ｍｍ 

 

30ｍｍ 

 

かご側張り車 釣合おもり側張り車 

（注 1）A、B 寸法は下表のとおりとすること。 

（注 2）C 寸法は 100mm 未満に保つこと。 

（注 1）D、E 寸法は下表のとおりとすること。

D寸法 

E寸法 

A寸法 

B寸法 

C寸法 
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77--11--1188  

冠冠水水セセンンササ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 冠水センサの防塵カバー下部より、 

フロートを押し上げスムーズに動作 

すること。 

 ちり、ほこりの付着のないこと。 

 

 

 

 

 

77--11--11９９  

地地震震感感知知器器  

  

 故障表示灯が点灯、または点滅していないこと。 

 

注：地震感知器リセット後、72 時間程度経過後に故障表示灯が 

点灯する場合は、感知器本体の他に、配線・結線についても 

異常がないかご確認ください。 

77--22  かかごご室室廻廻りり  
  
77--22--11  運運行行状状態態   乗心地、着床段差などの運行状態の変化や異常がないこと。 

77--22--22  かかごご室室のの周周壁壁  

                ･･天天井井おおよよびび床床  

 摩耗、さびの発生などの劣化がないこと。 

 

77--22--33  

かかごご上上運運転転装装置置  

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--22--44  

かかごごガガイイドドシシュューー  

 シューの著しい摩耗、取付け状態の変化や異常がないこと。 

※ シューの交換：２ｍｍ摩耗で交換。シューの初期厚さは下記のとおり。 

※ 下図は平面図。シュー高さとは縦方向の長さを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

77--22--55  給給油油器器  

（（かかごご・・釣釣合合おおももりり））  

 給油機能に異常がないこと。 

 油量が適切であること。 

77--22--66  

かかごごドドアアおおよよびび敷敷居居  

  

  

  

  

  

  

  

 変形・摩耗・さびの発生などの異常がないこと。 

 取付け状態およびドアの隙間に変化や異常がないこと。 

 敷居溝にゴミがないこと。 

 ドアシュー取付け状態に緩みなどの異常がないこと。 

 

 

シュー高さ１２０ｍｍで一体シューの場合 

正面シュー：初期８ｍｍ 

側面シュー：初期 9.５ｍｍ 

シュー高さ２３０ｍｍで分割シューの場合 

一体シュー：初期６ｍｍ 

防塵カバー

フロート

防塵カバー

フロート

ドアシューの取付金には、計４箇所の 

取付穴がありますが、上段の２箇所を 

使用してください。 

かごドアに使用 

（乗場のドアに使用） 
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77--11--1100  

下下部部終終点点ススイイッッチチ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77--11--1111  

SSEETTSS 基基準準位位置置セセンンササ  

【【SSEETTSS 付付のの場場合合】】 

 作動位置および取付状態の変化や異常がないこと。 

基準位置センサスイッチ動作位置（ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

注意：各寸法は最下階乗場床面とカゴ床面の距離を表す。 

   スイッチの動作位置の公差は±35mm 

   可変速機能有無は制御盤表面に貼付の名板にて確認のこと 

77--11--1122  

かかごご非非常常止止めめ装装置置 

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

 非常止め試験を行い、異常のないこと。 

77--11--1133    

かかごご下下のの吊吊りり車車  

 

 

 回転中に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 ロープ溝の著しい摩耗などの異常がないこと。 

 取付け状態の変化や亀裂などの異常がないこと。 

 ロープとロープの外れ止めは下図のとおりであること。 

 

 

 
 
 
 

77--11--1144  

釣釣合合くくささりり 

 釣合くさりにさびの発生などの変化や異常がないこと。 

 釣合くさりの取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--11--1155  

釣釣合合おおももりり底底部部すすきき間間  

 かごが最上階に着床している時の釣合おもりと緩衝器との距離が釣合お

もり本体下部に貼り付けてある名板の表示内容のとおりであること。 

 

77--11--1166  

移移動動ケケーーブブルルおおよよびび  

取取付付けけ部部 

 かごの運行時に揺れおよび捩れなどの異常がないこと。 

 取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--11--1177  

ピピッットト内内のの耐耐震震対対策策  

 ピット内耐震対策に変化や異常がないこと。 

ｍｍ 

 終端階行過ぎ制限および終端階停止スイッチ動作位置(mm) 

 
定格速度 

（m/min） 

45･60 可変速無 

45 可変速付 
90・105 可変速無 

60・90 可変速付 
105 可変速付 機能 

ス
イ
ッ
チ
名
称 

DOT  -120  
行過ぎ制限 

DL  -30  
DSR 1250 1900 1900 

終端階停止 1DSD － 3300 3800 

1DSDA － － 2900 

    注意：各寸法は最下階乗場床面とかご床の距離を表す。 

       スイッチの動作位置の公差は±15ｍｍ 

       最下階乗場床面を基準に、上の方向は＋、下の方向は－ 

スイッチ 

名称 

定格速度（m/min） 

９０・105 可変速無 

60・90 可変速付 
105 可変速付 

DN1 3300 3800 

DN2 1900 1900 

 

吊り車 ロープ 

外れ止め金 

隙間寸法＝３±０
１   
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77--11--1188  

冠冠水水セセンンササ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 冠水センサの防塵カバー下部より、 

フロートを押し上げスムーズに動作 

すること。 

 ちり、ほこりの付着のないこと。 

 

 

 

 

 

77--11--11９９  

地地震震感感知知器器  

  

 故障表示灯が点灯、または点滅していないこと。 

 

注：地震感知器リセット後、72 時間程度経過後に故障表示灯が 

点灯する場合は、感知器本体の他に、配線・結線についても 

異常がないかご確認ください。 

77--22  かかごご室室廻廻りり  
  
77--22--11  運運行行状状態態   乗心地、着床段差などの運行状態の変化や異常がないこと。 

77--22--22  かかごご室室のの周周壁壁  

                ･･天天井井おおよよびび床床  

 摩耗、さびの発生などの劣化がないこと。 

 

77--22--33  

かかごご上上運運転転装装置置  

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--22--44  

かかごごガガイイドドシシュューー  

 シューの著しい摩耗、取付け状態の変化や異常がないこと。 

※ シューの交換：２ｍｍ摩耗で交換。シューの初期厚さは下記のとおり。 

※ 下図は平面図。シュー高さとは縦方向の長さを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

77--22--55  給給油油器器  

（（かかごご・・釣釣合合おおももりり））  

 給油機能に異常がないこと。 

 油量が適切であること。 

77--22--66  

かかごごドドアアおおよよびび敷敷居居  

  

  

  

  

  

  

  

 変形・摩耗・さびの発生などの異常がないこと。 

 取付け状態およびドアの隙間に変化や異常がないこと。 

 敷居溝にゴミがないこと。 

 ドアシュー取付け状態に緩みなどの異常がないこと。 

 

 

シュー高さ１２０ｍｍで一体シューの場合 

正面シュー：初期８ｍｍ 

側面シュー：初期 9.５ｍｍ 

シュー高さ２３０ｍｍで分割シューの場合 

一体シュー：初期６ｍｍ 

防塵カバー

フロート

防塵カバー

フロート

ドアシューの取付金には、計４箇所の 

取付穴がありますが、上段の２箇所を 

使用してください。 

かごドアに使用 

（乗場のドアに使用） 
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77--22--1100  

ドドアア開開閉閉装装置置  

 

 

 ドアの開閉状態および開閉時間に変化や異常がないこと。 

 開閉機構の取付け状態の変化や異常がないこと。 

 軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 装置廻り、ドアレールの清掃、可動ベーン部への給油を適宜行うこと。 

 歯付ベルトに、クラック・摩耗などの異常がないこと。 

※下図は取替えの目安となるベルトの状態を示す。 

 歯付ベルト固定部のボルトは、締付トルクが３～４Ｎ・ｍの範囲となるよ

う１２ヶ月毎に締付トルクを確認すること。 

77--22--1111  

かかごご操操作作盤盤  

おおよよびび表表示示器器 

 作動・表示および取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--22--1122  

外外部部へへのの連連絡絡装装置置  

 呼出しおよび通話ができること。 

77--22--1133    

用用途途・・積積載載量量・・定定員員ななどど  

のの標標識識  

 用途、定格積載量および定員が表示されていること。 

77--22--1144    

照照明明  

  

  

 球切れやちらつきなどの異常がないこと。 

 床面で 50 ルクス以上の照度があること。 

 

77--22--1155  

停停電電灯灯装装置置 

 

 

 点灯状態に異常がないこと。 

（バッテリーで連続点灯させ３０分経過した後の床面照度が１ルクス以上） 

77--22--1166  

かかごご床床先先とと昇昇降降路路壁壁  

のの水水平平距距離離  

 

 出入口の床先とかごの床先との水平距離が４ｃｍ以下、かご床先と昇降路

壁(乗用または寝台用のエレベーターに限る)との水平距離が 12.5ｃｍ以

下であること。 

 

  

  背面クラック 
ベルト全幅に達する 
クラック発生 

歯布摩耗 
緯糸が完全に露出 

歯元歯布クラック 
歯元歯布が全幅の 
1/2 以上切断 

歯元ゴムクラック 
歯元にクラックが発生 
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ドライブローラ 

かご追加敷居 

６以上      ６以上 

77--22--77  

敷敷居居間間隔隔 1100mmmm 仕仕様様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 敷居は固定敷居と追加敷居で構成されています｡ 

 かごと乗場追加敷居の間隔が下図であること｡ 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 かご追加敷居とドアドライブ 

ローラの隙間が右図であること｡ 

 

 

77--22--88  

かかごごドドアアののススイイッッチチ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

77--22--99  

戸戸閉閉めめ反反転転装装置置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 マルチビームドアセンサやセーフティーシューなど、戸閉め反転装置の動

作、取付け状態などに異常がないこと。 

 セーフティーシューのストロークが３～６ｍｍで検出スイッチが動作す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準押し上げ量 ５±0.5mm 

基準乗り上げ量 １mm 以上 

戸閉りスイッチカム 

中央引きの場合：かごドア全閉手前 

9±1ｍｍ（ベーン側） 

15±2ｍｍ（反ベーン側）の位置

でスイッチが ON する。 

片引きの場合 ： かごドア全閉手前９±１ｍｍの 

位置でスイッチが ON する。 

カバー（透明）開けないこと 

乗場追加敷居 

かご追加敷居 
基準階    ：|A-B| ≦ 2mm（絶対値） 

基準階以外：|A-B| ≦ 3mm（絶対値） 
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77--22--1100  

ドドアア開開閉閉装装置置  

 

 

 ドアの開閉状態および開閉時間に変化や異常がないこと。 

 開閉機構の取付け状態の変化や異常がないこと。 

 軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 装置廻り、ドアレールの清掃、可動ベーン部への給油を適宜行うこと。 

 歯付ベルトに、クラック・摩耗などの異常がないこと。 

※下図は取替えの目安となるベルトの状態を示す。 

 歯付ベルト固定部のボルトは、締付トルクが３～４Ｎ・ｍの範囲となるよ

う１２ヶ月毎に締付トルクを確認すること。 

77--22--1111  

かかごご操操作作盤盤  

おおよよびび表表示示器器 

 作動・表示および取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--22--1122  

外外部部へへのの連連絡絡装装置置  

 呼出しおよび通話ができること。 

77--22--1133    

用用途途・・積積載載量量・・定定員員ななどど  

のの標標識識  

 用途、定格積載量および定員が表示されていること。 

77--22--1144    

照照明明  

  

  

 球切れやちらつきなどの異常がないこと。 

 床面で 50 ルクス以上の照度があること。 

 

77--22--1155  

停停電電灯灯装装置置 

 

 

 点灯状態に異常がないこと。 

（バッテリーで連続点灯させ３０分経過した後の床面照度が１ルクス以上） 

77--22--1166  

かかごご床床先先とと昇昇降降路路壁壁  

のの水水平平距距離離  

 

 出入口の床先とかごの床先との水平距離が４ｃｍ以下、かご床先と昇降路

壁(乗用または寝台用のエレベーターに限る)との水平距離が 12.5ｃｍ以

下であること。 

 

  

  背面クラック 
ベルト全幅に達する 
クラック発生 

歯布摩耗 
緯糸が完全に露出 

歯元歯布クラック 
歯元歯布が全幅の 
1/2 以上切断 

歯元ゴムクラック 
歯元にクラックが発生 
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AXIEZ smart-R 用 ＊（）寸法はオーバーヘッド特殊対応（オプション）時の寸法です。 

 

天井 
定格速度 

(m/min) 
出入口 

機種 

 

R* : 住宅用*人 

後 : 釣合おもり後側配置 

横 : 釣合おもり横側配置 

T : ﾄﾗﾝｸ付 

バネ緩衝器 油入緩衝器 

min.OH 

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ寸

法(mm) 

UHS 

動作位置 

(mm) 

昇降行程 TR(m) 

TR≦30 

min.OH 

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ寸法

(mm) 

UHS 

動作位置 

(mm) 

天
井

型
名

（C
L
1
、

C
L
2）

 

ラ
イ

ン
フ

ロ
ー

フ
ァ

ン
（標

準
装

備
）付

き
の

場
合

 

45 

一方口 

R6 後,R9 後 
3150 1100 3150 

（3000） 

1100 

（1250） 
R9 横,RT9 横 

R13 横     

60 

R6 後,R9 後 
3200 1050 3200 

（3000） 

1050 

（1250） 
R9 横,RT9 横 

R13 横     

90 

R6 後,R9 後     

3400 850 R9 横,RT9 横     

R13 横     

105 

R6 後,R9 後     

3450 800 R9 横,RT9 横     

R13 横     

天
井

型
名

（C
L
1
、

C
L
2）

 

空
気

清
浄

機
（オ

プ
シ

ョ
ン

）付
き

の
場

合
 

45 

R9 後 
3150 1150 

3150 1150 R9 横,RT9 横 

R13 横     

60 

R9 後 
3200 1100 

3200 1100 R9 横,RT9 横 

R13 横     

90 

R9 後     

3400 900 R9 横,RT9 横     

R13 横     

105 

R9 後     

3450 850 R9 横,RT9 横     

R13 横     

   

 

34 

 

77--33  昇昇降降路路  
 
77--33--11    

環環境境状状態態 

 清掃状態、温度、湿度、その他昇降路全体環境の異常がないなど、エレベ

ーターの機能上支障のないこと。結露・氷結がないこと。 

77--33--22  

頂頂部部安安全全距距離離確確保保  

ススイイッッチチ（（UUHHSS））  

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

備考１ UHS の動作点は最上階床面とかご床面の距離が下表のとおり。 

注：スイッチの動作位置の公差は±15ｍｍ 

 

 

天井 定格速度 
[m/min] 出入口 

機種 
P*：乗用*人 

R*：住宅用*人 
B*：寝台用*kg 

 
後：カウンター後側配置 
横：カウンター横側配置 

T：トランク付き 

バネ緩衝器 油入緩衝器 

min.OH 
ｵｰﾊﾞｰ 

ﾍｯﾄﾞ寸法 
[mm] 

UHS 
動作 
位置 
[mm] 

昇降行程 TR[m] 
TR≦30 

昇降行程 TR [m] 
30＜TR≦40 

昇降行程 TR [m] 
40＜TR≦60 

昇降行程 TR [m] 
60＜TR≦75 

min.OH 
ｵｰﾊﾞｰ 

ﾍｯﾄﾞ寸法 
[mm] 

UHS 
動作 
位置 
[mm] 

min.OH 
ｵｰﾊﾞｰ 

ﾍｯﾄﾞ寸法 
[mm] 

UHS 
動作 
位置 
[mm] 

min.OH 
ｵｰﾊﾞｰ 

ﾍｯﾄﾞ寸法 
[mm] 

UHS 
動作 
位置 
[mm] 

min.OH 
ｵｰﾊﾞｰ 

ﾍｯﾄﾞ寸法 
[mm] 

UHS 
動作 
位置 
[mm] 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（

CL
1，

CL
2）

，
デ
ラ
ッ
ク
ス
（

D
L1

）
 

45 可変速無 
一方口 

R6 後,R9 後/横,RT9 
P6 後,P9 後 3150 1100 

3000 1250 
3150 1100 

 

P11 後/横,PT11 
B750,B1000 

  R13,P13 後/横, 
P15 後/横,PT13,PT15 3000 1000 

二方口 P11,P13,P15 
R9,R13,B750,B1000 3150 1100 3150 1100 

60 可変速無 
90 可変速無 
105 可変速無 
45 可変速付 
60 可変速付 
90 可変速付 

一方口 

R6 後,R9 後/横,RT9 3200 1100 

3000 1250 

3200 1100 

3550 750 

3650 650 
P6 後,P9 後 

  P11 後/横,PT11,B750, 
B1000 

  
R13 

3400 850 
3650 650 

P13 後/横,P15 後/横, 
PT13,PT15 

  
二方口 P11,P13,P15 

R9,R13,B750,B1000 3200 1100 3200 1100 

105 可変速付 
一方口 

R6 後,R9 後/横,RT9 

  

3150 1100 3200 1100 3550 750 3650 650 
P6 後,P9 後, P11 後 3200 1100 

  B750,B1000       
P11 横,PT11 

3200 1100 

3250 1000 

3550 750 R13 
3400 850 

3650 650 
P13 後/横,P15 後/横, 
PT13,PT15   

二方口 P11,P13,P15 
R9,R13,B750,B1000       

デ
ラ
ッ
ク
ス
（

D
L2

，
D

L3
，

D
L4

）
 

45 可変速無 
一方口 

R6 後,R9 後,R9 横,RT9 
P6 後,P9 後 3150 1250 

3150 1250 
3150 1250 

    

P11 後/横,PT11 
B750,B1000 

  R13,P13 後/横, 
P15 後/横,PT13,PT15 3300 1100 

二方口 P11,P13,P15 
R9,R13,B750,B1000 3250 1170 3250 1170 

60 可変速無 
90 可変速無 
105 可変速無 
45 可変速付 
60 可変速付 
90 可変速付 

一方口 

R6 後,R9 後/横,RT9 3200 1250 

3200 1250 

3200 1250 

3550 850 

3650 750 
P6 後,P9 後 

  P11 後/横,PT11 
B750,B1000 

  
R13 

3400 1000 
3650 750 

P13 後/横,P15 後/横, 
PT13,PT15   

二方口 P11,P13,P15 
R9,R13,B750,B1000 3300 1100 3300 1100 

105 可変速付 
一方口 

R6 後,R9 後/横,RT9 

  

3300 1100 3300 1100 3550 850 3650 750 
P6 後,P9 後, P11 後 

  B750,B1000       
P11 横,PT11 

3300 1100 

3300 1100 

3550 850 R13 
3400 1000 

3650 750 
P13 後/横,P15 後/横, 
PT13,PT15   

二方口 P11,P13,P15 
R9,R13,B750,B1000       

 

 

 

AXIEZ 用 
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AXIEZ smart-R 用 ＊（）寸法はオーバーヘッド特殊対応（オプション）時の寸法です。 

 

天井 
定格速度 

(m/min) 
出入口 

機種 

 

R* : 住宅用*人 

後 : 釣合おもり後側配置 

横 : 釣合おもり横側配置 

T : ﾄﾗﾝｸ付 

バネ緩衝器 油入緩衝器 

min.OH 

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ寸

法(mm) 

UHS 

動作位置 

(mm) 

昇降行程 TR(m) 

TR≦30 

min.OH 

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ寸法

(mm) 

UHS 

動作位置 

(mm) 

天
井

型
名

（C
L
1
、

C
L
2）

 

ラ
イ

ン
フ

ロ
ー

フ
ァ

ン
（標

準
装

備
）付

き
の

場
合

 

45 

一方口 

R6 後,R9 後 
3150 1100 3150 

（3000） 

1100 

（1250） 
R9 横,RT9 横 

R13 横     

60 

R6 後,R9 後 
3200 1050 3200 

（3000） 

1050 

（1250） 
R9 横,RT9 横 

R13 横     

90 

R6 後,R9 後     

3400 850 R9 横,RT9 横     

R13 横     

105 

R6 後,R9 後     

3450 800 R9 横,RT9 横     

R13 横     

天
井

型
名

（C
L
1
、

C
L
2）

 

空
気

清
浄

機
（オ

プ
シ

ョ
ン

）付
き

の
場

合
 

45 

R9 後 
3150 1150 

3150 1150 R9 横,RT9 横 

R13 横     

60 

R9 後 
3200 1100 

3200 1100 R9 横,RT9 横 

R13 横     

90 

R9 後     

3400 900 R9 横,RT9 横     

R13 横     

105 

R9 後     

3450 850 R9 横,RT9 横     

R13 横     
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77--33--77  

主主索索おおよよびびそそのの取取付付部部  

 

 

 

 

 

 

 全長にわたり、破断、摩耗およびさびの発生などの異常がなく、最新の定

期検査業務基準書の基準に適合すること。 

◎ ２箇所停止や特定の階への停止が多い場合には、ロープの摩損進行 

が早くなる傾向があります。摩損進行の傾向と起動回数を考慮の上、 

適宜点検、交換を計画してください。 

 

◎ 主ロープのストランド間（谷部）に赤さびが確認される場合には、

ロープ内部に損傷が発生している可能性があります。さびの進行な

らびに直径の変化を継続的に点検し、交換を計画してください。 

 

 取付状態の変化やダブルナットおよび割ピンの劣化などの異常がないこ

と。     

 すべての主索が、ほぼ均等な張力であること。 

 

◎ 主索には「高トラクション油含浸型特殊ワイヤーロープ」を使用し

ております。交換する場合は必ず弊社純正品を適用してください。 

 

◎ 新設稼動時およびロープ交換後はロープ伸びが発生するため、張力、 

釣合おもり底部隙間、秤装置はロープ伸びが収まるまでは、特に 

注意して点検してください。 

 

77--33--88  SSEETTSS 盤盤  

【SETS 付の場合】 

 開閉機器などの制御機器の作動および取付状態の変化や異常がないこと。 

 端子の緩みおよび電源遮断器（サーキットプロテクター）の異常がないこ

と。 

 

 

 

 
 
 SETS 制御基板上のロータリースイッチ（EGOV、ESPD）の値と SETS

盤蓋の裏に貼付された名板に記載の値が一致していること。 

（電源遮断時の注意点） 

 

注意１：電源遮断後の作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されて

いることを必ず確認ください。 

注意２：点検の時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に復

帰してください。 
 

77--33--99  

回回生生ココンンババーータターー盤盤  

【回生コンバーター盤

付の場合】 

 開閉機器などの制御機器の作動および取付状態の変化や異常がないこと。 

 端子の緩みおよび電源遮断器（サーキットプロテクター）の異常がないこ

と。 

 

 

 

 

注意１：電源遮断後の作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されて

いることを必ず確認ください。 

注意２：点検の時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に復

帰してください。 

 

名称 主な機能 

STE 
SETS 盤の電源、エンコーダの電源、終点スイッチおよび基準位

置センサの電源を同時に ON/OFF する遮断器 

名称 主な機能 

MP2 制御盤動力電源をＯＮ／OFF する遮断器 
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77--33--33  

上上部部終終点点ススイイッッチチ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

77--33--44    

SSEETTSS 基基準準位位置置セセンンササ  

【SETS 付の場合】 

 

 作動位置および取付状態の変化や異常がないこと。 

   基準位置センサスイッチ動作位置（ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

注意：各寸法は最上階乗場床面とカゴ床面の距離を表す。 

   スイッチの動作位置の公差は±35mm 

   可変速機能有無は制御盤表面に貼付の名板にて確認のこと。 

77--33--55  調調速速機機 

 

 

 回転時に軸受の音および異常振動などの異常がないこと。 

 ロープ溝の摩耗などの異常がないこと。 

 過速スイッチおよびキャッチの作動速度を測定し、その値が本体名板の表

示内容のとおりであること。 

 調速機､非常止め可動部にちり､または異物などの付着がないこと。 

 調速機ロープの全長にわたりちり､または異物などの付着がないこと。 

 ロープ全長に渡り、最新の定期検査業務基準書の基準に適合すること。 

＜給油について＞ 

※ 各軸部および摺動部に給油する場合は 11 章の油類一覧表を参照のこと。 

77--33--55--11  

調調速速機機エエンンココーーダダ  

【SETS 付の場合】 

 エンコーダの作動および取付状態の変化や異常がないこと。 

 

77--33--66  秤秤装装置置 

 

 秤装置は定格積載量の概ね１０５～１１０％で作動すること。 

 秤装置が作動するとドア開放状態のままとなり､かご内乗り過ぎ警報アナ

ウンス｢満員です｡後からお乗りの方はお降りください｡ブー､ブー・・・」

を繰り返すことを確認する。 

 定格積載量を超える分の負荷を降ろすと､乗り過ぎ警報アナウンスを停止

し､ドアは自動戸閉して通常運転になることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ 

名称 

定格速度（m/min） 

９０・105 可変速無 

60・90 可変速付 
105 可変速付 

UP1 3300 3800 

UP2 1900 1900 

 終端階行過ぎ制限および終端階停止スイッチ動作位置(mm) 

 
定格速度 

（m/min） 

45･60 可変速無 

45 可変速付 
90・105 可変速無 

60・90 可変速付 
105 可変速付 機能 

ス
イ
ッ
チ
名
称 

 UOT  -120  
行過ぎ制限 

UL  -30  
USR 1250 1900 1900 

終端階停止 1USD － 3300 3800 

1USDA － － 2900 

    注意：各寸法は最上階乗場床面とかご床の距離を表す。 

       スイッチの動作位置の公差は±15ｍｍ 

       最上階乗場床面を基準に、下の方向は＋、上の方向は－ 
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77--33--77  

主主索索おおよよびびそそのの取取付付部部  

 

 

 

 

 

 

 全長にわたり、破断、摩耗およびさびの発生などの異常がなく、最新の定

期検査業務基準書の基準に適合すること。 

◎ ２箇所停止や特定の階への停止が多い場合には、ロープの摩損進行 

が早くなる傾向があります。摩損進行の傾向と起動回数を考慮の上、 

適宜点検、交換を計画してください。 

 

◎ 主ロープのストランド間（谷部）に赤さびが確認される場合には、

ロープ内部に損傷が発生している可能性があります。さびの進行な

らびに直径の変化を継続的に点検し、交換を計画してください。 

 

 取付状態の変化やダブルナットおよび割ピンの劣化などの異常がないこ

と。     

 すべての主索が、ほぼ均等な張力であること。 

 

◎ 主索には「高トラクション油含浸型特殊ワイヤーロープ」を使用し

ております。交換する場合は必ず弊社純正品を適用してください。 

 

◎ 新設稼動時およびロープ交換後はロープ伸びが発生するため、張力、 

釣合おもり底部隙間、秤装置はロープ伸びが収まるまでは、特に 

注意して点検してください。 

 

77--33--88  SSEETTSS 盤盤  

【SETS 付の場合】 

 開閉機器などの制御機器の作動および取付状態の変化や異常がないこと。 

 端子の緩みおよび電源遮断器（サーキットプロテクター）の異常がないこ

と。 

 

 

 

 
 
 SETS 制御基板上のロータリースイッチ（EGOV、ESPD）の値と SETS

盤蓋の裏に貼付された名板に記載の値が一致していること。 

（電源遮断時の注意点） 

 

注意１：電源遮断後の作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されて

いることを必ず確認ください。 

注意２：点検の時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に復

帰してください。 
 

77--33--99  

回回生生ココンンババーータターー盤盤  

【回生コンバーター盤

付の場合】 

 開閉機器などの制御機器の作動および取付状態の変化や異常がないこと。 

 端子の緩みおよび電源遮断器（サーキットプロテクター）の異常がないこ

と。 

 

 

 

 

注意１：電源遮断後の作業開始前にはテスターで該当部分の電源が遮断されて

いることを必ず確認ください。 

注意２：点検の時に遮断した遮断器は点検終了後、安全を確認してから元に復

帰してください。 

 

名称 主な機能 

STE 
SETS 盤の電源、エンコーダの電源、終点スイッチおよび基準位

置センサの電源を同時に ON/OFF する遮断器 

名称 主な機能 

MP2 制御盤動力電源をＯＮ／OFF する遮断器 
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 連動ロープ素線の破断などの異常がないこと。 

 連動ロープの固定部の緩みや素線の破断などの異常がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77--33--1177  

ドドアアレレーールル  

  

 摩耗およびさびの発生などの異常がないこと。 

77--33--1188    

乗乗場場ドドアアおおよよびび敷敷居居  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 変形・摩耗・さびの発生などの異常がないこと。 

 取付け状態およびドアの隙間に変化や異常がないこと。 

 ドアレール、敷居溝の清掃を行うこと。 

 ドアシュー取付け状態に緩みなどの異常がないこと。 

ドアシューの取付金には、計４箇所の取付穴がありますが、下段の 

２箇所を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

77--33--1199  

敷敷居居間間隔隔 1100mmmm 仕仕様様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗場追加敷居は、かご追加敷居の中央、およびベーンとの干渉がないよう

に調整すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗場追加敷居(樹脂製)は定期交換部品(交換目安 5 年)です｡定期的な交換

をお願いします｡また傷や破損がある時も交換ください。 

乗場追加敷居の交換はかご上枠またはかご下スカート部に貼られている

｢手動開閉時の注意｣を参照して追加敷居を外して交換ください。 

 新しい追加敷居にはアルミシール(化粧シール)を元のように張り付けてく

ださい。 

 

 

 

（かごドアに使用） 

締付トルクは11～15N･ｍ 

乗場ドアに使用 

ベーンと乗場追加敷居の確認 

乗場追加敷居 

ドドアアがが開開くく方方向向  

ハンガーローラー

アップスラストローラー

ドアレール

0.1～0.3ｍｍ 

ハンガープレート
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77--33--1100    

頂頂部部綱綱車車･･そそららせせ車車  

  

  

  

  

  

  

  

 回転中に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 ロープ溝の摩耗などの異常がないこと。 

 取付け状態の変化や亀裂などの異常がないこと。 

 車の側面や軸受部分にグリースや油が付着している場合は確実に拭き取

ること。 

 ロープとロープ外れ止めの隙間寸法は下図のようになっていること。 

 

 

 

 

 

77--33--1111    

調調速速機機ロローーププ  

 破断、摩耗およびさびの発生などの異常がないこと。 

 最新の定期検査業務基準書の基準に適合すること。 

77--33--1122  

釣釣合合おおももりり  

ガガイイドドシシュューー  

 シューの著しい摩耗、取付け状態の変化や異常がないこと。 
 
  シューの交換：２ｍｍ磨耗で交換（シュー厚みの初期値６ｍｍ） 
 

77--33--1133  

ガガイイドドレレーールル  

ブブララケケッットト  

 取付け状態の変化や異常がないこと。 

 さび、変形、摩耗などの異常がないこと。 

 

77--33--1144    

ドドアアイインンタターーロロッックク・・  

ススイイッッチチ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 作動位置および取付け状態の変化や異常がないこと。 

 インターロックローラー部への給油を適宜行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

77--33--1155    

ドドアアククロローーザザーー  

  

  

  

 乗場ドアがどの位置においても、自閉する機能に異常がないこと。 

 おもり式クローザー 

   滑車と外れ止めの間隙は 2.5ｍｍ以下。 

 ゼンマイバネ式クローザー 

   ゼンマイバネの巻数は全閉状態で２～３巻きであること。 

77--33--1166    

ハハンンガガーーロローーララーー  

おおよよびび連連動動ロローーププ  

（（かかごごドドアア共共通通））  

 開閉時に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 取付け状態の変化や異常がないこと。 

 ハンガーのおどり止め（アップスラストローラー）とレールとの間隙は 0.1

～0.3mm に維持すること。 

 連動ロープの張力は、ドアが全開状態でロープの中央を 10N の力で押し

た時のたわみ量を以下のとおりに維持すること。 

中央引き   20±1mm 

片引き     10±1mm 

 

 

上下・左右の間隙（遊び）は２±１mm 

接点のフォローアップ量は、２．５±１mm。 

４つの板バネ接点が均等にかつ、ほぼ同時に 

短絡接点に接触開始すること。 

 

綱車 ロープ 

外れ止め金 

A：隙間寸法＝３±０
１   
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 連動ロープ素線の破断などの異常がないこと。 

 連動ロープの固定部の緩みや素線の破断などの異常がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77--33--1177  

ドドアアレレーールル  

  

 摩耗およびさびの発生などの異常がないこと。 

77--33--1188    

乗乗場場ドドアアおおよよびび敷敷居居  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 変形・摩耗・さびの発生などの異常がないこと。 

 取付け状態およびドアの隙間に変化や異常がないこと。 

 ドアレール、敷居溝の清掃を行うこと。 

 ドアシュー取付け状態に緩みなどの異常がないこと。 

ドアシューの取付金には、計４箇所の取付穴がありますが、下段の 

２箇所を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

77--33--1199  

敷敷居居間間隔隔 1100mmmm 仕仕様様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗場追加敷居は、かご追加敷居の中央、およびベーンとの干渉がないよう

に調整すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗場追加敷居(樹脂製)は定期交換部品(交換目安 5 年)です｡定期的な交換

をお願いします｡また傷や破損がある時も交換ください。 

乗場追加敷居の交換はかご上枠またはかご下スカート部に貼られている

｢手動開閉時の注意｣を参照して追加敷居を外して交換ください。 

 新しい追加敷居にはアルミシール(化粧シール)を元のように張り付けてく

ださい。 

 

 

 

（かごドアに使用） 

締付トルクは11～15N･ｍ 

乗場ドアに使用 

ベーンと乗場追加敷居の確認 

乗場追加敷居 

ドドアアがが開開くく方方向向  

ハンガーローラー

アップスラストローラー

ドアレール

0.1～0.3ｍｍ 

ハンガープレート
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77--55  そそのの他他のの点点検検事事項項  

77--55--11  

地地震震時時管管制制運運転転装装置置  

 地震時管制運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

77--55--22  

火火災災時時管管制制運運転転装装置置  

 火災時管制運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

77--55--33  

停停電電時時自自動動着着床床装装置置  

 停電時救出運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

 バッテリーにおいてふくらみなどの異常がないこと。 

77--55--44  

乗乗場場ドドアア遮遮煙煙構構造造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気密材の取付け状態の変化、汚れなどの異常がないこと。 

   気密材の亀裂、欠損、継ぎ目の隙間がないこと。 

   気密材の脱落、変形（ヨレ）がないこと。 

   気密材の接触状態、摺動音に問題ないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■88..  状状態態表表示示装装置置  
 

制御盤､かご上運転装置（かご上ステーション）、グループ制御盤〔マルチカーの場合〕、 

エレセーブ盤〔オプション〕およびSETS盤には制御異常などの運転状態を表示する装置があります。

その表示内容を説明した名板がそれぞれ貼付けられています｡運転状況を確認する場合の参考情報と

して活用してください。 

 

4.. 2 

       
  ＜側部＞   ＜上部＞  注意：戸袋部で確認       ＜下部＞ 

                 各部の調整寸法図（ｍｍ） 

〔ドアと三方枠間の寸法+0.4〕    〔ドア間の寸法+0.4〕 
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77--33--2200    

昇昇降降路路周周壁壁  

  

 昇降路周壁に亀裂や損傷などの異常がないこと。 

 各出入口敷居下部の保護板の取付け状態に変化や異常がないこと。 

 エレベーターに係る設備以外のもの（法令で認められたものを除く）が設

置されていないこと。 

 

77--33--2211    

昇昇降降路路内内のの耐耐震震対対策策  

  

 昇降路内耐震対策に変化や異常がなく、最新の定期検査業務基準書の基準

に適合すること。 

77--33--2222  

釣釣合合おおももりり  

  

 釣合おもりのウエイトの固定状態に異常がないこと。 

77--33--2233  

釣釣合合おおももりりのの  

吊吊りり車車  

 

 回転中に軸受の異常音および異常振動などがないこと。 

 ロープ溝の摩耗などの異常がないこと。 

 取付け状態の変化や亀裂などの異常がないこと。 

 ロープとロープ外れ止めの隙間寸法は下図のようになっていること。 

 

 

 

 

 

77--33--2244 

ババッッテテリリーー  

 

 使用期間以内であること。（「12. 交換部品」の 12-1 項の表を参照） 

 外観を確認すること（点検毎実施） 

制御盤に実装されている「非常電源用バッテリー」に変形（膨らみ）、 

ひび割れ、液もれ、異常な発熱などがないこと。 

77--33--2255  

かかごご上上スステテーーシショョンン  

 ＤＣファンより異常音などがないこと。 

 ＤＣファン用のフィルタの清掃を行うこと。 

 

※ ①のつめを軽く押し、 

②の方向に倒す。 

 

 

 

 

 

 

 
   

77--44  乗乗場場廻廻りり  

77--44--11    

乗乗場場ボボタタンンおおよよびび  

表表示示器器 

 作動・表示および取付け状態の変化や異常がないこと。 

77--44--22  

非非常常解解錠錠装装置置  
 

 乗場戸錠外し鍵で解錠できること。 

 作動および取付け状態の変化や異常がないこと。 

  
 
 

mm 

フィルタ・カバーの取外し方 

 

吊り車 ロープ 

外れ止め金 

隙間寸法＝３±０
１   
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77--55  そそのの他他のの点点検検事事項項  

77--55--11  

地地震震時時管管制制運運転転装装置置  

 地震時管制運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

77--55--22  

火火災災時時管管制制運運転転装装置置  

 火災時管制運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

77--55--33  

停停電電時時自自動動着着床床装装置置  

 停電時救出運転のフローどおりの運転動作を行い、異常がないこと。 

 バッテリーにおいてふくらみなどの異常がないこと。 

77--55--44  

乗乗場場ドドアア遮遮煙煙構構造造  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気密材の取付け状態の変化、汚れなどの異常がないこと。 

   気密材の亀裂、欠損、継ぎ目の隙間がないこと。 

   気密材の脱落、変形（ヨレ）がないこと。 

   気密材の接触状態、摺動音に問題ないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■88..  状状態態表表示示装装置置  
 

制御盤､かご上運転装置（かご上ステーション）、グループ制御盤〔マルチカーの場合〕、 

エレセーブ盤〔オプション〕およびSETS盤には制御異常などの運転状態を表示する装置があります。

その表示内容を説明した名板がそれぞれ貼付けられています｡運転状況を確認する場合の参考情報と

して活用してください。 

 

4.. 2 

       
  ＜側部＞   ＜上部＞  注意：戸袋部で確認       ＜下部＞ 

                 各部の調整寸法図（ｍｍ） 

〔ドアと三方枠間の寸法+0.4〕    〔ドア間の寸法+0.4〕 
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99--22  調調速速機機・・非非常常止止めめのの動動作作試試験験方方法法 

 

  スイッチの端子、テスト端子の短絡および復帰、ブレーキカバーを取り外す場合は制御盤 

   遮断器「ＭＣＢ」および「ＥＬＤ」を必ず遮断すること。 

 
◎ 作業にあたっては「３．保守・点検の留意事項」を遵守ください。 

 

 

99--22--11  速速度度検検出出確確認認作作業業    
 

①かご上 ＲＵＮ－ＳＴＯＰスイッチを「ＲＵＮ」 

側の状態で、調速機過速検出スイッチのスイッチ 

レバーを倒し、手動運転できないことを確認する。 

②制御盤遮断器「ＭＣＢ」および「ＥＬＤ」を遮断 

し、エンコーダ付調速機の場合（ＳＥＴＳ付） 

ＳＥＴＳ盤内のサーキットプロテクターＳTＥを 

OFF にする｡かごが運転できない状態で、調速機 

ロープを調速機の綱車から外すなど、調速機の綱車 

がかごと無関係に回転できるような処置を施す。 

③調速機の綱車を回転させ、動作回転速度を 

タコメータで測定し、「調速機過速検出スイッチ 

動作速度」「調速機ロープ把持動作速度」が 

調速機本体の銘板に記載されている設定動作速度 

であること確認する。 

④点検終了後、スイッチレバー、遮断器、調速機ロープ、エンコーダ付調速機（ＳＥＴＳ付）の場合

ＳＥＴＳ盤内のサーキットプロテクターＳTＥなどを復帰する｡ 

 
 

99--22--22 非非常常止止めめのの動動作作確確認認方方法法  
 

① かご上にて、調速機の爪を動作させて過速検出スイッチの端子を短絡する。  

②かご上およびピットに人がいない状態で、かご内にて手動でダウン運転すると、非常止めが作動し

非常止め動作検出スイッチによりエレベーターが起動不能となることを確認する。 

③過速検出スイッチの端子の短絡を外した後、制御盤安全回路のテスト端子（基板 KCA-110X にあ

り）７０－７３間、７７－７８間、G4－D41 間をそれぞれ一時的に短絡する。 

④巻上機のブレーキカバーの片側を取り外し、巻上機ブレーキホイールが乗場から目視確認できるよ

うにする。 

⑤乗場のドアを扉固定装置にて固定する。 

⑥ピットおよびかご上に人がいない状態で、かご内にて手動でダウン運転を行い、巻上機ブレーキホ

イールが回転しても、かごが下降しなくなることによって、非常止めが作動したことを乗場から確

認する。 

⑦制御盤内の G4-D41 間の短絡を直ちに外す。 

⑧かご上で機械装置、調速機ロープに損傷がないことを確認する。更にかごの水平度が１／３０以内

であることを確認する。 

⑨ピットおよびかご上に人がいない状態で、かご内にて手動でアップ運転を行い非常止めを復帰させ

る。 

⑩制御盤安全回路のテスト端子 ７０－７３間、７７－７８間の短絡を外す。 

⑪かご上にて、調速機の爪とトリップレバーの係合を戻し、過速検出スイッチのレバーを復帰する。 
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■99..  特特ににごご注注意意いいたただだききたたいいこことと  
 

保守、点検時に特に注意を要する部分につき、本章に記載していますのであらかじめご確認ください。 
 

作業にあたっては「３．保守・点検の留意事項」を遵守ください。 
 
 

99--11  速速度度測測定定方方法法  

危危険険 

重重大大なな事事故故ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、かかごご上上、、ピピッットト内内ででのの定定格格速速度度のの測測定定はは実実施施ししなないいででくく

だだささいい。。  

  
 

  定期検査における上昇運転、下降運転のかご速度の測定は、下記要領にて行うことが可能です。 
 

① 最下階乗場インジケータまたは乗場ボタン内の運転阻止コネクタを外し、最下階乗場よりピッ 

 ト内に入り、かご側にバッファーキャップを取り付け、制御盤のカバーを開ける。 

② 制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に実装されているロータリースイ 

 ッチ SET1 を｢７｣に切り換え､ロータリースイッチ SET0 を｢５｣に設定し、トグルスイッチ 

SW1 を▽(下方)側に０.5 秒以上倒す。 

③制御盤内基板（KCD-110X または KCD-111X)上の 7 セグメント LED が「d5」と表示さ 

れることを確認する。 

  →乗場およびかごインジケータにエレベーター走行時の最高速度が表示されるモードとなる。 

④制御盤のカバーを閉めて、バッファーキャップを外して乗場に出る。 

⑤運転阻止コネクタを復帰する。 

 乗場（かご）インジケータの表示は“・”→“0”の繰り返しとなっている(0m/min を意味する)。 

⑥呼びを登録してエレベーターを走行させる。 

⑦エレベーター停止後に乗場（かご）インジケータの表示を読む。 

注意：インジケータの表示は、直近運転での最高速度を表示します。 

＜表示例＞ 

 直近運転で最高速度が 60m/min であった場合の表示 

  → 乗場（かご）インジケータの表示は “・”→“6”→“0”を繰り返す。 

   

⑧速度測定が終了したら、運転阻止コネクタを外し、ピット内に入る。 

⑨かご側にバッファーキャップを取り付け、制御盤のカバーを開ける。 

⑩制御盤内基板（KCD-110X または KCD-111X)上のロータリースイッチ SET1 を「0」に、 

SET0 を「8」に設定し、トグルスイッチ SW1 を▽(下方)側に０.5 秒以上倒す。 

⑪制御盤内基板（KCD-110X または KCD-111X)上の 7 セグメント LED が「A８」と表示さ 

れることを確認する。 

→乗場およびかごインジケータの表示は通常の階床表示となる。  

⑫制御盤のカバーを閉めて、バッファーキャップを外して乗場に出る。 

⑬運転阻止コネクタを復帰する。 
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99--22  調調速速機機・・非非常常止止めめのの動動作作試試験験方方法法 

 

  スイッチの端子、テスト端子の短絡および復帰、ブレーキカバーを取り外す場合は制御盤 

   遮断器「ＭＣＢ」および「ＥＬＤ」を必ず遮断すること。 

 
◎ 作業にあたっては「３．保守・点検の留意事項」を遵守ください。 

 

 

99--22--11  速速度度検検出出確確認認作作業業    
 

①かご上 ＲＵＮ－ＳＴＯＰスイッチを「ＲＵＮ」 

側の状態で、調速機過速検出スイッチのスイッチ 

レバーを倒し、手動運転できないことを確認する。 

②制御盤遮断器「ＭＣＢ」および「ＥＬＤ」を遮断 

し、エンコーダ付調速機の場合（ＳＥＴＳ付） 

ＳＥＴＳ盤内のサーキットプロテクターＳTＥを 

OFF にする｡かごが運転できない状態で、調速機 

ロープを調速機の綱車から外すなど、調速機の綱車 

がかごと無関係に回転できるような処置を施す。 

③調速機の綱車を回転させ、動作回転速度を 

タコメータで測定し、「調速機過速検出スイッチ 

動作速度」「調速機ロープ把持動作速度」が 

調速機本体の銘板に記載されている設定動作速度 

であること確認する。 

④点検終了後、スイッチレバー、遮断器、調速機ロープ、エンコーダ付調速機（ＳＥＴＳ付）の場合

ＳＥＴＳ盤内のサーキットプロテクターＳTＥなどを復帰する｡ 

 
 

99--22--22 非非常常止止めめのの動動作作確確認認方方法法  
 

① かご上にて、調速機の爪を動作させて過速検出スイッチの端子を短絡する。  

②かご上およびピットに人がいない状態で、かご内にて手動でダウン運転すると、非常止めが作動し

非常止め動作検出スイッチによりエレベーターが起動不能となることを確認する。 

③過速検出スイッチの端子の短絡を外した後、制御盤安全回路のテスト端子（基板 KCA-110X にあ

り）７０－７３間、７７－７８間、G4－D41 間をそれぞれ一時的に短絡する。 

④巻上機のブレーキカバーの片側を取り外し、巻上機ブレーキホイールが乗場から目視確認できるよ

うにする。 

⑤乗場のドアを扉固定装置にて固定する。 

⑥ピットおよびかご上に人がいない状態で、かご内にて手動でダウン運転を行い、巻上機ブレーキホ

イールが回転しても、かごが下降しなくなることによって、非常止めが作動したことを乗場から確

認する。 

⑦制御盤内の G4-D41 間の短絡を直ちに外す。 

⑧かご上で機械装置、調速機ロープに損傷がないことを確認する。更にかごの水平度が１／３０以内

であることを確認する。 

⑨ピットおよびかご上に人がいない状態で、かご内にて手動でアップ運転を行い非常止めを復帰させ

る。 

⑩制御盤安全回路のテスト端子 ７０－７３間、７７－７８間の短絡を外す。 

⑪かご上にて、調速機の爪とトリップレバーの係合を戻し、過速検出スイッチのレバーを復帰する。 
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フレーム 

角度目盛 

指示針 

シャックルロッド側滑車 

フレーム側滑車 

ネジ棒 

回転防止ナット 

ナットＡ 

ナットＢ 

バネ座 
(フレーム下側) 

秤ワイヤー外れ止めピン 

秤ワイヤー 

バネ 

秤装置上部詳細図 

秤装置上部拡大図 

 

秤ワイヤー部の 

カバーも外せます。 
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99--33  秤秤装装置置のの点点検検方方法法  
 

秤装置のカバーの裏面に、調整方法について記載されているラベルを貼り付けていますので 

併せてご確認ください。 

 

指定された清掃および点検(調整を含む)以外の保守作業は行わないでください。 

 

秤装置への給油は絶対にしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秤装置（左カバーを外した状態） 

秤装置 

(カバー付) 

秤装置上部の 

詳細は次頁を参照 
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フレーム 

角度目盛 

指示針 

シャックルロッド側滑車 

フレーム側滑車 

ネジ棒 

回転防止ナット 

ナットＡ 

ナットＢ 

バネ座 
(フレーム下側) 

秤ワイヤー外れ止めピン 
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秤装置上部詳細図 

秤装置上部拡大図 

 

秤ワイヤー部の 

カバーも外せます。 
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実装されているロータリースイッチ SET0 が「8」であることを確認後、トグルスイッチ SW1

を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡その後、ロータリースイッチ SET0 を｢8｣→｢2｣に切り換え､ト

グルスイッチ SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

 注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する。 

③かごに戻り､かご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢自動｣側に切り換え､無負荷でかごを

最上階から最下階に自動走行させる｡ 

④走行中､乗場インジケーターの表示が｢･｣→｢A｣→｢2｣を繰り返し表示され､秤ノーロードデータ 

 が設定される｡かごが最下階に到着しデータの設定が終了すると､乗場インジケーターの表示は

通常表示に戻る｡ 

⑤最下階のかごを他階に移動させる｡ 

⑥最下階乗場より制御盤にアクセスし､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD- 

111X)に実装されているロータリースイッチ SET0 を｢2｣→｢8｣に切り換え､トグルスイッチ 

SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する｡ 

 
99--44--22--22  秤秤装装置置ののデデーータタ設設定定（（50%ロローードド設設定定）） 

①かご内に 50%ロードを積載し、最上階にてかご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢手動｣

側に切り換える｡ 

② 最下階乗場よりピットに入り､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に実

装されているロータリースイッチ SET0 が「8」であることを確認後、トグルスイッチ SW1 を

▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡その後、ロータリースイッチ SET0 を｢8｣→｢3｣に切り換え､トグ

ルスイッチ SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する。 

③かごに戻り､かご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢自動｣側に切り換え､50%ロードに

て最上階から最下階に自動走行させる｡ 

④走行中､乗場インジケーターの表示が｢･｣→｢A｣→｢3｣を繰り返し表示され､秤 50%ロード 

 データが設定される｡かごが最下階に到着しデータの設定が終了すると､乗場インジケーターの 

 表示は通常表示に戻る｡ 

⑤ 最下階のかごを他階に移動させる｡ 

⑥ 最下階乗場より制御盤にアクセスし､制御盤内 P１カード(基板 KCD-110X または KCD- 

111X)に実装されているロータリースイッチ SET0 を｢3｣→｢8｣に切り換え､トグルスイッチ 

SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する｡ 

      

     99--44--22--33  乗乗りり過過ぎぎ検検出出負負荷荷のの設設定定 

①かごを最下階以外に移動させ､かごを独立運転モード(IND)にして､かご内に乗り過ぎ荷重 

(定格積載の 110%負荷)を積載する｡ 

②最下階乗場よりピットに入り､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に 

実装されているロータリースイッチ SET1 を｢0｣→｢4｣に切り換え､ロータリースイッチ 

SET0 を｢1｣→｢F｣の方向に順次設定値を UP させ､乗り過ぎを検出した時点(警報アナウンス 

が鳴動した時点)でロータリースイッチの UP を停止して､トグルスイッチ SW1 を▽(下方)側 

に０.5 秒以上倒す｡ 

③ロータリースイッチ SET1 を｢4｣→｢0｣に､ロータリースイッチ SET0 を｢8｣に戻す｡ 

④かごに戻り､乗り過ぎ警報アナウンスが鳴動していることを確認し｡また､独立運転から全自動運

転に切り換えてもドア開放状態と､かご内乗り過ぎ警報アナウンスが継続される事を確認する｡ 

⑤全自動運転で､かご内より定格積載を超える分の負荷を降ろすと､乗り過ぎ警報アナウンスが停

止し､自動戸閉して平常運転になることを確認する。 
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99--33--11  清清掃掃おおよよびび点点検検    
 

① 秤装置にちり・ほこりや異物などがあれば除去する。 

②かごを軽く揺すり秤装置から異常音が発生していないか確認する。 

③指示針が指す角度目盛の数値が､貼付け名板､｢調整後 NL 角度｣欄の記入値と差がないか確認する。 

備考：｢調整後 NL 角度｣欄の記入値は､かご上の作業者一人分の負荷を考慮した調整値が 

記入されています｡従って､確認する場合はかご上一人で確認ください。 

④秤装置の可動部に干渉がなく可動余裕が確保されていることを確認する。 

⑤各滑車に掛けられた秤ワイヤーの素線切れがないことを確認する。（注意：消耗品） 

⑥シャックルロッド滑車取付部のゴム座に劣化がないか点検する。 

⑦構成部品にさびの発生がないか確認する。（さびが発生している場合は交換願います。） 

 

99--33--22  乗乗りり過過ぎぎ検検出出機機能能点点検検  
 

①エレベーターを全自動運転状態にして､かご内に定格積載量の 

  約 105～110%の負荷を積載すると乗り過ぎを検出することを確認する。 

②乗り過ぎを検出するとドア開放状態のままとなり､かご内乗り過ぎ警報アナウンス｢満員です｡後

からお乗りの方はお降りください｡ブー､ブー・・・」を繰り返すことを確認する。 

③①の定格積載量を超える分の負荷を降ろすと､乗り過ぎ警報アナウンスを停止し､ドアは自動戸閉

して通常運転になることを確認する。 

④上記の乗り過ぎ検出機能が動作しない場合は 9-3-1 を参照し再点検および 9-4 に記載されてい

る調整、設定を行うこと。 

  

  

99--44  秤秤装装置置のの調調整整方方法法  
 
99--44--11  秤秤装装置置のの調調整整がが必必要要なな場場合合  
 

下記の場合には秤装置の調整およびデータ設定が必要となる。 

 ①主ロープの交換、切詰、テンション調整した場合 

 ②秤装置の構成部品を交換した場合 

 ③秤角度目盛の値がずれた場合 

 ④乗り過ぎ検出機能（9-3-2）が正常に動作しない場合 

⑤かご室保全カバーなど（保護幕/床マット/プレミアムウォール/プレミアムフロア）をかご室から

撤去した場合 

 

99--44--22  秤秤装装置置のの調調整整手手順順  
  
 ①秤装置カバーに貼り付けられた据付および調整要領を参照して､かご内 50%ロード（50%L）＋ 

かご上作業者一人分の負荷で名板に記入された（調整時 50%L 角度欄）設定秤装置角度になる 

ように秤ワイヤー端末調整ネジで調整する｡ 

  注意：秤ワイヤーをねじらないように、ネジ回転防止ナットにスパナを掛けて調整ナット A 

および B を回転させてください｡ 

 ② 9-4-2-1～9-4-2-3 に記載の各設定（ノーロード設定、50%ロード設定､ 乗り過ぎ検出負荷

の設定）を実施する｡ 

 ③ ②項完了後、ノーロード（NL）＋かご上作業者１人乗り込み状態の秤目盛値を読み、その値を 

  銘板の「調整後 NL 角度」欄に記入する。（前回値がある場合は、今回の値に書き換える） 

 

 

99--44--22--11  秤秤装装置置ののデデーータタ設設定定（（ノノーーロローードド設設定定））  

① 最上階にて無負荷でかご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢手動｣側にする。 

② 最下階乗場よりピットに入り､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に 
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実装されているロータリースイッチ SET0 が「8」であることを確認後、トグルスイッチ SW1

を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡その後、ロータリースイッチ SET0 を｢8｣→｢2｣に切り換え､ト

グルスイッチ SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

 注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する。 

③かごに戻り､かご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢自動｣側に切り換え､無負荷でかごを

最上階から最下階に自動走行させる｡ 

④走行中､乗場インジケーターの表示が｢･｣→｢A｣→｢2｣を繰り返し表示され､秤ノーロードデータ 

 が設定される｡かごが最下階に到着しデータの設定が終了すると､乗場インジケーターの表示は

通常表示に戻る｡ 

⑤最下階のかごを他階に移動させる｡ 

⑥最下階乗場より制御盤にアクセスし､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD- 

111X)に実装されているロータリースイッチ SET0 を｢2｣→｢8｣に切り換え､トグルスイッチ 

SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する｡ 

 
99--44--22--22  秤秤装装置置ののデデーータタ設設定定（（50%ロローードド設設定定）） 

①かご内に 50%ロードを積載し、最上階にてかご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢手動｣

側に切り換える｡ 

② 最下階乗場よりピットに入り､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に実

装されているロータリースイッチ SET0 が「8」であることを確認後、トグルスイッチ SW1 を

▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡その後、ロータリースイッチ SET0 を｢8｣→｢3｣に切り換え､トグ

ルスイッチ SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する。 

③かごに戻り､かご操作盤開戸の｢自動-手動切換スイッチ｣を｢自動｣側に切り換え､50%ロードに

て最上階から最下階に自動走行させる｡ 

④走行中､乗場インジケーターの表示が｢･｣→｢A｣→｢3｣を繰り返し表示され､秤 50%ロード 

 データが設定される｡かごが最下階に到着しデータの設定が終了すると､乗場インジケーターの 

 表示は通常表示に戻る｡ 

⑤ 最下階のかごを他階に移動させる｡ 

⑥ 最下階乗場より制御盤にアクセスし､制御盤内 P１カード(基板 KCD-110X または KCD- 

111X)に実装されているロータリースイッチ SET0 を｢3｣→｢8｣に切り換え､トグルスイッチ 

SW1 を▽(下方)側に 0.5 秒以上倒す｡ 

注意：この時ロータリースイッチ SET1 は｢0｣になっていることを確認する｡ 

      

     99--44--22--33  乗乗りり過過ぎぎ検検出出負負荷荷のの設設定定 

①かごを最下階以外に移動させ､かごを独立運転モード(IND)にして､かご内に乗り過ぎ荷重 

(定格積載の 110%負荷)を積載する｡ 

②最下階乗場よりピットに入り､制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に 

実装されているロータリースイッチ SET1 を｢0｣→｢4｣に切り換え､ロータリースイッチ 

SET0 を｢1｣→｢F｣の方向に順次設定値を UP させ､乗り過ぎを検出した時点(警報アナウンス 

が鳴動した時点)でロータリースイッチの UP を停止して､トグルスイッチ SW1 を▽(下方)側 

に０.5 秒以上倒す｡ 

③ロータリースイッチ SET1 を｢4｣→｢0｣に､ロータリースイッチ SET0 を｢8｣に戻す｡ 

④かごに戻り､乗り過ぎ警報アナウンスが鳴動していることを確認し｡また､独立運転から全自動運

転に切り換えてもドア開放状態と､かご内乗り過ぎ警報アナウンスが継続される事を確認する｡ 

⑤全自動運転で､かご内より定格積載を超える分の負荷を降ろすと､乗り過ぎ警報アナウンスが停

止し､自動戸閉して平常運転になることを確認する。 
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8 × S(19)

の場合 

8×P･S(19) 

（異形線ロープ） 

の場合 

99--55--55  主主索索((ロローーププ))のの切切詰詰めめ､､交交換換時時のの注注意意事事項項 

① 主索(ロープ)を外す前に､かごと CWT を強力なクランパーまたはチェーンブロックなどの工具

で 

   強固に支持させる必要があります｡支持部の強度確認および新/旧ロープの搬入/搬出経路の確認 

など準備を十分行ってください｡ 

②ロープの引き出し､切詰め時にロープにキンクや捩れが生じないように注意してください｡ 

③ロープ切詰めは､かご側楔式留め金具部で実施することを推奨します｡ 

（CWT 側にカシメ式留め金具が使用されている場合､ロープと留め金具が一体構造なので外すこ

とはできません） 

④主ロープ交換時､秤装置の秤ワイヤー外れ止めピンと秤ワイヤーを外してから実施ください｡ 

 

主ロープの切詰め､交換後､必ず秤装置を再設定してください。 
  
  

99--55--66  主主ロローーププのの確確認認方方法法  

 

 ①ロープ仕様(型名)は巻上機名板上に記載されています｡交換前に必ず確認してください｡ 

  ＜主索(ロープ)仕様＞ 

ロープ構造：8×S(19) ､素線強度種： A 種 （JIS G 3525） 

または 8×P･S(19) ､素線強度種： A 種 （JIS G 3546、異形線ロープ） 

ロープ種類：高トラクション油含浸型の特殊ワイヤロープ 

 

 ②本ロープは、８ストランド中１本のストランドの外層ワイヤの 

うち２本が亜鉛メッキワイヤで、その２本が 8×S(19)の場合は 

隣接して、8×P･S(19)の場合は 1 本間隔を空けて配置されて 

います。(外観右図参照) 

指定のロープが本エレベーターに使用されていることを、 

本識別方法で必ず確認してください。 

 

 

 

    

主ロープを交換する場合は必ず弊社純正品を適用して

ください。 

CWT 側にカシメ式留め金具が使用されている場合、

ロープと留め金具が一体構造になっています｡ 

 

 

 

 

 

                                    

                                      

危危険険 

指指定定以以外外ののロローーププはは、、トトララククシショョンン不不足足にによよりり重重大大なな事事故故発発生生ののおおそそれれががああるるののでで、、絶絶対対にに使使

用用ししなないいででくくだだささいい。。  

亜鉛めっきワイヤ（2 本） 

ロープ拡大図 
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99--55  主主索索（（主主ロローーププ））のの点点検検･･交交換換  
 

99--55--11  主主ロローーププのの適適用用  

注注意意 

機機器器破破損損ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、｢｢高高トトララククシショョンン油油含含浸浸型型のの特特殊殊ワワイイヤヤロローーププ｣｣のの取取りり扱扱いい

はは十十分分注注意意ししててくくだだささいい。。  

本エレベーターの主索には、通常のワイヤロープよりもトラクション能力の優れたロープ油を含浸

させた｢高トラクション油含浸型の特殊ワイヤロープ｣を使用しています。 

 

99--55--22  清清掃掃･･給給油油 

◎ 主ロープにちり・ほこりが付着している時は指定の油をウエスに染みこませ拭き取りください｡ 

◎ 主ロープは適度(多過ぎない程度)に油で湿潤している状態であることを確認してください｡ロープ

表面をウエスで拭いても油が付かない程油枯れしている時は､下記オイルを塗布してください｡ 

注意 1：補給油名称：三菱エレベーターオイル NO.16 

指定以外のロープ、補給油を使用すると、トラクション不足となり、着床ズレ 

などの不具合が発生するおそれがあります｡ 

注意 2：給油は通常では必要ありませんが、特殊な環境下（昇降路内が異常に高温・多湿な 

環境、ほこり・ゴミが多い環境など）において給油が必要になることがあります。 

99--55--33  主主ロローーププのの摩摩損損状状態態のの確確認認  

◎ 主ロープの全長にわたり､傷､素線切れ､摩耗､さびなどの状態を確認してください｡通過する綱車の

数が多い場合ほど摩損が進行しやすいため特に注意してください。 

◎ 主ロープのストランド間（谷部）に赤さびが確認される場合には、ロープ内部に損傷が発生してい

る可能性があります。さびの進行ならびに直径の変化を継続的に点検し、交換を計画してください。 

◎ 最新の定期検査業務基準書の基準に基づき判定を行い、適合しない場合は主ロ－プを交換してくだ

さい。 

◎ ２箇所停止や特定の階への停止が多い場合には、ロープの摩損進行が早くなる傾向があります。摩

損進行の傾向と起動回数を考慮の上、適宜点検、交換を計画してください。 

◎ 直射日光が昇降路に入り昇降路温度が上昇する環境や、雨水浸入によるロープへの水の付着のある

場合および多湿度環境は、ロープの摩損進行が早くなる傾向があります。摩損進行の傾向を考慮の

上、適宜点検、交換を計画してください。 

◎ CWT 下部の昇降余裕(ランバイ)が規定範囲を外れている場合は､CWT 最下部のスペーサで調整し

てください｡ 

 スペーサでは調整ができない場合は､主ロープの切詰または交換が必要となります｡ 

 スペーサは主ロープの切詰または交換した時に元に戻します｡紛失しないように保管してくだ

さい｡ 

 昇降余裕(ランバイ)の微調整が必要な場合はロープ端末のネジ棒部で行ってください｡    

なお､かご側ネジ棒部で調整した場合は､秤装置の再設定が必要です｡ 

99--55--44  主主索索((ロローーププ))端端末末部部のの確確認認  

かご側主ロープ端末には楔式留め金具､CWT 側主ロープ端末にはカシメ留め金具､またはバビット

詰め金具が使用され､各々にバネおよびテンション調整用ネジ棒が設けられています｡以下の各項

目を確認ください。 

◎ 留め金具､端末取付部材に亀裂､変形などの損傷がないか確認ください｡ 

◎ 各ロープテンションが揃っていることを各々のバネ伸縮量で確認ください｡ 

◎ ロープ毎でのテンションが異なっている場合､ロープ端末のネジ棒部でテンション調節を行ってく

ださい｡ 

 

主ロープのテンションを調整した場合は必ず､秤装置を再設定してください。 
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8 × S(19)

の場合 

8×P･S(19) 

（異形線ロープ） 

の場合 

99--55--55  主主索索((ロローーププ))のの切切詰詰めめ､､交交換換時時のの注注意意事事項項 

① 主索(ロープ)を外す前に､かごと CWT を強力なクランパーまたはチェーンブロックなどの工具

で 

   強固に支持させる必要があります｡支持部の強度確認および新/旧ロープの搬入/搬出経路の確認 

など準備を十分行ってください｡ 

②ロープの引き出し､切詰め時にロープにキンクや捩れが生じないように注意してください｡ 

③ロープ切詰めは､かご側楔式留め金具部で実施することを推奨します｡ 

（CWT 側にカシメ式留め金具が使用されている場合､ロープと留め金具が一体構造なので外すこ

とはできません） 

④主ロープ交換時､秤装置の秤ワイヤー外れ止めピンと秤ワイヤーを外してから実施ください｡ 

 

主ロープの切詰め､交換後､必ず秤装置を再設定してください。 
  
  

99--55--66  主主ロローーププのの確確認認方方法法  

 

 ①ロープ仕様(型名)は巻上機名板上に記載されています｡交換前に必ず確認してください｡ 

  ＜主索(ロープ)仕様＞ 

ロープ構造：8×S(19) ､素線強度種： A 種 （JIS G 3525） 

または 8×P･S(19) ､素線強度種： A 種 （JIS G 3546、異形線ロープ） 

ロープ種類：高トラクション油含浸型の特殊ワイヤロープ 

 

 ②本ロープは、８ストランド中１本のストランドの外層ワイヤの 

うち２本が亜鉛メッキワイヤで、その２本が 8×S(19)の場合は 

隣接して、8×P･S(19)の場合は 1 本間隔を空けて配置されて 

います。(外観右図参照) 

指定のロープが本エレベーターに使用されていることを、 

本識別方法で必ず確認してください。 

 

 

 

    

主ロープを交換する場合は必ず弊社純正品を適用して

ください。 

CWT 側にカシメ式留め金具が使用されている場合、

ロープと留め金具が一体構造になっています｡ 

 

 

 

 

 

                                    

                                      

危危険険 

指指定定以以外外ののロローーププはは、、トトララククシショョンン不不足足にによよりり重重大大なな事事故故発発生生ののおおそそれれががああるるののでで、、絶絶対対にに使使

用用ししなないいででくくだだささいい。。  

亜鉛めっきワイヤ（2 本） 

ロープ拡大図 
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99--66  ババッッテテリリーーのの点点検検 

  99--66--11  使使用用すするるババッッテテリリーー  

 エレベーターには、非常電源としてバッテリーが使用されています。 

名称 機能 実装場所 種類 

非常電源用 
バッテリー 

①かご内非常灯電源 
②インターホン電源 
③閉じ込め時の救出運転用 

(ブレーキ開放用電源) 
④MELD*1 用電源 

制御盤 密閉型鉛蓄電池 

エレセーブ用 
バッテリー 

①エレセーブ*2 用電源 
 

エレセーブ 
制御盤*3 

密閉型ニッケル水素電池 

*1：MELD とは､停電時自動着床装置のことで､基本仕様で設けられます｡ 
*2：エレセーブとは､省エネ形停電時自動運転装置のことで､オプション仕様で設けられます｡ 
*3：エレセーブ制御盤は昇降路下部の制御盤の上方に専用の盤が設置されています｡ 

 
99--66--22  ババッッテテリリーー管管理理  
99--66--22--11  エエレレベベーータターー電電源源遮遮断断時時のの処処置置  

 

 

  

ババッッテテリリーーのの寿寿命命をを縮縮めめるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、エエレレベベーータターーのの動動力力電電源源をを１１週週間間

以以上上、、ままたたはは定定期期的的にに遮遮断断ししなないいででくくだだささいい。。  

エレベーターの電源は通常 ON 状態で使用頂きますが､設備または建物の管理上、エレベーター 
電源を 1 週間以上または、定期的（１週間に数回）に遮断する場合は下記により、バッテリーの 
放電防止処置が必要になります｡ 
◎非常電源用バッテリー 

制御盤遮断器｢MCB｣および｢ELD｣を遮断してください｡ 
 1 ヶ月以上の長期にわたり電源を遮断する場合は、バッテリーを受皿ごと取り外し､環境が良

い常温（5～25℃）で保管してください｡保管期間は、３ヶ月以下としてください。 
 バッテリーの取り外しは､9-7 交換要領を参照してください｡ 
 1 ヶ月以上の長期にわたり電源を遮断した場合、バッテリーを復帰させ充電完了後､次項によ

るバッテリー電源電圧の測定を実施ください｡(充電時間は放電状況により 異なります｡) 
 １週間に数回電源を遮断すると、遮断毎にＭＥＬＤ運転が繰り返され、遮断する期間によっ

ては、バッテリーが不足充電状態になる可能性があります。１週間に２度以上、電源を遮断
する場合は、運行管理者と相談の上、当社へご相談ください。 

 バッテリーの過放電は性能の劣化､寿命の短縮に繋がりますので注意してください｡ 
バッテリー異常を検出すると位置表示灯に“Ｌ”→“Ｂ”→“Ｔ”が繰り返し表示されます。

表示されたら速やかにバッテリーの点検・交換を専門技術者に依頼してください。なお、
バッテリーの異常検出機能はあくまでも補助的な機能であり、バッテリーの劣化を早期に発見
するためにも、専門技術者による定期的な点検を実施ください。位置表示灯に関しては運行管
理編「６－３ 各部の名称と働き」を参照ください。 

◎エレセーブ用バッテリー (エレセーブ付の場合) 
1 週間以上エレベーター電源を遮断する場合は、エレセーブバッテリーの放電防止処置が必要
で､取り外し保管､復帰などに複雑な保守手順が必要になります。エレベーター電源を 1 週間
以上､遮断する場合は､運行管理者と相談の上、当社へご相談ください。 

 
99--66--22--22  ババッッテテリリーーのの交交換換管管理理 

 

 

  
破破裂裂・・発発火火・・発発煙煙ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、劣劣化化ししたたババッッテテリリーーはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  

バッテリーは時間の経過とともに劣化するため、定期的な交換が必要です。「12-1 定期交換部品」
を参照の上、バッテリーを交換してください。使用環境､使用頻度により寿命が短くなる場合があり
ますので、次項の点検で不具合を確認したときは、所定期間前でも交換してください｡ 

注注意意  

危危険険  
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99--55--77 ロローーププ交交換換要要領領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ロープ端部に撚り

戻り止めを施工し、

ロープ端より 350

ｍｍの位置にマー

キング後ソケット

に通す。 

 

②マーキングした位置でロ

ープを折り返し、くせづ

けを行い、ロープ端部を

ソケットの外側に引出

す。次にソケットにウェ

ッジを挿入し、ロープ端

がソケットより 

約２００ｍｍ出る状態

で、負荷側ロープと遊び

側ロープをバインド線で

軽くとめる。 

 

③ロープを手で力一

杯引張り、ウェッ

ジをソケットに引

き込み、ソケット

から引出されたウ

ェッジ端の穴に割

ピンを挿入して先

を開く。 

 

 

④かごおよびおもりの自重

を掛け、ロープがウエッ

ジ溝に接し隙間がないこ

とを確認の上、ソケット

より 

５０ｍｍ離してロープク

リートまたは押え金を取

付ける。なお、ロープク

リートの場合はロープテ

ンション調整後に取付け

る。 

ロープクリートが落下し

ないようにワイヤーで結

びつける。 
 
 

◎ ロープ長さを調整（切り詰め作業）する場合は、調整前にＡ点にあったロープが、遊び側のＢ

点よりソケットの外側になるようにしてください。 

（Ａ点～Ｂ点までのロープ長は約２２０ｍｍ） 

 

ソケット、ウェッジに割れ、変形などの異常が確認された場合、直ちに交換してください。 

 

  

ウェッジ

ソケット 
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99--66  ババッッテテリリーーのの点点検検 

  99--66--11  使使用用すするるババッッテテリリーー  

 エレベーターには、非常電源としてバッテリーが使用されています。 

名称 機能 実装場所 種類 

非常電源用 
バッテリー 

①かご内非常灯電源 
②インターホン電源 
③閉じ込め時の救出運転用 

(ブレーキ開放用電源) 
④MELD*1 用電源 

制御盤 密閉型鉛蓄電池 

エレセーブ用 
バッテリー 

①エレセーブ*2 用電源 
 

エレセーブ 
制御盤*3 

密閉型ニッケル水素電池 

*1：MELD とは､停電時自動着床装置のことで､基本仕様で設けられます｡ 
*2：エレセーブとは､省エネ形停電時自動運転装置のことで､オプション仕様で設けられます｡ 
*3：エレセーブ制御盤は昇降路下部の制御盤の上方に専用の盤が設置されています｡ 

 
99--66--22  ババッッテテリリーー管管理理  
99--66--22--11  エエレレベベーータターー電電源源遮遮断断時時のの処処置置  

 

 

  

ババッッテテリリーーのの寿寿命命をを縮縮めめるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、エエレレベベーータターーのの動動力力電電源源をを１１週週間間

以以上上、、ままたたはは定定期期的的にに遮遮断断ししなないいででくくだだささいい。。  

エレベーターの電源は通常 ON 状態で使用頂きますが､設備または建物の管理上、エレベーター 
電源を 1 週間以上または、定期的（１週間に数回）に遮断する場合は下記により、バッテリーの 
放電防止処置が必要になります｡ 
◎非常電源用バッテリー 

制御盤遮断器｢MCB｣および｢ELD｣を遮断してください｡ 
 1 ヶ月以上の長期にわたり電源を遮断する場合は、バッテリーを受皿ごと取り外し､環境が良

い常温（5～25℃）で保管してください｡保管期間は、３ヶ月以下としてください。 
 バッテリーの取り外しは､9-7 交換要領を参照してください｡ 
 1 ヶ月以上の長期にわたり電源を遮断した場合、バッテリーを復帰させ充電完了後､次項によ

るバッテリー電源電圧の測定を実施ください｡(充電時間は放電状況により 異なります｡) 
 １週間に数回電源を遮断すると、遮断毎にＭＥＬＤ運転が繰り返され、遮断する期間によっ

ては、バッテリーが不足充電状態になる可能性があります。１週間に２度以上、電源を遮断
する場合は、運行管理者と相談の上、当社へご相談ください。 

 バッテリーの過放電は性能の劣化､寿命の短縮に繋がりますので注意してください｡ 
バッテリー異常を検出すると位置表示灯に“Ｌ”→“Ｂ”→“Ｔ”が繰り返し表示されます。

表示されたら速やかにバッテリーの点検・交換を専門技術者に依頼してください。なお、
バッテリーの異常検出機能はあくまでも補助的な機能であり、バッテリーの劣化を早期に発見
するためにも、専門技術者による定期的な点検を実施ください。位置表示灯に関しては運行管
理編「６－３ 各部の名称と働き」を参照ください。 

◎エレセーブ用バッテリー (エレセーブ付の場合) 
1 週間以上エレベーター電源を遮断する場合は、エレセーブバッテリーの放電防止処置が必要
で､取り外し保管､復帰などに複雑な保守手順が必要になります。エレベーター電源を 1 週間
以上､遮断する場合は､運行管理者と相談の上、当社へご相談ください。 

 
99--66--22--22  ババッッテテリリーーのの交交換換管管理理 

 

 

  
破破裂裂・・発発火火・・発発煙煙ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、劣劣化化ししたたババッッテテリリーーはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  

バッテリーは時間の経過とともに劣化するため、定期的な交換が必要です。「12-1 定期交換部品」
を参照の上、バッテリーを交換してください。使用環境､使用頻度により寿命が短くなる場合があり
ますので、次項の点検で不具合を確認したときは、所定期間前でも交換してください｡ 

注注意意  

危危険険  
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99--66--33--44  ＭＭＥＥＬＬＤＤ運運転転にによよるるチチェェッックク方方法法  

注注意意 

充充電電不不足足にによよるる動動作作不不全全にによよりり思思わわぬぬ事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、点点検検後後にに十十分分なな充充電電

時時間間をを確確保保ししててくくだだささいい。。  

ＭＥＬＤ充電回路を断ち、ＭＥＬＤ動作直後の電圧チェックを実施する。 
①かご内に乗込みかごを最下階＋１階に停止させ、かご操作盤開戸内「自動－手動切換スイッチ」を

「手動」側に切り換える。「平常－点検スイッチ」を「点検」側に切り換える。 
②最下階乗場よりピットに入り、制御盤内Ｐ１カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に実

装されているロータリースイッチＳＥＴ１を『０』、ＳＥＴ０を『６』に設定し、ＳＷ１を▽(下方)
側に０．５秒以上倒す。 

③乗場床レベル＋１５００mm 程度（最下階＋１階のドアゾーン外）の位置にかごを移動する。（２
停止の場合は中間階） 

④かご操作盤開戸内「運転－休止スイッチ」を「休止」側に切り換える。 
⑤乗場作業員は、最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内運転阻止コネクタを取り外す。 
⑥最下階乗場ドアを錠外し鍵で開け、ピットスイッチ箱の「ＭＰスイッチ」をＯＦＦし、最下階乗場

ドアを手で閉める。 
⑦最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内運転阻止コネクタを装着し、かご内作業員に「自動－

手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換えるように依頼する。 
⑧かご内作業員は「自動－手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換える。「運転－休止スイッチ」

を「運転」側に切り換える。 
（注意）「ＭＰスイッチ」ＯＦＦから、「自動－手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換えるまでの時

間は１分以内に実施してください。 

⑨かごはＭＥＬＤ運転でＵＰ走行して、最下階＋２階に着床後、戸開する。（２停止の場合は最上階） 
⑩かご内作業員はＭＥＬＤ運転中、かご内「救出運転中ですしばらくおまちください」灯が点灯し、

「ドアが開いたらお降りください」のアナウンスがされることを確認する。 
⑪約１０秒後に戸閉し、ＭＥＬＤ動作が完了する。ＭＥＬＤ動作終了からの経過時間を測定する。 
⑫最下階乗場からピットに入り、ピットスイッチ箱の「ＥＬＤ１スイッチ」をＯＦＦ、その後、制御

盤にアクセスし制御盤内「ＥＬＤ」遮断器を遮断する。 
⑬ＭＥＬＤ動作終了からの経過時間が５分後の「ＥＬＤ」遮断器の１次側端子部（バッテリー電圧）

の電圧を測定する。 
⑭端子（バッテリー）電圧が、５０Ｖ以上あることを確認する。５０Ｖ未満の場合は、容量低下が進

んでいるものと推測されるので、寿命と判断する。 
⑮上記確認終了後、以下の手順で復帰する。（⑬の状態からの復帰） 

●かご操作盤開戸内「自動－手動切換スイッチ」が「手動」側に、「平常－点検スイッチ」が「点検」側

になっていることを確認する。 

●最下階乗場よりピットに入り、ピットスイッチ箱の「ＭＰスイッチ」をＯＮに戻し、制御盤内のＥＬ

Ｄ遮断器を投入する。次にＰ１カード（基板 KCD-110X または KCD-111X）に実装されている

ロータリースイッチＳＥＴ１を『０』、ＳＥＴ０を『８』に設定し、ＳＷ１を▽（下方）側に０．５秒

以上倒す。 

●ピットスイッチ箱の「ＥＬＤ１スイッチ」をＯＮに戻し、ピットから出る。 

●かご操作盤開戸内の「平常－点検スイッチ」を「平常」側に、「自動－手動切換スイッチ」を「自動」

側に復帰させる。 
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99--66--33  ババッッテテリリーーのの点点検検方方法法 
99--66--33--11  ババッッテテリリーーのの点点検検イインンタターーババルル  

バッテリーは、使用頻度、環境などによって劣化の進み方が異なるので、使用状況を考慮して点
検インターバルを設定ください。特に交換後１年を経過したバッテリーは、必要に応じ点検インタ
ーバルを短くすることをお勧めします。 

  
99--66--33--22  ババッッテテリリーーのの外外観観チチェェッックク  

制御盤に実装されている「非常電源用バッテリー」に膨らみなどの変形やひび割れ、液もれ、発
熱などの異常がないことを確認してください。 

  
99--66--33--33  ポポーータタブブルルブブレレーーキキ開開放放装装置置にによよるるチチェェッックク方方法法  

  

ＭＥＬＤ仕様がない場合は、下記の手順によりポータブルブレーキ開放装置を用い、バッテリー電
源でブレーキ開放動作を行った直後のバッテリー電源電圧を確認してください。 
①無負荷のかごを、最下階＋１階以上の上方階（２停止の場合は中間階）に着床させ、かご操作盤開

戸スイッチの「運転－休止スイッチ」を「休止」側に、「ドアスイッチ」を「切」側にして、戸開
している扉を手動で完全に締めてください。 

② 最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内の運転阻止コネクタを外してください。 
③最下階乗場扉を錠外し鍵で開け、ピットスイッチ箱の「ＥＬＤ１」「ＭＰ」スイッチの順にＯＦＦ

位置（下側）に切換えてください。 
④最下階乗場扉を少し開け、閉じ込め救出用扉固定装置で調速機ロープが見える程度に開いて固定

します。 
防滴キャップ収納状態【原状】は左図のとおりです。 
 
⑤最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内のコネクタ 

「ＤＤ」にポータブルブレーキ開放装置を接続し、運転阻止
コネクタをポータブルブレーキ開放装置に接続してくださ
い。 

⑥ポータブルブレーキ開放装置の「開放」ボタン２個を同時 
に押してブレーキ開放させ、かごを１階床上方階に走行させ
てください。 

（注意１）かごは無負荷のためブレーキ開放するとＣＷＴに引   

かれＵＰ走行します。 

（注意２）開放ボタンは断続的に操作してください。（最上階へ   

の突上げに注意、２停止の場合ＣＷＴ緩衝器にバッファキャ 

ップを取付けてください） 

⑦開放ボタン操作終了からの経過時間を測定してください。 
⑧最下階乗場からピットに入り、制御盤内「ＥＬＤ」遮断器を  

遮断してください。 
⑨ブレーキ開放ボタン操作終了からの経過時間が５分後の「Ｅ  

ＬＤ」遮断器の１次側端子部（バッテリー電圧）の電圧を測 
定してください。 

⑩端子（バッテリー）電圧が、５０Ｖ以上あることを確認してください。５０Ｖ未満の場合は、容量
低下が進んでいるものと推測されるので、寿命と判断してください。 

⑪作業終了後、必ず防滴キャップへコネクタ類を収納し、原状復帰してください。収納時は原状の確
認・防滴キャップの上下方向の確認・配線噛み込みが無いことの確認を行ってください。 

  

 

感感電電やや制制御御部部品品のの短短絡絡のの原原因因ととななるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ココネネククタタをを必必ずず防防滴滴キキャャッッププにに収収納納

しし、、原原状状復復帰帰ししててかかららエエレレベベーータターー電電源源をを復復電電ししててくくだだささいい。。 

  

 

充充電電不不足足にによよるる動動作作不不全全にによよりり思思わわぬぬ事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、点点検検後後にに十十分分なな充充電電時時

間間をを確確保保ししててくくだだささいい。。 

防滴キャップ 

DD コネクタ 
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99--66--33--44  ＭＭＥＥＬＬＤＤ運運転転にによよるるチチェェッックク方方法法  

注注意意 

充充電電不不足足にによよるる動動作作不不全全にによよりり思思わわぬぬ事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、点点検検後後にに十十分分なな充充電電

時時間間をを確確保保ししててくくだだささいい。。  

ＭＥＬＤ充電回路を断ち、ＭＥＬＤ動作直後の電圧チェックを実施する。 
①かご内に乗込みかごを最下階＋１階に停止させ、かご操作盤開戸内「自動－手動切換スイッチ」を

「手動」側に切り換える。「平常－点検スイッチ」を「点検」側に切り換える。 
②最下階乗場よりピットに入り、制御盤内Ｐ１カード(基板 KCD-110X または KCD-111X)に実

装されているロータリースイッチＳＥＴ１を『０』、ＳＥＴ０を『６』に設定し、ＳＷ１を▽(下方)
側に０．５秒以上倒す。 

③乗場床レベル＋１５００mm 程度（最下階＋１階のドアゾーン外）の位置にかごを移動する。（２
停止の場合は中間階） 

④かご操作盤開戸内「運転－休止スイッチ」を「休止」側に切り換える。 
⑤乗場作業員は、最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内運転阻止コネクタを取り外す。 
⑥最下階乗場ドアを錠外し鍵で開け、ピットスイッチ箱の「ＭＰスイッチ」をＯＦＦし、最下階乗場

ドアを手で閉める。 
⑦最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内運転阻止コネクタを装着し、かご内作業員に「自動－

手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換えるように依頼する。 
⑧かご内作業員は「自動－手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換える。「運転－休止スイッチ」

を「運転」側に切り換える。 
（注意）「ＭＰスイッチ」ＯＦＦから、「自動－手動切換スイッチ」を「自動」側に切り換えるまでの時

間は１分以内に実施してください。 

⑨かごはＭＥＬＤ運転でＵＰ走行して、最下階＋２階に着床後、戸開する。（２停止の場合は最上階） 
⑩かご内作業員はＭＥＬＤ運転中、かご内「救出運転中ですしばらくおまちください」灯が点灯し、

「ドアが開いたらお降りください」のアナウンスがされることを確認する。 
⑪約１０秒後に戸閉し、ＭＥＬＤ動作が完了する。ＭＥＬＤ動作終了からの経過時間を測定する。 
⑫最下階乗場からピットに入り、ピットスイッチ箱の「ＥＬＤ１スイッチ」をＯＦＦ、その後、制御

盤にアクセスし制御盤内「ＥＬＤ」遮断器を遮断する。 
⑬ＭＥＬＤ動作終了からの経過時間が５分後の「ＥＬＤ」遮断器の１次側端子部（バッテリー電圧）

の電圧を測定する。 
⑭端子（バッテリー）電圧が、５０Ｖ以上あることを確認する。５０Ｖ未満の場合は、容量低下が進

んでいるものと推測されるので、寿命と判断する。 
⑮上記確認終了後、以下の手順で復帰する。（⑬の状態からの復帰） 

●かご操作盤開戸内「自動－手動切換スイッチ」が「手動」側に、「平常－点検スイッチ」が「点検」側

になっていることを確認する。 

●最下階乗場よりピットに入り、ピットスイッチ箱の「ＭＰスイッチ」をＯＮに戻し、制御盤内のＥＬ

Ｄ遮断器を投入する。次にＰ１カード（基板 KCD-110X または KCD-111X）に実装されている

ロータリースイッチＳＥＴ１を『０』、ＳＥＴ０を『８』に設定し、ＳＷ１を▽（下方）側に０．５秒

以上倒す。 

●ピットスイッチ箱の「ＥＬＤ１スイッチ」をＯＮに戻し、ピットから出る。 

●かご操作盤開戸内の「平常－点検スイッチ」を「平常」側に、「自動－手動切換スイッチ」を「自動」

側に復帰させる。 
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99--66--33--55  エエレレセセーーブブ用用ババッッテテリリーーのの点点検検  （（エエレレセセーーブブ仕仕様様付付のの場場合合）） 
    ◎エレセーブ運転異常灯の確認 

 エレセーブ運転装置の異常は、平常時にかご内「停電時自動運転中です」を点滅表示すること
により、その異常を表示しています。かご内「停電時自動運転中です」灯が点滅表示していな
いことを確認してください。 

注意１：点滅表示を確認した場合、エレセーブ運転装置の点検が必要です。また、場合によって
は、エレセーブ用バッテリーの交換が必要になることもあります。 

注意２：エレセーブ運転装置の異常点検は、複雑な確認手順が必要になります。異常を確認した
場合は運行管理者と相談の上、当社へご相談ください。 

 
    ◎バッテリーの液もれチェック 

エレセーブ制御盤に実装されている「エレセーブ用バッテリー」に液もれなどがないことを下
記に従い確認してください。（右図のバッテリーボックスは上下２ヶ設けられていますので、
全てのバッテリーボックスを確認ください） 

 
バッテリーボックスの正面 （ロット番号および、 
生産年月日が記載された面）の下部に設けられた四角 
の穴はバッテリー液漏れ点検口です。（右図） 
バッテリーボックス下部を覗き下記点検ください。 
 バッテリー取付ネジ端子部付近に、液漏れまたは白い粉状

の電解液の結晶の付着がないこと。 
 バッテリー取付ネジ端子部の腐食のないこと。 
 下部受け皿に、液漏れまたは白い粉状の電解液の結晶の付

着のないこと。 
注意１：上記点検で、もし、異常が認められた場合、エレセーブ 

運転装置の点検が必要です。 

また、場合によっては、エレセーブ用バッテリーの交換  

が必要になることもあります。 

注意２：エレセーブ運転装置の異常点検は、複雑な保守手順が必要になります。異常を確認した 

場合は当社へご相談ください。 

注意３：エレセーブ制御盤は昇降路下部の制御盤の上方に設置されています。 

注意４：トランク付仕様の場合その実装の制限から下記注意を参照にアクセスください。 
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99--77--22  エエレレセセーーブブ用用ババッッテテリリーーのの交交換換  （（エエレレセセーーブブ仕仕様様付付のの場場合合）） 
エレセーブ用バッテリーの交換は、複雑な保守手順が必要で、また交換後の調整が必要になりま
す。定期交換時期、または異常を確認した場合は当社にご用命ください。（有償となります。） 
 

  99--77--33  ババッッテテリリーー保保守守・・点点検検時時のの警警告告事事項項 

  

 

ババッッテテリリーーはは水水素素ガガススをを発発生生ささせせ、、火火災災のの原原因因ととななるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーのの

近近くくにに高高温温のの物物をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。（（タタババココ、、炎炎、、火火花花のの出出るるももののななどど））  

 

静静電電気気にによよるる火火花花でで発発火火すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーにに触触れれるる前前にに接接地地さされれたた金金

属属のの表表面面ををささわわりり、、身身体体かからら静静電電気気をを放放電電ししててくくだだささいい。。  

 

感感電電おおよよびび短短絡絡ななどどのの危危険険ががあありりまますすののでで、、交交換換ななどどのの作作業業をを行行うう場場合合はは、、絶絶縁縁ななどどのの予予防防

処処置置をを実実施施ししててくくだだささいい。。  

 

端端子子のの逆逆接接続続やや短短絡絡・・地地絡絡にによよりりややけけどどやや、、発発熱熱発発火火ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーー

はは、、正正ししくく接接続続くくだだささいい。。  

 

けけががををししたたりり、、ババッッテテリリーーがが破破損損すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーはは、、落落下下ささせせなないい

ででくくだだささいい。。  

 

漏漏液液ななどどにによよりり火火災災のの原原因因ににななるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーー単単位位（（非非常常電電源源用用ババッッ

テテリリーーはは４４個個単単位位））でで定定期期的的にに交交換換くくだだささいい。。  

 

感感電電、、けけがが、、ややけけどど、、発発煙煙、、発発火火、、短短絡絡ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーののふふたたをを開開けけ

たたりり、、箱箱をを分分解解ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。  

 

水水をを使使用用すするるとと、、火火災災をを拡拡大大ささせせるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーのの発発火火時時ににはは、、消消火火

ののたためめにに水水をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  

粉粉末末（（ＡＡＢＢＣＣ））消消火火器器をを用用いいててくくだだささいい。。  

 

ババッッテテリリーーがが爆爆発発すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、交交換換ししたたババッッテテリリーーはは適適切切にに処処分分ししててくくだだささ

いい。。  

 

    

制御盤非常電源用バッテリー部見取図 

12V バッテリー 

制御盤接続線 

(B00N) 

受皿 

バッテリー間接続線 

制御盤接続線

(BP +) 
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99--66--44  ババッッテテリリーー充充電電電電圧圧チチェェッックク 
ピットスイッチ箱の「ＭＰスイッチ」をＯＮし、制御盤内「ＥＬＤ」遮断器をＯＮにして、 
「ＥＬＤ」遮断器の１次側端子部（バッテリー電圧）の充電電圧を測定する。 
測定電圧がＤＣ５４～５６Ｖであることを確認してください。 
 

99--66--55  かかごご内内非非常常灯灯点点灯灯確確認認  

注注意意 

充充電電不不足足にによよるる動動作作不不全全にによよりり思思わわぬぬ事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、点点検検後後にに十十分分なな充充電電

時時間間をを確確保保ししててくくだだささいい。。  

かご内照明点灯中に、制御盤内ＭＣＢおよびＳＣＢ遮断器をＯＦＦするかまたは、建屋電気室
のエレベーター動力電源および照明電源遮断器をＯＦＦし、かご内非常灯が点灯することを 
確認する。また、非常灯の床面照度および連続点灯時間が所定値以上確保される事を確認する。
（３０分連続点灯で、床面照度が１ルクス以上） 

 
99--66--66  非非常常電電源源にによよるる通通話話機機能能のの確確認認  

注注意意 

充充電電不不足足にによよるる動動作作不不全全にによよりり思思わわぬぬ事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、点点検検後後にに十十分分なな充充電電

時時間間をを確確保保ししててくくだだささいい。。  

制御盤内ＭＣＢおよびＳＣＢ遮断器をＯＦＦするかまたは、建屋電気室のエレベーター動力電
源および照明電源の遮断器をＯＦＦし、停電状態でのインターホン通話機能を確認する。 

 

99--77  ババッッテテリリーーのの交交換換 

 
99--77--11  非非常常電電源源用用ババッッテテリリーーのの交交換換 

１．非常電源用バッテリーは１２Ｖ－密閉形蓄電池が４個、制御盤に設けられています。 
注意：新規バッテリーは電圧がＤＣ１２．５Ｖ以上ある事を確認してから取付けてください。 

２．制御盤「ＭＣＢ」と「ＥＬＤ」の遮断器をＯＦＦにする。 
３．バッテリーに繋がれている接続を端子部で外してください。 

注意：端子部のファストン端子を手で外してください。バッテリー間の接続線は落下させないこと。 

４．バッテリーと受皿を持って、制御盤から外してください。 
注意１：バッテリーと受皿が、ばらばらにならないよう両方ともしっかり支えてください。 
注意２：受皿、またはその周辺に電解液が漏れていたら、水に浸したウエスで拭き取ってくださ 

い。 

５．新しいバッテリーに取外した受皿をセットし、４個のバッテリーを制御盤に設置してくだ 
  さい。 

 注意：バッテリー間は等間隔で少し隙間を持たせて奥まで入れてください。バッテリーの 
交換日を名板に追記してください。 

６．バッテリー端子の極性を間違えずに接続線を繋いでください。 
注意：接続線はバッテリー底面より 60mm 以内になるよう配線してください。 

７．制御盤「ＭＣＢ」と「ＥＬＤ」の遮断器をＯＮにしてください。（通常充電状態となります） 
「ＥＬＤ」遮断器の１次側端子部（バッテリー電圧）の充電電圧がＤＣ５４～５６Ｖである 
 ことを確認してください。 

８．バッテリー前面には、制御盤接続線(BP+,B00N)とバッテリー間接続線のみ配線してください。 
  

警警告告  

 

ババッッテテリリーーのの内内容容物物はは劇劇物物をを含含みみまますす。。  

内内容容物物がが皮皮膚膚やや目目にに付付着着すするるとと火火傷傷やや失失明明ににつつななががるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーのの

取取扱扱いいはは慎慎重重にに行行っっててくくだだささいい。。  
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99--77--22  エエレレセセーーブブ用用ババッッテテリリーーのの交交換換  （（エエレレセセーーブブ仕仕様様付付のの場場合合）） 
エレセーブ用バッテリーの交換は、複雑な保守手順が必要で、また交換後の調整が必要になりま
す。定期交換時期、または異常を確認した場合は当社にご用命ください。（有償となります。） 
 

  99--77--33  ババッッテテリリーー保保守守・・点点検検時時のの警警告告事事項項 

  

 

ババッッテテリリーーはは水水素素ガガススをを発発生生ささせせ、、火火災災のの原原因因ととななるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーのの

近近くくにに高高温温のの物物をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。（（タタババココ、、炎炎、、火火花花のの出出るるももののななどど））  

 

静静電電気気にによよるる火火花花でで発発火火すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーにに触触れれるる前前にに接接地地さされれたた金金

属属のの表表面面ををささわわりり、、身身体体かからら静静電電気気をを放放電電ししててくくだだささいい。。  

 

感感電電おおよよびび短短絡絡ななどどのの危危険険ががあありりまますすののでで、、交交換換ななどどのの作作業業をを行行うう場場合合はは、、絶絶縁縁ななどどのの予予防防

処処置置をを実実施施ししててくくだだささいい。。  

 

端端子子のの逆逆接接続続やや短短絡絡・・地地絡絡にによよりりややけけどどやや、、発発熱熱発発火火ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーー

はは、、正正ししくく接接続続くくだだささいい。。  

 

けけががををししたたりり、、ババッッテテリリーーがが破破損損すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーはは、、落落下下ささせせなないい

ででくくだだささいい。。  

 

漏漏液液ななどどにによよりり火火災災のの原原因因ににななるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーー単単位位（（非非常常電電源源用用ババッッ

テテリリーーはは４４個個単単位位））でで定定期期的的にに交交換換くくだだささいい。。  

 

感感電電、、けけがが、、ややけけどど、、発発煙煙、、発発火火、、短短絡絡ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーののふふたたをを開開けけ

たたりり、、箱箱をを分分解解ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。  

 

水水をを使使用用すするるとと、、火火災災をを拡拡大大ささせせるるおおそそれれががあありりまますすののでで、、ババッッテテリリーーのの発発火火時時ににはは、、消消火火

ののたためめにに水水をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  

粉粉末末（（ＡＡＢＢＣＣ））消消火火器器をを用用いいててくくだだささいい。。  

 

ババッッテテリリーーがが爆爆発発すするるおおそそれれががあありりまますすののでで、、交交換換ししたたババッッテテリリーーはは適適切切にに処処分分ししててくくだだささ

いい。。  

 

    

制御盤非常電源用バッテリー部見取図 

12V バッテリー 

制御盤接続線 

(B00N) 

受皿 

バッテリー間接続線 

制御盤接続線

(BP +) 
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99--1100  エエレレベベーータターーのの時時計計調調整整  
エレベーターの時計の調整は、制御盤内、グループ制御盤内の基板で設定を行います。 
  
99--1100--11  11CC--22BBCC、、22CC--22BBCC のの場場合合のの時時計計調調整整手手順順 

制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X）に実装されているロータリースイッ
チ MON0、MON1 と、トグルスイッチ R/M・FWR 、SW1、SW2、RST を使用し、下記手順に
て設定を行います。（2C-2BC の場合は両方の号機に設定をお願いします。） 

   ※ロータリースイッチ SET１＝０、SET０＝８となっていることを確認の上、実施ください。 
 

最初にトグルスイッチ「R/M・FWR」を中立（MNT）の状態にした後、下記手順にて時計を調整し
ます。 

（1） 年（西暦下二桁）の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を西暦の下二桁に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 

1111） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると年（西暦下二桁）が設定されます。 

（2） 月の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を月に合わせてください。（例：4 月 ⇒ 0044、、  12 月 ⇒  

1122） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると月が設定されます。 

（3） 日の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 22 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を日に合わせてください。（例：7 日 ⇒ 0077、、  25 日 ⇒  

2255） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると日が設定されます。 

（4） 曜日の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 33 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG2」の数値がカウントアップします。 

（このとき「7SEG1」は --  を表示しています。） 
③ 「7SEG2」の数値を曜日に合わせてください。ただし、曜日設定は次の数値で設定します。 

（日 ⇒ 00、、月 ⇒  11、火 ⇒ 22、水 ⇒ 33、木 ⇒ 44、金 ⇒ 55、土 ⇒ 66） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると曜日が設定されます。 

（5） 時の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 44 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントアッ

プします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を時に合わせてください。（例：5 時 ⇒ 0055、、  12 時 ⇒  

1122） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると時が設定されます。 

（6） 分の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 55 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントアッ

プします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を時に合わせてください。（例：9 分 ⇒ 0099、、  43 分 ⇒  

4433） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると分が設定されます。 

（7） 終了処理 
① 時計設定が終わりましたら、トグルスイッチ「R/M・FWR」を R/M 側に倒し、最後にトグル

スイッチ「SW2」の右横にある、トグルスイッチ「RST」を押し下げてください。 
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99--77--44  ババッッテテリリーーのの電電解解液液のの警警告告事事項項 

  

 

ババッッテテリリーー電電解解液液がが目目にに入入るるとと失失明明、、皮皮膚膚にに付付くくととややけけどどののおおそそれれががあありりまますすののでで、、目目にに入入

っったた場場合合、、すすぐぐにに清清潔潔なな水水でで洗洗っったた後後、、速速ややかかにに医医師師のの治治療療をを受受けけててくくだだささいい。。皮皮膚膚やや衣衣類類

にに付付着着ししたた場場合合はは、、すすぐぐにに清清潔潔なな水水でで十十分分にに洗洗いい流流ししててくくだだささいい。。  

（電解液： ＭＥＬＤ用バッテリー … 希硫酸、 エレセーブ … 強アルカリ液） 
 

◎電解液がこぼれた場合は、適切な中和剤で洗ってください。 
 ＭＥＬＤ用バッテリーの電解液の場合、通常４リットルの水に対して５００ｇの重炭酸ソーダ

溶液を使用してください。 
 エレセーブ用バッテリーの電解液の場合、通常１リットルの水に対して３０ｇのほう酸溶液を

使用してください。      
 

99--77--55  リリ ササ イイ クク ルル へへ のの ごご 協協 力力 のの おお 願願 いい   
このエレベーターには、資源有効利用促進法（通称リサイクル法）に該当する密閉形蓄電池を使
用しています。使用済み電池はそのまま廃棄せず、リサイクルにご協力願います。 

該当する蓄電池を内蔵する装置および部品には   または   または   または 
のマークを貼り付けています。 

 

 

99--88  電電子子化化終終端端階階強強制制減減速速装装置置（（SSEETTSS））のの点点検検方方法法  
 
  
  
  
  

・SETS 装置は仕様条件により装着される場合とされない場合があります｡（AXIEZ smart-R には
SETS 装置は装着されません。）制御盤に貼られた注意名板で｢終端階強制減速装置(SETS 装置)
付エレベーター｣と表示されたエレベーターは下記に従い確実に点検・検査を実施ください｡ 

・SETS は弊社が大臣認定を取得した安全装置です｡大臣認定範囲を超えた改造または改修は｢法規
に不適合｣となるため禁止されています｡また、SETS 装置に係る制御機器(SETS 盤､SETS 制御
基板､調速機エンコーダ､基準位置センサなど)は修理･交換などやむを得ない場合を除き取外しが
禁止されています｡また､取外した状態での通常運転は禁止されています｡ 

・法定定期検査時には本書、13 項に指定した当社ホームページ（WebSite）で開示している検査
が必要です。なお、検査結果は定期検査報告書特記欄の「上記以外の検査項目」欄に電子化終端
階強制減速装置(ＳＥＴＳ)機能確認 良、否 として記録ください。 

・通常保守、点検時には上記、法定検査項目を計画的にご確認ください。 
 

99--99  戸戸開開走走行行保保護護装装置置（（UUCCMMPP））のの点点検検方方法法  
戸開走行保護装置（UCMP：Unintended Car Movement Protection）の保守および点検は以
下に示す内容を確認して実施してください。詳細については本書、13 項に指定した当社ホームペ
ージ（WebSite）で開示している内容を参照してください。 
● 戸開走行保護装置形名と大臣認定番号の確認 
● 戸開走行保護装置のブレーキ確認（巻上機ブレーキの制動力の確認） 
● 制御基板および制御プログラムの確認 
● 特定距離感知装置の確認 
● かご戸および乗場戸スイッチの確認 
● かごエプロンの確認 
● ブレーキ動作感知装置の確認  

電子化終端階強制減速装置（SETS）とは 
大臣認定を取得した無段階の過速度検出特性を持つ終端階強制減速装置 
(SETS：Smooth Emergency Terminal Slowdown)のことです｡ 

Pb Ni-Cd Ni-MH Li-ｉｏｎ 
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99--1100  エエレレベベーータターーのの時時計計調調整整  
エレベーターの時計の調整は、制御盤内、グループ制御盤内の基板で設定を行います。 
  
99--1100--11  11CC--22BBCC、、22CC--22BBCC のの場場合合のの時時計計調調整整手手順順 

制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X）に実装されているロータリースイッ
チ MON0、MON1 と、トグルスイッチ R/M・FWR 、SW1、SW2、RST を使用し、下記手順に
て設定を行います。（2C-2BC の場合は両方の号機に設定をお願いします。） 

   ※ロータリースイッチ SET１＝０、SET０＝８となっていることを確認の上、実施ください。 
 

最初にトグルスイッチ「R/M・FWR」を中立（MNT）の状態にした後、下記手順にて時計を調整し
ます。 

（1） 年（西暦下二桁）の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を西暦の下二桁に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 

1111） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると年（西暦下二桁）が設定されます。 

（2） 月の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を月に合わせてください。（例：4 月 ⇒ 0044、、  12 月 ⇒  

1122） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると月が設定されます。 

（3） 日の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 22 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントア

ップします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を日に合わせてください。（例：7 日 ⇒ 0077、、  25 日 ⇒  

2255） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると日が設定されます。 

（4） 曜日の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 33 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG2」の数値がカウントアップします。 

（このとき「7SEG1」は --  を表示しています。） 
③ 「7SEG2」の数値を曜日に合わせてください。ただし、曜日設定は次の数値で設定します。 

（日 ⇒ 00、、月 ⇒  11、火 ⇒ 22、水 ⇒ 33、木 ⇒ 44、金 ⇒ 55、土 ⇒ 66） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると曜日が設定されます。 

（5） 時の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 44 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントアッ

プします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を時に合わせてください。（例：5 時 ⇒ 0055、、  12 時 ⇒  

1122） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると時が設定されます。 

（6） 分の設定 
① ロータリースイッチ「MON1」を 66 に、「MON0」を 55 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「SW2」を上に押し上げると「7SEG1」と「7SEG2」の数値がカウントアッ

プします。 
③ 「7SEG1」と「7SEG2」の数値を時に合わせてください。（例：9 分 ⇒ 0099、、  43 分 ⇒  

4433） 
④ トグルスイッチ「SW2」を下に押し下げると分が設定されます。 

（7） 終了処理 
① 時計設定が終わりましたら、トグルスイッチ「R/M・FWR」を R/M 側に倒し、最後にトグル

スイッチ「SW2」の右横にある、トグルスイッチ「RST」を押し下げてください。 
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す。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED2」と「LED3」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED2」と「LED3」の数値を日に合わせてください。（例：7 日 ⇒ 0077、、  25 日 ⇒  

2255） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、日が設定されます。 

（5） 年（西暦上二桁）の設定 
① ロータリースイッチ「MODE」を 22 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦上二桁）の修正

モードとなります。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」と「LED1」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED0」と「LED1」の数値を年（西暦上二桁）に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 2200） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦上二桁）が設定

されます。 
（6） 年（西暦下二桁）の設定 

① ロータリースイッチ「MODE」を 22 に、「DATA」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦下二桁）の修正

モードとなります。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED2」と「LED3」の数値がカ

ウントアップします。 
④ 「LED2」と「LED3」の数値を年（西暦下二桁）に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 

1111） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦下二桁）が設定

されます。 
（7） 曜日の設定 

① ロータリースイッチ「MODE」を 33 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、曜日の修正モードとなり

ます。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」の数値がカウントアップ

します。 
④ 「LED0」の数値を曜日に合わせてください。ただし、曜日設定は次の数値で設定します。 

（日 ⇒ 00、、月 ⇒  11、火 ⇒ 22、水 ⇒ 33、木 ⇒ 44、金 ⇒ 55、土 ⇒ 66） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、曜日が設定されます。 

  

    

 

60 

 

99--1100--22  11CC--22BBCC、、22CC--22BBCC のの場場合合のの時時計計のの確確認認方方法法 

表 9-10-2 に示しますとおり、制御盤内 P1 カード(基板 KCD-110X または KCD-111X）に

実装されているロータリースイッチ「MON1」、「MON0」により設定した時計情報を確認してくだ

さい。 

 

表 9-10-2 制御盤内ロータリースイッチでの時計(現時刻)の表示方法 

ロータリーSW 

表示項目 

7segLEDの表示内容 

備考 Ｍ
Ｏ
Ｎ
１ 

Ｍ
Ｏ
Ｎ
０ 

7SEG2 7SEG1 

6 0 「西暦」の表示 年号十位 年号一位 西暦下二桁 

6 1 「月」の表示 月十位 月一位  

6 2 「日」の表示 日十位 日一位  

6 3 「曜日」の表示 — 曜日 
0:日，1:月，2:火，3:水，

4:木，5:金，6:土 

6 4 「時」の表示 時十位 時一位  

6 5 「分」の表示 分十位 分一位  

※「7SEG3」は「MON0」の値を表示しています。 

 

99--1100--33  ΣΣAAII--2222 のの場場合合のの時時計計調調整整手手順順 
グループ制御盤内 GP1 カード(基板 KCC-100X）に実装されているロータリースイッチ MODE、

DATA と、トグルスイッチ FWD/SET、RST を使用し、下記手順にて設定を行います。 
（1） 時の設定 

① ロータリースイッチ「MODE」を 00 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、時の修正モードとなりま

す。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」と「LED1」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED0」と「LED1」の数値を時に合わせてください。（例：5 時 ⇒ 0055、、  12 時 ⇒  1122） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、時が設定されます。 

（2） 分の設定 
① ロータリースイッチ「MODE」を 00 に、「DATA」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、分の修正モードとなりま

す。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED2」と「LED3」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED2」と「LED3」の数値を分に合わせてください。（例：9 分 ⇒ 0099、、  43 分 ⇒  4433） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、分が設定されます。 

（3） 月の設定 
① ロータリースイッチ「MODE」を 11 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、月の修正モードとなりま

す。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」と「LED1」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED0」と「LED1」の数値を月に合わせてください。（例：4 月 ⇒ 0044、、  12 月 ⇒  

1122） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、月が設定されます。 

（4） 日の設定 
① ロータリースイッチ「MODE」を 11 に、「DATA」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、日の修正モードとなりま
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す。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED2」と「LED3」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED2」と「LED3」の数値を日に合わせてください。（例：7 日 ⇒ 0077、、  25 日 ⇒  

2255） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、日が設定されます。 

（5） 年（西暦上二桁）の設定 
① ロータリースイッチ「MODE」を 22 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦上二桁）の修正

モードとなります。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」と「LED1」の数値がカウ

ントアップします。 
④ 「LED0」と「LED1」の数値を年（西暦上二桁）に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 2200） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦上二桁）が設定

されます。 
（6） 年（西暦下二桁）の設定 

① ロータリースイッチ「MODE」を 22 に、「DATA」を 11 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦下二桁）の修正

モードとなります。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED2」と「LED3」の数値がカ

ウントアップします。 
④ 「LED2」と「LED3」の数値を年（西暦下二桁）に合わせてください。（例：2011 年 ⇒ 

1111） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、年（西暦下二桁）が設定

されます。 
（7） 曜日の設定 

① ロータリースイッチ「MODE」を 33 に、「DATA」を 00 に合わせてください。 
② トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、曜日の修正モードとなり

ます。 
③ トグルスイッチ「FWD/SET」を FWD 側に押し上げると「LED0」の数値がカウントアップ

します。 
④ 「LED0」の数値を曜日に合わせてください。ただし、曜日設定は次の数値で設定します。 

（日 ⇒ 00、、月 ⇒  11、火 ⇒ 22、水 ⇒ 33、木 ⇒ 44、金 ⇒ 55、土 ⇒ 66） 
⑤ トグルスイッチ「FWD/SET」を SET 側に 1 秒以上押し下げると、曜日が設定されます。 
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99--1111  地地震震時時管管制制運運転転動動作作のの確確認認方方法法  

地震時管制運転動作の確認を乗場にて行う場合は、下記要領にて実施可能です。 

※対象感知器：Ｐ波・Ｓ波一体型（感知器本体上部に「PS 波」と記載） 

  備考：感知器の形名は「SEC 形」「SEF 形」があり、それぞれ確認方法が異なります。 

定格銘板の右上に記載された形名を確認の上、作業を実施してください。 

 

【SEC 形の場合】※定格銘板の右上に「SEC-X 形」(X は 5 桁以上の英数字にて構成)と記載 

①制御盤／群管理盤／増設盤内の｢PST｣コネクタのピン番号「２」－「３」間に、乗場からＤＣ４８

Ｖ（ピン番号「２」がＤＣ４８Ｖ、ピン番号「３」が０Ｖ）を印加できるよう配線します。 

注意：コネクタを挿抜する際は下記の遮断器あるいはトグルスイッチを遮断(OFF)してください。 

【シングルカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣および｢ELD｣。 

【マルチカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣，｢ELD｣および「ACB」，並びに，群管理盤／増設盤内のトグルスイッ

チ｢GB｣。 

備考：＜｢PST｣コネクタに嵌合するコネクタ＞ 

   コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７８１２８－３

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

備考：下記のようなハーネスを製作し、制御盤／群管理盤／増設盤内の「ＰＳ１」コネクタおよび

「PST」コネクタに挿入すれば、エレベーターの回路からＤＣ４８Ｖを供給可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（感知器側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８９６４－7 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社製 １７５２８９－2 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（制御盤側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８２８９－７ 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

②乗場から｢PST｣コネクタのピン番号「２」－「３」間にＤＣ４８Ｖを印加するたびに、「Ｐ波」「低」

「高」の順にＰ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力が動作する。 

備考：出力動作はＤＣ４８Ｖの立下り時（上記ピン間電圧がＤＣ４８Ｖから０Ｖに変化した時）に

行われます。また、「P 波」動作後エレベーターからのリセット信号を受けると、再度「P 波」

から動作します。 

③Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力動作に伴い、管制運転動作が行われることを確認する。 

④Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器のリセットスイッチを押し、出力リレーをリセットする。 

⑤配線を元に戻し、エレベーターを平常運転に戻す。 

制御盤/群管理盤/増設盤 
ハーネス 

「PS1」 

コネクタ 

(地震感知器

側) 

Ｐ波・Ｓ波一体型

地震感知器へ 

「PS1」 

コネクタ 

(制御盤側) 

「PST」 

コネクタ 

ピン番号「A1」：DC48V
ピン番号「B1」：0V 

制御盤 

群管理盤 

増設盤 

いずれかの内

部回路へ 

その他の信号線 

(同じピン番号同

士を接続) 

乗場 

「A1」

「B1」 

電圧印加用スイッチ 

「2」

「3」
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99--1100--44  ΣΣAAII--2222 のの場場合合のの時時計計のの確確認認方方法法 

表 9-10-4 に示しますとおり、グループ制御盤内 GP1 カード(基板 KCC-100X）に実装されて

いるロータリースイッチ MODE、DATA により設定した時計情報を確認してください。 

 

表 9-10-4 増設盤内ロータリースイッチでの時計(現時刻)の表示方法 

ロータリーSW 

表示項目 

データ部の表示内容 

備考 Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

【データ部0】 【データ部1】 

LED0 LED1 LED2 LED3 

0 X 「時分」の表示 時 分 24時間表示 

1 X 「月日」の表示 月 日  

2 X 「西暦」の表示 年号上位 年号下位 西暦 

3 X 「曜日」の表示 曜日 — — 
0:日，1:月，2:火，3:水，

4:木，5:金，6:土 

4 X 「分秒」の表示 分 秒 60進数表示 

5 X 
補正用データの表

示 
修正秒数 修正経過日数 「(2)時計の補正」参照 

   X：任意の値 
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99--1111  地地震震時時管管制制運運転転動動作作のの確確認認方方法法  

地震時管制運転動作の確認を乗場にて行う場合は、下記要領にて実施可能です。 

※対象感知器：Ｐ波・Ｓ波一体型（感知器本体上部に「PS 波」と記載） 

  備考：感知器の形名は「SEC 形」「SEF 形」があり、それぞれ確認方法が異なります。 

定格銘板の右上に記載された形名を確認の上、作業を実施してください。 

 

【SEC 形の場合】※定格銘板の右上に「SEC-X 形」(X は 5 桁以上の英数字にて構成)と記載 

①制御盤／群管理盤／増設盤内の｢PST｣コネクタのピン番号「２」－「３」間に、乗場からＤＣ４８

Ｖ（ピン番号「２」がＤＣ４８Ｖ、ピン番号「３」が０Ｖ）を印加できるよう配線します。 

注意：コネクタを挿抜する際は下記の遮断器あるいはトグルスイッチを遮断(OFF)してください。 

【シングルカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣および｢ELD｣。 

【マルチカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣，｢ELD｣および「ACB」，並びに，群管理盤／増設盤内のトグルスイッ

チ｢GB｣。 

備考：＜｢PST｣コネクタに嵌合するコネクタ＞ 

   コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７８１２８－３

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

備考：下記のようなハーネスを製作し、制御盤／群管理盤／増設盤内の「ＰＳ１」コネクタおよび

「PST」コネクタに挿入すれば、エレベーターの回路からＤＣ４８Ｖを供給可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（感知器側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８９６４－7 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社製 １７５２８９－2 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（制御盤側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８２８９－７ 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

②乗場から｢PST｣コネクタのピン番号「２」－「３」間にＤＣ４８Ｖを印加するたびに、「Ｐ波」「低」

「高」の順にＰ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力が動作する。 

備考：出力動作はＤＣ４８Ｖの立下り時（上記ピン間電圧がＤＣ４８Ｖから０Ｖに変化した時）に

行われます。また、「P 波」動作後エレベーターからのリセット信号を受けると、再度「P 波」

から動作します。 

③Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力動作に伴い、管制運転動作が行われることを確認する。 

④Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器のリセットスイッチを押し、出力リレーをリセットする。 

⑤配線を元に戻し、エレベーターを平常運転に戻す。 

制御盤/群管理盤/増設盤 
ハーネス 

「PS1」 

コネクタ 

(地震感知器

側) 

Ｐ波・Ｓ波一体型

地震感知器へ 

「PS1」 

コネクタ 

(制御盤側) 

「PST」 

コネクタ 

ピン番号「A1」：DC48V
ピン番号「B1」：0V 

制御盤 

群管理盤 

増設盤 

いずれかの内

部回路へ 

その他の信号線 

(同じピン番号同

士を接続) 

乗場 

「A1」

「B1」 

電圧印加用スイッチ 

「2」

「3」
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■1100..  閉閉じじ込込めめ救救出出  

1100--11  閉閉じじ込込めめ救救出出のの手手順順  

全体の作業の流れを把握し、かご内の状況を確認してから救出作業を実施してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1100--２２  救救出出作作業業手手順順  

以下の手順に従って救出を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉閉じじ込込めめ発発生生

故障による閉じ込め発生 停電による閉じ込め発生

かご内への指示 かご内への呼びかけ

かご内への呼びかけ

かご内の状況確認

かご内への連絡

作業手順１へ
各階の乗場の戸を確認

かご内の状況確認

停電時間の確認

長時間になりそう 停電が短時間

送電の再開かご内への連絡

救出

閉閉じじ込込めめ発発生生

故障による閉じ込め発生 停電による閉じ込め発生

かご内への指示 かご内への呼びかけ

かご内への呼びかけ

かご内の状況確認

かご内への連絡

作業手順１へ
各階の乗場の戸を確認

かご内の状況確認

停電時間の確認

長時間になりそう 停電が短時間

送電の再開かご内への連絡

救出

各階の乗場の戸を確認
作業手順１

かご位置確認

かご床と乗場床レベルが

概ね合っているか

作業手順２

ポータブルブレーキ開放装置で
かごを最寄階まで動かす

作業手順３

最寄階の乗場から救出する
作業手順４

復旧

ＮＯ ＹＥＳ

各階の乗場の戸を確認
作業手順１

かご位置確認

かご床と乗場床レベルが

概ね合っているか

作業手順２

ポータブルブレーキ開放装置で
かごを最寄階まで動かす

作業手順３

最寄階の乗場から救出する
作業手順４

復旧

ＮＯ ＹＥＳ

作業手順 5 

ドア 

ドア 
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【SEF 形の場合】※定格銘板の右上に「SEF-X 形」(X は 5 桁以上の英数字にて構成)と記載 

①制御盤／群管理盤／増設盤内の｢PST｣コネクタのピン番号「２」に、乗場からＤＣ４８Ｖを印加で

きるよう配線します。 

注意：コネクタを挿抜する際は下記の遮断器あるいはトグルスイッチを遮断(OFF)してください。 

【シングルカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣および｢ELD｣。 

【マルチカーの場合】 

制御盤内の｢MCB｣，｢ELD｣および「ACB」，並びに，群管理盤／増設盤内のトグルスイッ

チ｢GB｣。 

備考：＜｢PST｣コネクタに嵌合するコネクタ＞ 

   コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７８１２８－３

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

備考：下記のようなハーネスを製作し、制御盤／群管理盤／増設盤内の「ＰＳ１」コネクタおよび

「PST」コネクタに挿入すれば、エレベーターの回路からＤＣ４８Ｖを供給可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（感知器側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８９６４－7 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社製 １７５２８９－2 

＜｢ＰＳ１｣コネクタ（制御盤側）に嵌合するコネクタ＞ 

コネクタハウジング：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １７８２８９－７ 

コネクタピン：タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 製 １－１７５２１８－２ 

②乗場から｢PST｣コネクタのピン番号「２」にＤＣ４８Ｖを印加するたびに、「Ｐ波」「低」「高」の順

にＰ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力が動作する。 

備考：出力動作は DC48V が 1 秒以上 5 秒未満印加された時に行われます。5 秒以上印加された

場合は出力および表示がリセットされますので注意してください。また、「P 波」動作後エレ

ベーターからリセット信号を受けると、再度「P 波」から動作します。 

③Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器の出力動作に伴い、管制運転動作が行われることを確認する。 

④Ｐ波・Ｓ波一体型地震感知器のリセットスイッチを押し、出力リレーをリセットする。 

⑤配線を元に戻し、エレベーターを平常運転に戻す。 

 

制御盤/群管理盤/増設盤 
ハーネス 

「PS1」 

コネクタ 

(地震感知器

側) 

Ｐ波・Ｓ波一体型

地震感知器へ 

「PS1」 

コネクタ 

(制御盤側) 

「PST」 

コネクタ 

ピン番号「A1」：DC48V 制御盤 

群管理盤 

増設盤 

いずれかの内

部回路へ 

その他の信号線 

(同じピン番号同

士を接続) 

乗場 

「A1」

電圧印加用スイッチ 

「2」
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■1100..  閉閉じじ込込めめ救救出出  

1100--11  閉閉じじ込込めめ救救出出のの手手順順  

全体の作業の流れを把握し、かご内の状況を確認してから救出作業を実施してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1100--２２  救救出出作作業業手手順順  

以下の手順に従って救出を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉閉じじ込込めめ発発生生

故障による閉じ込め発生 停電による閉じ込め発生

かご内への指示 かご内への呼びかけ

かご内への呼びかけ

かご内の状況確認

かご内への連絡

作業手順１へ
各階の乗場の戸を確認

かご内の状況確認

停電時間の確認

長時間になりそう 停電が短時間

送電の再開かご内への連絡

救出

閉閉じじ込込めめ発発生生

故障による閉じ込め発生 停電による閉じ込め発生

かご内への指示 かご内への呼びかけ

かご内への呼びかけ

かご内の状況確認

かご内への連絡

作業手順１へ
各階の乗場の戸を確認

かご内の状況確認

停電時間の確認

長時間になりそう 停電が短時間

送電の再開かご内への連絡

救出

各階の乗場の戸を確認
作業手順１

かご位置確認

かご床と乗場床レベルが

概ね合っているか

作業手順２

ポータブルブレーキ開放装置で
かごを最寄階まで動かす

作業手順３

最寄階の乗場から救出する
作業手順４

復旧

ＮＯ ＹＥＳ

各階の乗場の戸を確認
作業手順１

かご位置確認

かご床と乗場床レベルが

概ね合っているか

作業手順２

ポータブルブレーキ開放装置で
かごを最寄階まで動かす

作業手順３

最寄階の乗場から救出する
作業手順４

復旧

ＮＯ ＹＥＳ

作業手順 5 

ドア 

ドア 
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作作業業手手順順３３  ポポーータタブブルルブブレレーーキキ開開放放装装置置（（電電気気式式））ででエエレレベベーータターーをを動動かかすす  

 

 

 

 

防滴キャップ収納状態【原状】は 

左図のとおりです。 

 

①最下階乗場のインジケータま

たは押ボタンボックス内部か

ら防滴キャップに内蔵されて

いる「ＤＤ」と表示されたコネ

クタを引き出し、ポータブルブ

レーキ開放装置（電気式）を接

続してください。 

 

 

 

②先に取り外した運転阻止コネクタをポータブルブレーキ開放装置 

（電気式）側のＤM と表示されたコネクタに取付けてください。 

 

③非常通話用ヘッドセットを使って利用者にかごのドアが閉って

いることを確認すると同時に、かごが動くことを知らせてくだ

さい。 

 

④ポータブルブレーキ開放装置（電気式）の押ボタン「開放」を２

つ同時に押してください。ブレーキが開放します。なお、ブレー

キ開放は重力の作用でかごが増速するのを防ぐために、断続的

に行ってください。 

警警告告 

事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、「「BBKKDD」」ボボタタンンにによよるるブブレレーーキキ開開放放はは、、断断続続的的にに行行っっててくく

だだささいい。。  

 

⑤乗場ドアの開いた隙間からロープの動きを見ながら、かごを最寄の階まで移動させてください。 

 

⑥かごと釣合おもりの質量差によっては、かごが移動しない場合があります。このような場合は、救出

用おもりをかご上作業床に載せてかごを下降させてください。 

    

同時に押す 

防滴キャップ 

DD コネクタ 
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作作業業手手順順１１ 各各階階乗乗場場ドドアアをを確確認認  

① すべての階の乗場ドアが閉じていることを確認してください。 

② 乗場のドアが開いていた場合は、必ず完全に閉じてください。 

作作業業手手順順２２ かかごご位位置置をを確確認認  

① 運転阻止コネクタを外してください。（６-１項 参照） 

② 足の位置をきめ、体を安定させてください。 

③ 乗場戸錠外し鍵で最下階のドアを開いてください。 

④ 扉固定装置を使用して、乗場ドアを少し開いた状態で固定してください。 

  ドア下戸脚部に扉固定装置の切欠き部をはめ込み、敷居溝に合わせて固定ゴムを溝に

押し込み固定する。 

    注意１：中央引き戸は両方のドアシューを固定。 

    注意２：片引き戸は扉固定装置の片端を戸当り柱に当てて使用。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

⑤ かご位置を確認します。 

かご位置が概ね乗場に合っている場合（かごと乗場の段差が 60cm 以内） 

→ 作業手順４へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合っていない場合 

→ 作業手順３へ 
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作作業業手手順順３３  ポポーータタブブルルブブレレーーキキ開開放放装装置置（（電電気気式式））ででエエレレベベーータターーをを動動かかすす  

 

 

 

 

防滴キャップ収納状態【原状】は 

左図のとおりです。 

 

①最下階乗場のインジケータま

たは押ボタンボックス内部か

ら防滴キャップに内蔵されて

いる「ＤＤ」と表示されたコネ

クタを引き出し、ポータブルブ

レーキ開放装置（電気式）を接

続してください。 

 

 

 

②先に取り外した運転阻止コネクタをポータブルブレーキ開放装置 

（電気式）側のＤM と表示されたコネクタに取付けてください。 

 

③非常通話用ヘッドセットを使って利用者にかごのドアが閉って

いることを確認すると同時に、かごが動くことを知らせてくだ

さい。 

 

④ポータブルブレーキ開放装置（電気式）の押ボタン「開放」を２

つ同時に押してください。ブレーキが開放します。なお、ブレー

キ開放は重力の作用でかごが増速するのを防ぐために、断続的

に行ってください。 

警警告告 

事事故故発発生生ののおおそそれれががあありりまますすののでで、、「「BBKKDD」」ボボタタンンにによよるるブブレレーーキキ開開放放はは、、断断続続的的にに行行っっててくく

だだささいい。。  

 

⑤乗場ドアの開いた隙間からロープの動きを見ながら、かごを最寄の階まで移動させてください。 

 

⑥かごと釣合おもりの質量差によっては、かごが移動しない場合があります。このような場合は、救出

用おもりをかご上作業床に載せてかごを下降させてください。 

    

同時に押す 

防滴キャップ 

DD コネクタ 
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＜救出用おもりの取り付け方法＞ 

 

(1)脚立形作業台を準備ください。 

 

(2)ロープ掴みを非常止め連結側の調速機

ロープに取り付けてください。ロープ

折り返し部をかご側とし、ロープ掴み

を調速機ロープに挟み込み、ボルトを

締め込んで固定してください。 

 

 

 

 

(3)ロープ組立の端部のフック部をかご側

緩衝器台の穴に引っ掛けてください。 

ピット深さによって、ロープ組立端部

にフック部がないタイプもありますが、

その場合は、リーズロックを用いてロ

ープ端末部を固定し、ロープ長さ調整

をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)ロ－プ掴みのロープ折り返し部にロ

ープを通し、ロープのフック部に取付

金を引っ掛けてください。  

 

 

(５)救出用おもりを取付金に引っ掛けて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かご側緩衝器台 

穴 

ロープ組立のフック部 

リーズロック 

ロープ掴み 

調速機ロープ 

（非常止め連結側） 

ボルト 

ロープ折り返し部 

かご側 かべ側 

救出用おもり 

取付金 

フック 

ロープ折り返し部

ロープ掴み

ロープ 
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＜リーズロック使用方法＞ 

リーズロックを用いたロープ長さ調整

方法は以下の通りです。

作業手順① 

リーズロックにある矢印の方向にロー

プ組立のロープ端末部を差し込んでく

ださい。

作業手順② 

かご側緩衝器台の穴にロープ端末部を

通し、リーズロックの反対側の穴に差

し込んでください。 

作業手順③ 

リーズロックのピンを矢印方向に移動

させてロックを解除し、ロープの長さ

を調整してください。

かご側緩衝器台 

取付穴 

リーズロック

ロープ組立(ロープ端末部)

ピン 

リーズロック
(250)

ピン

ロープ組立
矢印 (ロープ端末部)
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＜リーズロック使用方法＞ 

リーズロックを用いたロープ長さ調整

方法は以下の通りです。

作業手順① 

リーズロックにある矢印の方向にロー

プ組立のロープ端末部を差し込んでく

ださい。

作業手順② 

かご側緩衝器台の穴にロープ端末部を

通し、リーズロックの反対側の穴に差

し込んでください。 

作業手順③ 

リーズロックのピンを矢印方向に移動

させてロックを解除し、ロープの長さ

を調整してください。

かご側緩衝器台 

取付穴 

リーズロック

ロープ組立(ロープ端末部)

ピン 

リーズロック
(250)

ピン

ロープ組立
矢印 (ロープ端末部)
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救救出出用用おおももりり取取付付全全体体図図  

  

作作業業手手順順４４  乗乗場場よよりり救救出出すするる  

① かごがいる階へ移動してください。 

② 乗場のドアをたたくか、外から呼びかけて、乗場ドアの向こうに かごがあることを

確認してください。 

③ 足の位置を決め、体を安定させてください。 

④ 乗場戸錠外し鍵で乗場ドアの錠を外し、ドアを 10cm 程度開けて かごがあることを

確認してください。 

ロープ掴み組立 

救出用おもり 

取付金 

ロープ組立 

調速機ロープ 

脚立形作業台 

かご緩衝器台 
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⑤ かごが見えない、またはかごと乗場の段差が概ね 60cm 以上あった場合は ただちに

乗場のドアを閉めて、「作業手順３ ポータブルブレーキ開放装置（電気式）でエレベ

ーターを動かす」の要領で、再度、エレベーターを動かし、かごと乗場の位置を合わ

せてください。 

 

⑥ かごと乗場の段差が概ね 60cm 以内の場合は、乗場のドアを押さえて、閉らないよ

うにし、乗場戸錠外しを抜き取った後、乗場のドアを全開してください。 

 

⑦ かごのドアを開けて、利用者に足元や頭上に注意を促しながら、救出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 乗場からかごのドアを開く時､かごの位置によってはかごのドアベーンと、 

上の階の乗場追加敷居が干渉することがあります｡このときはドア装置が設置さ 

れている桁上または、かご下スカート部に貼られている｢手動開閉時の注意｣を参 

照して乗場追加敷居を外してください。 

 

 

作作業業手手順順５５  復復旧旧  

      乗客のかご内閉じ込め原因､または救出作業により復旧の方法が異なります。状況にあわ 

      せた適切な対応をしてください。 

① かご操作盤開戸内「運転-休止スイッチ」を「休止」側にしてください。 

② 最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内に救出作業で抜いた､運転阻止コネクタ 

 をはめ込み､必ず防滴キャップへコネクタ類を収納し、原状復帰してください。収納時は 

原状の確認・防滴キャップの上下方向の確認・配線噛み込みが無いことの確認を行ってく 

ださい。最下階乗場インジケータ、または乗場ボタンをもとに戻してください。 

③ 救出作業で､救出おもりを載せた場合､載せたおもりを取り除いてください。 

   注意：救出おもりの復帰はエレベーター電源復電後に行ってください。 

④ かごドア､乗場ドアを完全に閉めてください。 

⑤ 平常運転への復帰は、エレベーター電源復電後､全ての復旧作業を確認し､全サービス階 

 の点検運転を実施した後に､行ってください。 

 

閉じ込めが停電以外で発生した場合､原因を特定し必ず解決してください。 

問題が解決するまでは一般の方がエレベーターを利用できないように 

処置してください。 

 

平常運転に戻す前に､全階を運転して異常がない事を確かめてください。 
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⑤ かごが見えない、またはかごと乗場の段差が概ね 60cm 以上あった場合は ただちに

乗場のドアを閉めて、「作業手順３ ポータブルブレーキ開放装置（電気式）でエレベ

ーターを動かす」の要領で、再度、エレベーターを動かし、かごと乗場の位置を合わ

せてください。 

 

⑥ かごと乗場の段差が概ね 60cm 以内の場合は、乗場のドアを押さえて、閉らないよ

うにし、乗場戸錠外しを抜き取った後、乗場のドアを全開してください。 

 

⑦ かごのドアを開けて、利用者に足元や頭上に注意を促しながら、救出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 乗場からかごのドアを開く時､かごの位置によってはかごのドアベーンと、 

上の階の乗場追加敷居が干渉することがあります｡このときはドア装置が設置さ 

れている桁上または、かご下スカート部に貼られている｢手動開閉時の注意｣を参 

照して乗場追加敷居を外してください。 

 

 

作作業業手手順順５５  復復旧旧  

      乗客のかご内閉じ込め原因､または救出作業により復旧の方法が異なります。状況にあわ 

      せた適切な対応をしてください。 

① かご操作盤開戸内「運転-休止スイッチ」を「休止」側にしてください。 

② 最下階乗場インジケータ、または乗場ボタン内に救出作業で抜いた､運転阻止コネクタ 

 をはめ込み､必ず防滴キャップへコネクタ類を収納し、原状復帰してください。収納時は 

原状の確認・防滴キャップの上下方向の確認・配線噛み込みが無いことの確認を行ってく 

ださい。最下階乗場インジケータ、または乗場ボタンをもとに戻してください。 

③ 救出作業で､救出おもりを載せた場合､載せたおもりを取り除いてください。 

   注意：救出おもりの復帰はエレベーター電源復電後に行ってください。 

④ かごドア､乗場ドアを完全に閉めてください。 

⑤ 平常運転への復帰は、エレベーター電源復電後､全ての復旧作業を確認し､全サービス階 

 の点検運転を実施した後に､行ってください。 

 

閉じ込めが停電以外で発生した場合､原因を特定し必ず解決してください。 

問題が解決するまでは一般の方がエレベーターを利用できないように 

処置してください。 

 

平常運転に戻す前に､全階を運転して異常がない事を確かめてください。 
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1122--22  定定期期交交換換部部品品以以外外のの部部品品  

 上記「12-1 定期交換部品」以外の部品は、エレベーターの設置環境や使用頻度などに応じて、使用期
間が異なります。 

 これらの部品は、本書に記載されている基準に基づいて点検を行い、その結果に基づいて交換を実施く
ださい。 

 

1122--33  長長期期修修繕繕計計画画  

 エレベーターを長期に渡って適法な状態に維持するために、部品の交換を計画的に実施することを推
奨いたします。 

 以下に掲載した「長期修繕計画の作成例」は、次の前提条件（想定）に基づいた部品交換計画の一例で
すが、実際の長期修繕計画は、エレベーターごとの仕様や設置環境、使用頻度などを考慮の上作成し、
必要に応じて見直しを行ってください。 

 

＜長期修繕計画の作成例＞ 
（前提条件） 

 エレベーターが風雨、潮風や特殊ガスにさらされることがなく、日光の直射がない屋内に設置された場
合を想定しています。 

 エレベーターの使用頻度（「起動～停止」を繰り返す回数）が１日に概ね 1000 回程度の場合を想定し
ています。 

 悪戯や取扱い不良、地震・落雷・その他不可抗力に起因する交換は想定していません。 
 

 
交換部品 

使用期間の目安 
該当箇所／品名 部品名 

昇降路 

制御盤類 ファン 10 年 

主ﾛｰﾌﾟ 
主ﾛｰﾌﾟ（2 停止） ４年 
主ﾛｰﾌﾟ（３停止以上） 6 年 

調速機ﾛｰﾌﾟ 
調速機ﾛｰﾌﾟ（２停止） 8 年 
調速機ﾛｰﾌﾟ（３停止以上） 12 年 

調速機 調速機本体 16 年 

地震感知器 地震感知器本体 15 年 

秤装置 
秤装置ワイヤー 10 年 

秤装置ゴム座 5 年 

かご 

かご操作盤 液晶表示器（LCD）*1 14 年 

かごドア装置 

ドアハンガー一式 20 年 

連結ロープ 12 年 

ドアシュー（戸脚） 5 年 

歯付ベルト 12 年 

戸閉め反転装置 

（SDE） 

SDE 取付腕 14 年 

接続ケーブル 14 年 

スイッチ 14 年 

照明器具 

蛍光灯（停電灯を除く） 1 年 

安定器 9 年 

スターター 10 年 

LED 照明ユニット  10 年 

LED 電源ユニット  10 年 

かご/釣合おもり 

廻り機器 

ガイドシュー（かご/釣合おもり） 10 年 

換気装置（ファン） 10 年 

エアコン（オプション） 8 年 

ITV カメラ（オプション） ６年 

かご上ステーション ＤＣファン 10 年 
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■1111..  油油類類一一覧覧  
エレベーターの各部品には下記油類を使用しています｡機器の給油状況を確認して適宜､給油してく

ださい｡ 

使用部品 油の呼び番号 油状態 商品名（メーカー） 

巻上機ベアリング 三菱エレベーター油 No.25 グリス ユニマックスＲ No.２（協同油脂） 

返し車ベアリング 
三菱エレベーター油 No.5 グリス 

エピノックグリース AP(N)2 

（ＪＸＴＧエネルギー） 吊り車ベアリング 

レール給油器 

三菱エレベーター油 No.52 潤滑油 
シェルトナ S3M68 

（昭和シェル石油） 

かごドア装置 

乗場ドア装置 

調速機の軸･摺動部 

非常止めの軸部 

調速機ロープ張り車の軸部 

OBA－○○形，OBE－○○

形油入緩衝器 
三菱エレベーター油 No.4 

潤滑油 

（作動油） 

FBK オイル R032 

（ＪＸＴＧエネルギー） 

OBC○○形油入緩衝器 三菱エレベーター油 No.37 
潤滑油 

（作動油） 

スーパーハイランド 68 

（ＪＸＴＧエネルギー） 

主索（ロープ） 三菱エレベーター油 No.16 潤滑油 
ハイトラクションオイル 

ＭＤ－２Ｌ（東京製綱） 

■■1122..  交交換換部部品品  
  

交換部品はエレベーターの品質を保つため、当社純正品の使用を推奨します。なお、保守部品の

供給は製品出荷後２０年間を目処といたしておりますので、ご承知おき願います。 

 

交換部品の供給単位はエレベーターの品質を保つため、詳細な機種・仕様毎に当社で取り決めて

おります。当社取り決め単位以外の供給は、行っておりません。ご承知おき願います。 
 

1122--11  定定期期交交換換部部品品  

ここに掲載している定期交換部品は経時的に変化するために、所定の使用期間内での交換を推奨いた

します。 

 
交換部品 使用期間 

（※１） 該当箇所／品名 部品名 

昇降路 

制御盤類 

（制御盤、グループ制御盤） 

[グループ制御盤はオプション] 

メモリーバックアップ用電池 

（リチウムコイン電池） 
1 年 

主回路電解コンデンサ 10 年 

電磁接触器 10 年（※４） 

ヒューズ（インバーターユニット内） 10 年 

エレセーブ盤（オプション）バッテリー ６年 

非常電源用バッテリー ２年（※２） 

グループ制御メモリーバックアップ用電池 

（単３形マンガン乾電池） 
1 年 

P1 基板 基板型名 KCD-110□■ 
または KCD-111□■（※３） 

20 年 

かご かご上ステーション 主回路電解コンデンサ 10 年 
 
（※１）エレベーターの設置環境や使用頻度などによって早まる場合があります。 

部品交換の記録は定期検査時必要となりますので確実な管理をお願いします。 
（※２）停止階間距離が著しく長い場合には、使用期間が１年程度になる場合があります。 

詳細は、制御盤やバッテリー盤などの名板に記載されている交換周期に従ってください。 
（※３）基板型版末尾の□■は、それぞれ□は数字を、■はアルファベットを意味します。 

例．KCD-1116B 
（※４）電磁接触器について当社ホームページに記載の「平成 20 年国土交通省告示 283 号改正に伴

う追加情報」に記載の内容が優先されます。詳細については当社ホームページをご確認ください。 
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1122--22  定定期期交交換換部部品品以以外外のの部部品品  

 上記「12-1 定期交換部品」以外の部品は、エレベーターの設置環境や使用頻度などに応じて、使用期
間が異なります。 

 これらの部品は、本書に記載されている基準に基づいて点検を行い、その結果に基づいて交換を実施く
ださい。 

 

1122--33  長長期期修修繕繕計計画画  

 エレベーターを長期に渡って適法な状態に維持するために、部品の交換を計画的に実施することを推
奨いたします。 

 以下に掲載した「長期修繕計画の作成例」は、次の前提条件（想定）に基づいた部品交換計画の一例で
すが、実際の長期修繕計画は、エレベーターごとの仕様や設置環境、使用頻度などを考慮の上作成し、
必要に応じて見直しを行ってください。 

 

＜長期修繕計画の作成例＞ 
（前提条件） 

 エレベーターが風雨、潮風や特殊ガスにさらされることがなく、日光の直射がない屋内に設置された場
合を想定しています。 

 エレベーターの使用頻度（「起動～停止」を繰り返す回数）が１日に概ね 1000 回程度の場合を想定し
ています。 

 悪戯や取扱い不良、地震・落雷・その他不可抗力に起因する交換は想定していません。 
 

 
交換部品 

使用期間の目安 
該当箇所／品名 部品名 

昇降路 

制御盤類 ファン 10 年 

主ﾛｰﾌﾟ 
主ﾛｰﾌﾟ（2 停止） ４年 
主ﾛｰﾌﾟ（３停止以上） 6 年 

調速機ﾛｰﾌﾟ 
調速機ﾛｰﾌﾟ（２停止） 8 年 
調速機ﾛｰﾌﾟ（３停止以上） 12 年 

調速機 調速機本体 16 年 

地震感知器 地震感知器本体 15 年 

秤装置 
秤装置ワイヤー 10 年 

秤装置ゴム座 5 年 

かご 

かご操作盤 液晶表示器（LCD）*1 14 年 

かごドア装置 

ドアハンガー一式 20 年 

連結ロープ 12 年 

ドアシュー（戸脚） 5 年 

歯付ベルト 12 年 

戸閉め反転装置 

（SDE） 

SDE 取付腕 14 年 

接続ケーブル 14 年 

スイッチ 14 年 

照明器具 

蛍光灯（停電灯を除く） 1 年 

安定器 9 年 

スターター 10 年 

LED 照明ユニット  10 年 

LED 電源ユニット  10 年 

かご/釣合おもり 

廻り機器 

ガイドシュー（かご/釣合おもり） 10 年 

換気装置（ファン） 10 年 

エアコン（オプション） 8 年 

ITV カメラ（オプション） ６年 

かご上ステーション ＤＣファン 10 年 
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＜長期修繕計画の作成例（続き）＞ 

 

乗場 

乗場ドア  

ドアシュー（戸脚）基準階 6 年 

ドアシュー（戸脚）一般階 9 年 

ドアハンガー一式基準階 14 年 

ドアハンガー一式一般階 20 年 

連結ロープ基準階 14 年 

連結ロープ一般階 20 年 

クローザープーリー（樹脂） 10 年 

ディフェンスドア 

（遮煙ドア） 

下部気密材（パット） 

※遮煙仕様有りの場合に設けられます。 
３年（※5） 

下部以外気密材（パット） 

※遮煙仕様有りの場合に設けられます。 
６年（※5） 

敷居 
乗場追加敷居（アルミ製） 20 年 

乗場追加敷居（樹脂製） 5 年 

乗場位置表示機 
液晶表示器（3.5 インチ LCD）*1 4 年半 

液晶表示器（5.7 インチ LCD）*1 11 年 

乗場モニター 液晶（15 インチ LCD） 6 年 

その他 インターホン一式 15 年 
 

※5 遮煙ドアの気密材には合成樹脂を使用していることから、経年使用により、遮煙性能が

低下するおそれがありますので、定期的な交換をお勧めいたします。 

 

*1 かご・乗場を含む液晶表示器（LCD）について 

(1) 同一仕様品の保守品供給期間は引渡し後 7 年間です。 

引渡し後 7 年を経過しますと保守品の画面はデザインが変更になることがあります。 

(2) 引渡し後 7 年を経過して故障などで交換する場合、画面が新デザインへ変更された後

では、画面は新デザインでの部品供給となります。 

この際、画面デザインを旧バージョンで供給するには特注対応となります。この場合別

途設計費・設計期間が必要となります。 

 

◎エレベーターの仕様や設置環境、使用頻度などによって、ここに記載した部品以外の部品*

についても交換が必要になる場合があります。また、部品の使用期間も設置環境や使用頻度

などによって異なりますので、ご注意ください。 
 

＊ 上記には「12-1 定期交換部品」を掲載しておりませんが、長期修繕計画を立案する場合は必

ず考慮してください。 

＊ エレベーターの設置環境や使用頻度などによっては、巻上機、ドア装置、吊り車、調速機、制御

ケーブル、プリント基板、トランス類、かご室の内装、液晶パネル、かご床タイルなども交換が

必要になる場合がありますので、必要に応じ考慮してください。 

1122--44  当当社社取取りり決決めめ単単位位ののああるる交交換換部部品品  

 エレベーターの品質を保つため、当社では一部の機器について、当社が取り決めた単位での部品供

給を行っております。ご承知おきください。単位については別途お問合せください。 

1122--55  機機器器交交換換のの際際にに当当社社施施工工ととななるる機機器器  

エレベーターの品質を保つため、一部の機器については機器交換の施工を当社で行う場合がありま

すので、ご承知おきください。 
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■■1133．．法法定定検検査査にに関関すするる事事項項  
法定検査に関する当社の製品情報は下記の当社ホームページを参照してください。 

なお、掲載されている情報は、予告なく改定する場合がありますので検査前に必ずご確認くださ 

い。 
 
 ＜当社ホームページ URL＞ 

https://www.mebs.co.jp/owners/check/ 

  
  

■■1144．．参参考考文文献献  
書籍名 発行元 

国土交通大臣指定昇降機検査資格者講習テキスト 発行：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

建築設備設計基準 令和３年版 
監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般財団法人全国建設研修センター 

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） 

令和４年版 

監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般社団法人公共建築協会 

機械設備工事監理指針 令和４年版 
監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般社団法人公共建築協会 

「昇降機の適切な維持管理に関する指針  監修：国土交通省住宅局建築指導課  

昇降機・遊戯施設定期検査業務基準書 ２０１７年版 編集・発行：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

昇降機技術基準の解説 2016 年版 

昇降機技術基準の解説 2016 年版（追補版） 

編集：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

   一般社団法人 日本エレベーター協会 

建築保全業務共通仕様書  

同積算基準の解説 令和５年版 

監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

編集･発行：一般財団法人 建築保全センター 

日本工業規格 JIS A 4302 昇降機の検査標準  
審議：日本工業標準調査会 

発行：日本規格協会 

昇降機現場作業安全心得（２０１９年版） 一般社団法人 日本エレベーター協会 

エレベーターの地震に対する管理 

（所有者、管理者用） 
一般社団法人 日本エレベーター協会 

エレベーターとの交際術（利用者用） 一般社団法人 日本エレベーター協会 

(注意) ・書籍発行版は調査時点情報です。最新版を使用することを推奨します。 

 ・製品は当社販売時点の最新の法律・規格に準拠しています。 
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■■1133．．法法定定検検査査にに関関すするる事事項項  
法定検査に関する当社の製品情報は下記の当社ホームページを参照してください。 

なお、掲載されている情報は、予告なく改定する場合がありますので検査前に必ずご確認くださ 

い。 
 
 ＜当社ホームページ URL＞ 

https://www.mebs.co.jp/owners/check/ 

  
  

■■1144．．参参考考文文献献  
書籍名 発行元 

国土交通大臣指定昇降機検査資格者講習テキスト 発行：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

建築設備設計基準 令和３年版 
監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般財団法人全国建設研修センター 

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） 

令和４年版 

監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般社団法人公共建築協会 

機械設備工事監理指針 令和４年版 
監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

発行：一般社団法人公共建築協会 

「昇降機の適切な維持管理に関する指針  監修：国土交通省住宅局建築指導課  

昇降機・遊戯施設定期検査業務基準書 ２０１７年版 編集・発行：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

昇降機技術基準の解説 2016 年版 

昇降機技術基準の解説 2016 年版（追補版） 

編集：一般財団法人 日本建築設備・昇降機センター 

   一般社団法人 日本エレベーター協会 

建築保全業務共通仕様書  

同積算基準の解説 令和５年版 

監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部 

編集･発行：一般財団法人 建築保全センター 

日本工業規格 JIS A 4302 昇降機の検査標準  
審議：日本工業標準調査会 

発行：日本規格協会 

昇降機現場作業安全心得（２０１９年版） 一般社団法人 日本エレベーター協会 

エレベーターの地震に対する管理 

（所有者、管理者用） 
一般社団法人 日本エレベーター協会 

エレベーターとの交際術（利用者用） 一般社団法人 日本エレベーター協会 

(注意) ・書籍発行版は調査時点情報です。最新版を使用することを推奨します。 

 ・製品は当社販売時点の最新の法律・規格に準拠しています。 
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北海道情報センター

東北情報センター

東京情報センター

横浜情報センター

中部情報センター

関西情報センター

中国情報センター

九州情報センター

三菱電機ビルソリューションズ株式会社は、
全国約280ヵ所のサービス拠点、
8ヵ所の情報センターによる
ネットワークで常に受信体制を整え、
お客さまの信頼にお応えしています。



取扱説明書 保守・点検編 

三菱機械室レス・エレベーター 菱機械室レス・エレベーター 
乗用・住宅用・寝台用 用・住宅用・寝台用 

AXIEZ  （KE-*F） XIEZ  （KE-*F） 

AXIEZ smart-R  （KE-RFS） XIEZ smart-R （KE-RFS） 

■はじめに
本書は所有者等の方・運行管理者の方より、三菱機械室レス・エレベーター＜AXIEZ：アクシーズ＞

＜AXIEZ smart-R：アクシーズ スマートR＞の保守・点検（その他必要な整備または補修などを含

む。以下同じ）について、維持および運行の安全を確保するために、専門技術者の方へご指示いただき

たい事柄を記載した資料です。

本書に記載の諸作業の実施については、専門技術者（1-2用語の定義を参照）を対象としているの

で、必要な安全対策については実施されていることを前提としています。 

本書に加え、巻末に記載の参考文献の全てお読みいただき、その内容を包含し、かつ使用頻度、

利用状況、その他を考慮し、エレベーターを適切な状態に維持してください。

救出作業はあらかじめ十分に訓練し、迅速に対応できるようにしてください。 

● エレベーターを保守・点検する専門技術者の方に、必ず本書を熟読いただき、十分理解の上で作業を

実施するように依頼してください。

● 本書は必要なときに、すぐ読めるようにお手元に大切に保管ください。

● 本書はエレベーターの所有者等の方または運行管理者の方が変更になる場合は、確実に引き継ぎを

行なってください。また、専門技術者が変更になる場合には、所有者等の方または運行管理者の方

から新たな専門技術者に再度指示をしてください。

● エレベーターは電気・機械設備ですから、適切に保守しなければ、製品の性能が発揮できないこと

があります。製品を安全で、かつ適正な状態を保ち、故障が起きないようにするためには適正な保

守を継続することが重要です。

● 本書の内容について、ご不明な点、ご理解いただけない点がある場合は、本書最終項に記載の最寄

支社にお問い合わせください。

● 本書とは別に、取扱説明書（運行管理編）および告示283号改正に伴う追加情報がありますので、

必ずお読みください。

● 本書は基本仕様について説明しています。従い実際の製品では一部異なる場合がありますので、あ

らかじめご了承ください。

● 本書に掲載した内容は、予告なく変更することがあります。本書の使用前に最新版を当社ホームペ

ージで必ず確認してください。

2025 年 6 月 30 日 

三菱機械室レス・エレベーター

C-00709-Q　稲2506〈IP〉

北海道支社
北日本支社
東日本支社
関越支社
横浜支社
中部支社
北陸支社
関西支社
四国支社
中国支社
西日本支社

〒060-0003
〒980-0013
〒100-8335
〒330-0854
〒221-0056
〒450-6045
〒920-0031
〒530-8206
〒760-8654
〒730-0037
〒810-0001

札幌市中央区北3条西4-1-1（日本生命札幌ビル）
仙台市青葉区花京院1-1-20（花京院スクエア）
東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）
さいたま市大宮区桜木町1-10-16（シーノ大宮ノースウィング）
横浜市神奈川区金港町1-7（横浜ダイヤビルディング）
名古屋市中村区名駅1-1-4（JRセントラルタワーズ）
金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）
大阪市北区大深町4-20（グランフロント大阪 タワーA）
高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ビル）
広島市中区中町7-22（住友生命広島平和大通りビル）
福岡市中央区天神1-10-20（天神ビジネスセンター）

（011）231-8060
（022）216-4585

（03）3218-9461・9463
（048）650-1004
（045）620-3601
（052）565-3160
（076）233-5506
（06）6486-4165
（087）825-0006
（082）248-5290
（092）737-7514

「エレベーター・エスカレーター取扱説明書」のウェブサイト https://www.MEBS.co.jp/owners/manual/

2025年6月作成

https://www.MEBS.co.jp/


